
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　場所は東とう京きよう都と千ち代よ田だ区く永なが田た町ちよう、中央合同庁舎第８号館内。

　晴天に恵めぐまれたこの日。同所では政府主導のオンラインゲーム〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟の正式サービス化に向けた合同会議が開かれている。

　出席者は、計画を主導する内閣府の官かん僚りよう、出資と経営を担になう企き業ぎようの役員など、錚そう々そうたる顔ぶれだ。

　開発と運営を任された企き画かく制作部を代表して、プロデューサーの一人であるポータの母親、堀ほつ田た佐さ央お理りも出席しているが、緊きん張ちようのあまり企業側の席の端はじっこで小さくなっている。政財界の上位者たちが目の前にいるのだから、無理もない。

　だが平常運転の人もいる。

「あらかじめご報告させていただいた通り、ここまでのβベータテストは全すべて滞とどこおりなく完かん了りようし、あとは最終テストを残すのみとなりました。よって本日、最終テスト実じつ施しの許可をいただきたく、皆みな様さまにお集まりいただいた次し第だいですとお知らせします。白しら瀬せなだけに」

　ゲーム内で実際に活動している実績と、揺ゆるぎない冷静さを買われて、会議の進行役を任された白瀬である。堂々たる駄だ洒落じやれに対し、誰だれ一人、くすりともしないが、全く気にしない。

　列席者たちが一いつ斉せいに咳せき払ばらいをして、寒々しい雰ふん囲い気きを打ち払はらい、雑談を始めた。

「βテストは滞りなく、か……まあ確かに、期限には間に合っている」

「風の噂うわさで、何やら事件があったようにも聞いたが、まあいいだろう」

「働き方改革のモデルケースにもなっていただけましたからね。我々、政府側からは、特に申し上げることはありませんよ」

「終わり良ければ総すべて良し。最近は娘むすめさんと過ごせる時間が増えたそうで……よかったですね、堀田さん」

「ど、どうも……」

　萎い縮しゆくしまくりの佐央理が、小さくなりすぎて消えてしまいそうになった、そんな時だった。

「議題について、少しよろしいでしょうか」

　声が上がったのは企業側の席。高こう齢れいの役員たちに挟はさまれて若々しさが際きわ立だつ四十代の男性が、穏おだやかに微笑ほほえみながら挙手をした。

　経営コンサルタントという肩かた書がきを持つ男性である。

「本計画は、官民が協力して行う事業、いわゆる第三セクター事業です。しかも、政府の面子メンツや企業の資金という点だけでなく、国の未来という、絶対に損そこなわれてはいけないものも絡からんでいます。万ばん全ぜんを期さなければならない。いかがでしょうか」

　問いかけに対し、列席者たちは深く頷うなずいた。

「このサービスはいずれ、この国になくてはならないものになる。もたらされる恩おん恵けいは、家族関係の保全だけにとどまらない」

「確かに。ユーザー本体が転送されるフルダイブ形式は、非常に利用価値が高いですからな。要は、自然環かん境きようによる被ひ害がいを受けない国土が増えるわけだから……」

「環境悪化により実施が困難になっている様々な活動の代だい替たい地ちとして、さらに災害時の避ひ難なん先として、あまりに優ゆう秀しゆうだ。全国規模で早急に配備するべきものだ」

「皆さんがおっしゃる通りです。……ですから、白瀬さん」

「はい。承知しています。未来へつなげるためには、まずは計画通り、正式サービス化を達成することが必ひつ須すとなります。子供から親まで幅はば広ひろく楽しめるゲームとして大ヒットさせ、課金要素で今後のための資金を集めなければなりません」

「大人の事情はお知らせしなくて大だい丈じよう夫ぶですよ」

「おっと失礼いたしました。てへペロ」

　白瀬はまったく反省していない顔で軽く会え釈しやくをして、すぐに表情を引き締しめる。

「ではあらためて、最終テストの実施につきまして。以前より運営の方で、挑ちよう戦せん者となるテストプレイヤーの選定作業を進めて参りましたが……この度たび、ついに、一組の親子が選出されましたので、ご紹しよう介かいさせていただきます」

「ついに決まりましたか。その親子とは？」

　問いかけてくる経営コンサルタントの男性へ、意味深な薄うす笑えみを送って、白瀬はプロジェクターの準備を始めた。

　さりげなく席を立った佐央理が、部屋の明かりを消し、壁かべのスクリーンに光が投射される。

「百聞は一見に如しかずということで。どういった親子なのか、ゲーム内での活動風景をいくつかご覧いただこうと思います。どうぞご注目ください」

　上映会が始まった。

　そして、真ま々ま子こと真まさ人とが肩かたを並べて楽し気に歩いている様子が映し出された途と端たん。

「……え？」

　経営コンサルタントの男性が呆ぼう然ぜんとして、手にしていたペンを取り落とした。








第一章　おかわり自由！　親子の思い出が盛り盛りの、大おお好すき家けの丼どんぶり飯めし！









　空を見上げると、太陽が最も高い位置に昇のぼりつつある。

　間もなく昼。すなわち、昼食の時間だ。

　しかし目の前には、草原フィールドを埋うめ尽つくすほどに、モンスターがうじゃうじゃ湧わいている。

「わわっ！　すごい数です！　まるでモンスターの巣に飛び込んじゃったみたいです！」

「あらあら。困ったわね。町はもう、すぐそこなのに」

「ああもう、本気で鬱うつ陶とうしい！……一気に片付ける！」ガルルッ！

「腹を空すかせた賢けん者じやの力、存分に見せつけてやるわ！」フシャーッ！

「私たちの食事を邪じや魔ました罰ばつです！　容よう赦しやしません！」ゴゴゴゴッ！

　苦笑いを浮うかべている真ま々ま子こに先んじて、空腹のため暴走モードの真まさ人とたち三人が飛び出した。

　立ちはだかる、果実系モンスターたちへ、先制攻こう撃げき！

「美味うまそうな見た目しやがって！　この俺が料理してやる！」

　勇者真人の攻撃。全力で振ふり抜ぬかれた聖せい剣けんフィルマメントから、飢うえた斬ざん撃げき波はが放たれた。

　浮ふ遊ゆうしていたメロン型モンスターに直撃！　真っ二つになった！

「どうだ！　ついでに、真ん中の種を取り除いて、アイスでも盛りつけてやろうか！」

「はいはい。ただ切っただけのくせに、自じ慢まんげに言ってんじゃないわよ。……料理っていうのはね、こういうことを言うのよ！」

　賢者ワイズの攻撃。

「スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……火フオーコ・炎フイアーマ！　さらに！　火フオーコ・炎フイアーマ！」

　連続魔が発動。燃え盛さかる炎ほのおが、上段と下段の二層構造で放たれた。

　宙を舞まうリンゴ型モンスターが、両面グリルさながらに焼かれていく！　甘く豊かな香かおりが漂ただよってくる！

「ふっふーん！　焼きリンゴよ！　料理っていうのはね、こういうことを言うのよ！」

「ちっ！　悔くやしいけど、確かに料理っぽいな！……じゃあこの勝負はワイズの勝ちってことで……」

「待ってください。次は、私の素す敵てきな料理をご覧に入れます」

「「え？」」

　癒ゆ術じゆつ師しメディが、しっかりと目を閉じて歩き出す。

「感じます……私に料理されたいのは、あなたですね！　せいやっ！」

　本分の回復魔ま法ほうより打撃力に定評があるメディの攻撃。

　渾こん身しんの力で杖つえが振り下ろされて、地面を転がっていたスイカ型モンスターにクリティカルヒット！

　そして、見るも無残に砕くだけ散った。

「手て応ごたえありです！　私の料理の出で来き栄ばえは……え？」

「スイカ割りというか、スイカ砕きだったな……色んな意味で、料理じゃない……」

「料理界の前衛芸術家であるメディが、料理ってことにしたせいで、やっぱり不幸な結果になったわけね……」

　緑の皮と、真っ赤な可食部分が、爆ばく散さんして、辺りに飛び散っている。

　凄せい惨さんな事件現場のような光景から、真人たちも、果実系モンスターたちも、そっと顔を背そむけている……

　というかモンスター。

「っと、遊んでる場合じゃない！　さっさと戦せん闘とうを終わらせて、町で昼飯にするぞ！……というわけで、不本意だが……」

「うふふ。お母さんの出番ね」

　真人が視線を送ると、既すでに戦闘準備を整えている真々子が、いつものように、にっこりと微笑んだ。

「それじゃ、お料理しちゃうわよ……えいっ！」

　真々子の攻撃。二振りの聖剣が優やさしく振り抜かれた。

　まず効果を発揮したのは、大海の聖剣アルトゥーラ。綺き麗れいな水が生成されて、バナナやブドウやパイナップルなど、果実系モンスターたちがまとめて洗せん浄じようされる。

　続いて、大地の聖剣テラディマドレの力が発動した。地面から大量の石せき刃じんが出現し、こちらも綺麗に洗浄されてから、ターゲットを攻撃。

　一いつ瞬しゆんで、皮をむき、房ふさから切り取り、食べやすいサイズにカットして。

　水流の器うつわに載のせれば、はい完成。

　果実系モンスターの群れが、カットフルーツの盛り合わせになった！

「はいどうぞ。召めし上がれ、なんてね」

「超ちよう特盛りのデザートだな……というか、結局はモンスターだから、食えないけどな」

「そうね。残念だけど、食べられないわね」

　彩いろどりも鮮あざやかで、見るからに美味おいしそうなカットフルーツ盛りだが、あくまで果実系モンスターの残ざん骸がいだ。片かた端はしから塵ちりとなって消えていく。

　あっという間に消失して、水流の器には、カラフルなジェムが山積みになった。

「なんかさ……ジェムも地味に美味しそうな色してるわよね」じゅるり

「フルーツゼリーのようですね。ではワイズさん、お一つどうぞ」

「わわっ、待ってください！　美味しそうですけど、ジェムは食べ物じゃ……！」きゅるぅ～

　と、ポータのお腹なかの辺りで、可愛かわいらしい音が鳴った。「わわっ!?」ハッと、顔を真っ赤にして、ポータはお腹を押さえてしゃがみ込んでしまう。

　その様子を、いつまでも温かく見守りたいところだが……紳しん士し的対応で。真人は両手で耳を塞ふさいで、何も聞かなかったフリ。

「よーし、みんな。今日は、週に二日の、外食の日だ。ジェムは食べずに換かん金きんして、デザート自由ってことにしようぜ。それでいいだろ、母さん？」

「そうね。それがいいと思うわ。……それじゃ、ポータちゃん」

「は、はい！　ジェム回収は自分の仕事です！　自分にお任せくだ……！」きゅるぅ～

　ポータのお腹の辺りで、また可愛らしい音が鳴って、またしてもポータが真っ赤になって、あたふたしているが。

　もちろん、紳士的なお兄ちゃんは、何も聞かなかったことにしておいた。







　一歩前進した途端に、またエンカウント、なんて古典的な事態は発生せず、真人たちは町に到とう着ちやくした。

　ここは名もなき宿場町。素そ朴ぼくな風合いの建物や、土の道など、どちらかと言えば農村のような雰ふん囲い気きがある。

　しかし少なくない数の商店が建ち並び、町の人や冒ぼう険けん者が頻ひん繁ぱんに行き交かっている。なかなかの賑にぎわいだ。

　町の様子を眺ながめながら、飲食店が軒のきを連ねる通りまで来ると。

「……ん？　なんだろう、雨あま漏もりの修理でもしているのか？」

　見み渡わたす限り、ほぼ全すべての店で、屋根が補修中の状態になっている。少し気になるところだが……

　それより何より、空腹を刺し激げきする香りが漂ってくる。

「それじゃ、お昼のメニューを決めましょう。何か食べたいものはあるかしら」

「ああ、そうだな……俺は……」

　真人が希望を口にしようとした、その時。




「だから、もういい加減にしてよっ！」

「そっちこそ、いい加減にしなさいっ！」




　飲食店街のど真ん中に、人だかりができていて、言い争っている人がいる。

　一人は、ベリーダンサーのように、エスニックで大だい胆たんな衣い装しようを着ている少女。年ねん齢れいは真人よりも少し上くらいだろうか。体型的には、ワイズといい勝負だ。

　もう一方は、着物の上にエプロンという、和風な姿の女性。見た感じ、四十代くらいに見える。

　二人は、怒ど鳴なるだけでは飽あき足らず、頭ず突つきでゴリゴリ応おう酬しゆうしながら、激しい言い合いを続けている。

「この際だから、はっきり言わせてもらうけどね！　そっちの古ふる臭くさい姿が視界に入るだけで不ふ愉ゆ快かいなのよ！　営業妨ぼう害がい！」

「それはこっちのセリフよ！　そんな恥はずかしい恰かつ好こうして……すぐに着き替がえなさい！」

「今の飲食店はね、ビジュアル面も大事なの！　なーんで理解できないかな！」

「飲食店は、味で勝負するものでしょ！　それで充じゆう分ぶんじゃないの！」

「はいはい石頭！　ああもういいわよ！　話すだけ無む駄だ！　フンッ！」

「書き入れ時だっていうのに、本当に時間の無駄だわ！　フンッ！」

　ひとしきり怒鳴り合った両者は、互たがいに背を向けて。

　通りに面して向かい合う二つの飲食店……小さいながらもマハラジャの宮きゆう殿でんのように派手な店と、ゲーム内の町でよく見かけるシンプルな店へ、それぞれ入っていく。

　と。

「ったくもう！　母さんったら、いつもいつも……ん？」

　ベリーダンサー風の少女が、近くにいた真人たちに気付いた。直後。

　飢えた獣けものさながらに、猛もう然ぜんと飛びかかってくる。「ガルルッ！」「おわっ!?」先ほどの真人たちに勝まさるとも劣おとらない暴走モードだ。

「そちらは、私の店のお客様ですよね!?　そうに決まってますよねぇ!?」

「い、いや……できれば俺たち以外の人をお勧すすめしたいんだけど……あれ!?」

　その辺にいた人たちは、少女の剣幕に怯おびえて、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ去った後だ。

　挙句に。

「お店の方から、カレーの香りが漂ってくるわ。とっても美味しそうね」

「おい母さん！　やめろよ！　そんなこと言ったら……！」

「そうです美味しいカレーのお店はこちらです！　五名様、ご案内！」

「ああぁぁぁ……」

　ＮＯを言わせない歓かん迎げい力で、マハラジャな店に引きずり込まれる真人たちだった。







　特別な香りと異い彩さいを放つその店の、入り口ドアを抜ける。

　スパイスの香りと共に出で迎むかえてくれるのは、巨きよ大だいな象の置物。やや手て狭ぜまな店内は、糸いと杉すぎ模様やペイズリー柄がらなどのタペストリーが飾かざられていて、民みん俗ぞく的な雰囲気に満ちている。

　店先で大おお喧げん嘩かが繰くり広げられていた影えい響きようだろう。客の姿は見当たらない。

　店員は一名。上じよう機き嫌げんで接客してくる少女だけだ。

「いらっしゃいませ！　私はこの店の店長、ラージャです！　全身全ぜん霊れいで、おもてなしさせていただきます！　さあ、お席へどうぞ！　すぐにお冷をお持ちします！」

「ああ、はい、どうも……」

　ベリーダンスのようにクネクネ動く、ラージャの腰こしつきに、思わず目が「マー君？」「見てないです！」すぐ傍そばに母親がいるって、大変だ。真人は上を見ながら歩く。天てん井じようもペイズリー柄がいっぱいだ。

　一行はキッチンに近い席に通された。丸いテーブルを、真人、真々子、ワイズ、メディ、ポータで、ぐるりと囲んで。さて。

「とにかく腹が減ってるのは確かだ。カレーに文句はないから、さっさと食べて帰ろうぜ。余計なことには首を突っ込まないように、な」

「んー……でもさ、さっきのって、親子喧嘩っぽくなかった？」

「ラージャさんは、相手の方を『母さん』と呼んでいたようですから、おそらく間ま違ちがいないでしょう」

「親子で何かあったんでしょうか！　自分、気になります！」

「そうね。親子の問題だとしたら……ねえマー君。話だけでも、ね？」

　真々子を筆頭に、仲間たちが真人をじーっと見つめてくる。じーっと。

「はぁ……わかったよ。飯を食った後で、気が向いたらな」

　もう食事だけでは済まない気配がぷんぷんしているが、とにかく食事だ。

　真人はメニューブックに手を伸のばして、さっそく注文を……と思ったのだが。

【サーグ】【サンバール】【ダール】【コルマ】

　真人が知らない単語が並んでいる。

「えっと……すいません、ラージャさん。ここって、カレーの店じゃないんですか？」

「カレー料理のお店ですよ。ただし、カレーという名前の料理はありません。一口にカレーと言っても、色々あるんです。ご紹しよう介かいしますね」

　お冷を運んできたラージャ曰いわく。

〝サーグ〟とは、ホウレン草など、葉物野菜を用いたカレー料理。

〝サンバール〟とは、季節の野菜を煮に込こんだスープカレー。

〝ダール〟とは、豆を挽ひいて煮込んだカレー料理。ペースト状からスープまで色々。

〝コルマ〟は、スパイスに加え、ヨーグルトやココナッツを煮込んだカレー料理。

　説明を受けた真人たちは、感心しつつ、ますます悩なやむ。

「大体のイメージは把は握あくできた。……だが……」

「肝かん心じんの味が想像できないわね……」

「どれを選ぶべきか、難しいですね……」

「辛からくないのは、どのカレー料理でしょうか……」

　真人たちは、メニューブックと睨にらめっこして、悩みの深みにはまっていくが……

　真々子が一言。

「折角だから、全部頼たのんで、みんなで味見するのはどうかしら」

「それだ！」「それよ！」「それですね！」「それです！」

「かしこまりました！　それじゃ、ご飯やナンも一通りセットでお出ししますね！」

　答えは非常に簡単だった。







　本格的な店で、本格的に食べるなら……食事の際に使用するのは、右手の、親指、人差し指、中指のみ。第二関節までを使用するのが美しい食べ方らしい。

　しかし細かいことは気にせず、左手も、スプーンも使って。

「いただきまーす。……おお！　サーグ美味うまい！　ご飯が何なん杯ばいでも、いや、ナンが何枚でもいけるぞ！……なんて」

　言ってみたら、ワイズとメディの視線が冷たくて痛かった。「……失礼しました」自分に非がある時は、ちゃんと謝ることが大事だ。

「サンバールも美味しいわよ。旬しゆんの野菜が、いい感じに煮えてて……なんか、お味み噌そ汁しるに通じるものがあるかも」

「ダールも美味しいですよ。豆のカレー料理。ヘルシーですね」

「コルマは辛くないです！　自分も食べられます！　美味しいです！」

「あらあら、ポータちゃん。ほっぺにカレー、じゃなくて、コルマが付いてるわよ。……あらマー君も、ほっぺにサーグが。じっとしててね」

「いや、いいから！　自分で拭ふくから！」

　ご飯に、ナンに、各種カレー料理をからめて、口の中へ。

　食しよく欲よくに正直に。真人たちは、あっという間に食べ尽つくしてしまった。

　あまりの満足感に、軽く放心していると、ラージャが食後のドリンクを運んできた。白い飲み物で満たされたグラスが並べられる。

「ラッシーです。カレーに合う飲み物といえば、これですよ」

「あー、聞いたことあるかも。ヨーグルトのやつですよね」

　ごくっと飲むと、さわやかな酸味と甘さが、カレーの残り香がを押し流して、さっぱりとした食後感を与あたえてくれる。カレー料理とラッシーの相あい性しようは抜ばつ群ぐん。

「ヤバい。これ、癖くせになりそうだ」

「いいことです。お兄さんも、カレー料理好きになって、何度でもお店に来てくださいね。いつでもお待ちしていますよ」

　ラージャは、派手な衣装とは裏腹に、飾り気のない顔で微笑ほほえんで、皿を集めてカウンターの中へ戻もどっていく。

　真人が眺ながめていると、不意に真々子が腕うでをつついてきた。

「ねえマー君。そろそろ、いいんじゃないかしら」

「くっ……忘れてなかったか……」

　本音を言えば、やっぱり気が向かないのだが……「ね、マー君？」「ああもう、わかったよ！」ぐいぐい詰つめ寄ってくる真々子に根負けして、真人は尋たずねてみることにした。

「ラージャさん。皿洗いで忙いそがしいところ、すみません。ちょっといいですか」

「あ、はい。なんでしょうか」

「さっき、向かいの店の人と喧嘩してたみたいですけど……」

　なぜなのか、理由を聞かせてもらいたかったのだが。

　刹せつ那な、パキンッ！　と。皿が割れたような音がして。

　ラージャが、ワナワナと震ふるえながら、血管ブチ切れ寸前の顔で、にっこりと微笑みかけてくる。

「はいい？　向かいの店の人とか、知りませんけどぉ？」ピキピキ

「あ、はい、了りよう解かいです。すいません」

　これダメだ。聞いたら確実に爆ばく発はつするやつだ。

　真人たちは、声を潜ひそめて、仲間内でこっそり議論する。

「安全第一だ。こっちで勝手に推理しよう。……まず、ラージャさんと、向かいの店の人は、たぶん親子だと思うわけだが」

「でもって、テストプレイヤーだと思うわ。根こん拠きよは、二人の服装よ」

「ベリーダンサーの衣い装しように、和服……どちらも、ゲーム世界では見かけない服ですよね……ポータちゃんの目から見て、どうでしたか？」

「両方とも、普ふ通つうの装備品とは違うみたいでした！　初回特典の可能性があります！」

「だとしたら……ね、マー君？」

「あーはいはい、ますます放置できないわけだな……ったく……」

　問題の二人は、テストプレイヤーとして参加している母と娘むすめ。

　料理関係の非ひ戦せん闘とう職でアカウント登録して、ゲーム世界に店を構えて活動しているのだろう。

「関係性はそんなところで、次は喧嘩の理由だけど……」

「親子だったら、喧嘩くらい普通にするでしょ。うちがそうだし」

「親子で喧嘩別れして、別々に活動してるという点は、いつかのワイズ親子とそっくりだな。ゲームの趣しゆ旨しに反して問題を発生させている、困った親子だな」

「くっ……墓ぼ穴けつ掘ほったわ……」

「だとしたら、やっぱ解決しないといけない感じで、事情を知りたいけど……ラージャさんからは聞けそうもないから……向かいの店に行ってみて、そっちで話を……」

「向かいの店に行くんですか！　ああそうですか！　だったら、お帰りの前に、会計を済ませてくださいね！」

　いきなりだ。

　いつの間にか近くまで来ていたラージャが、ビターンッ！　と、テーブルに伝票を叩たたきつけてきた。請せい求きゆうされている金額は……

【５００，００６，０００】

　五億と、六千マムである。

「向かいの店に行くお客様には、一人につき一億の、特別料金を請求しています！」

「ぼったくりにしても、額がおかしいでしょ……」

「別に払はらわなくてもいいんですよ！　あんな人の店に行かないと約束するなら、六千マムだけの請求に直します！　さあ、どうしますか！」

「わ、わかりました。……じゃあ……」

　真人は、不安そうな仲間たちを見み渡わたして、力強く頷うなずいて。

「とりあえず、六千マム払って……足りない分は、ワイズとメディが働いて払います」

　勇者らしく、毅き然ぜんとした態度で決断を下した。







　これは仕方がないことだ。

　ラージャの店に背を向けて、真人は歩き出す。

「真人おおおおっ！　あんた覚えてなさいよおおおおっ！」

「この扱あつかいは、納なつ得とくがいきません！　また借金のために働く羽目になるなんて！」

「はいそこの二人、逃にげちゃダメよー。お店に戻って、制服に着き替がえてねー」

　真人に追いすがるワイズとメディが、とっ捕つかまって、店に連れ戻されていく。

　つらい光景だ。だが仕方がないのだ。

　困こん惑わくしている真々子とポータの視線も、かなり痛いが、耐たえる。

「俺たちには使命がある。親子の間に起きた問題を解き明かし、解決する……そのための時間稼かせぎという大役を、二人に託たくしたんだ。そういうことなんだ」

「た、確かに、ラージャさんたち親子の問題を解決したいとは思うけど……」

「本当に、これでいいんでしょうか……」

「いいんだよ。これは俺の判断だ。こんなの、ポータはもちろん、母さんだってできない。俺だからできたんだ。勇者である、俺だから」

　そう考えると、ちょっと誇ほこらしい。

　後でワイズとメディからどんなリベンジをされるか……それを考えると、ものすごく怖こわいけど。もう泣けてくるけど。

「大だい丈じよう夫ぶ。無事に解決できれば、全すべてが丸く収まるはずだ。だから俺たちは、俺たちがやるべきことに専念しよう」

「……わかったわ。ワイズちゃんとメディちゃんが、頑がん張ばってくれている間に」

「自分たちで、話を聞いて、全部解決です！」

「よし！　じゃあ行こう！　ラージャさんの母親の店は、もう目の前だ！」

　通りを挟はさんだ向かいの店なので、本気でもう目前である。







　見た目は、ゲーム世界の町でよく見かける、どこにでもある普通の洋食屋。

　店内は、外観同様に、洋風のテーブル席が配置されている普通の飲食店仕様だ。こちらも公然喧けん嘩かの影えい響きようか、残念ながら客はいない。

　真人たちが入店すると、店の雰ふん囲い気きとは完全にミスマッチの、和服にエプロンを身に付けた姿の女性が出で迎むかえてくれた。ラージャと喧嘩をしていた人だ。

「いらっしゃいませ。三名様ですね。お席へどうぞ」

「あ、はい。どうもです」

　真人たちは、ひとまず普通の客を装よそおって、案内に従って席に着いた。四人掛がけのテーブルを、三人で囲んで。

「それじゃ、まずは……何か注文した方がいいかな」

「その必要はありませんよ。ひとまず、向かいのお店からお越こしのお客様には、〝女将おかみの気まぐれセット〟をお出しすることになっています。少々お待ちください」

　穏おだやかに微笑んで、伝票をテーブルの端はしに置き、女性は店の奥に入っていった。

　真人が何気なく伝票をチェックすると。

【気まぐれ×３：３００，０００，０００】

　気まぐれで、一人につき一億、吹ふっ掛けられていた。

「……あの人、絶対にラージャさんの母親だな。間ま違ちがいない。親子で対応が同じだ」

「あらあら。それじゃ今度は、お母さんが働くわね」

「自分もお手伝いします！　これでワイズさんやメディさんと一いつ緒しよです！」

「いやそうじゃなくて。そういう状じよう況きようを回かい避ひするために頑張るんだぞ。なんとかして事情を聞き出して、親子の問題を解決できれば、それで……」

「お待たせしました」

　と、予想以上に早く、女性が戻ってきた。涼すずしげな器うつわを三つ、お盆ぼんに載のせて運んで来て……すかさず、真人たちの前に並べられる。

　まずは、白玉あんみつ。賽さいの目に切った寒天、茹ゆでた赤エンドウ、白玉団子に、餡あんを添そえて、さらに蜜みつがかけられている。和風の甘さが結集した一品。

　続いて、葛くずきり。水に溶といた葛くず粉こを煮にて、冷やして、うどんのように切って、蜜をかけて食べる菓か子し。

　さらに、水ようかん。小豆あずき餡に寒天を混ぜて固めた、水気の多いようかん。

　以上の三品だ。

「お食事は、向かいの店で済ませたでしょうから、甘かん味みにしてみました」

「正直、助かりますけど……一つ、一億マムですよね」

「一億マムです」

「そこをなんとか、お手て頃ごろ価格でご提供を……」

「一億マムです」

　相変わらず穏やかな笑え顔がおで、痛つう烈れつに叩きつけるように言われた。ダメだこれ。

　相手は静かなる不ふ機き嫌げん。真人による交こう渉しようは失敗。これは打つ手なし……

　だが、その時。

「じゃあ、母親同士でおしゃべりして、少しでも気が晴れたら、その分だけお値引きしてもらうとか……どうかしら」

　真々子が交渉に乗り出した。にっこり値切り。

　その効果は。

「……まあ、母親同士なら、話せることも色々あるかしらね」

　相手の態度が軟なん化かした。道が開けた！

　母親同士ならばこそ、通じ合える何かがあるらしい……

「もしかして、これはママさんのスキルでしょうか！」

「母親特とく殊しゆスキル……いや、日常的スキル【母リンク】だな。母親たちが出会うと勝手に発動するやつだ」

　母親とは、とかくそういうものである、という常備スキルである。

　女性は一度、店の奥に行って、湯飲みを手にして戻もどってきた。

　空いていた席に着いて、お茶を一口。ふぅ～っと深いため息を吐つき、話し始める。

「私は弓ゆ月づきと申します。残念なことに……ラージャとか名乗って、踊おどり子の恰かつ好こうをして、カレー料理の店を営業している、あの困った娘の、母親です」

「そ、そうですか……それはそれは……なんて言えばいいのか……」

　見た感じ自分の親より年上っぽい人と会話を成立させるのは、非常にハードルが高い。

　ということで、真人はさりげなく真々子に視線を送った。「うふふ。任せてね」「お願いいたします」母親同どう伴はんで、本当によかった。

「それじゃ、こちらも自己紹しよう介かいしないと。私は大好真々子と申します。それで……」

「どうも。息子むすこの真人です。水ようかんを食べると無口になる習性があります」

「自分は仲間のポータです！　それで、その……じ、自分も、白玉あんみつを食べると無口になっちゃいます！」

「ご丁てい寧ねいにどうも。遠えん慮りよなく食べてね。……実は、真々子さんたちのことは雑誌で読んだことがあるから、知っていたの。親子の問題を解決してくれるそうで」

「お節せつ介かいを焼かせてもらっているだけなんですけどね……もしよかったら、喧嘩の理由を聞かせてもらえますか？」

「もちろんよ。遠慮なく、おしゃべりさせてもらうわ」

　真々子と弓月による、母親トークが始まった。

　一方、真人とポータは食べる係だ。「お、美味うまいな」「美味おいしいです」適材適所。

「まず、現実世界の話なんだけど、私は家で小料理屋をやっているんです」

「あらまあ。素す敵てきですね」

「大したものじゃないんですけどね。曾そう祖そ母ぼの代から続いているお店で……だいぶ古くなってきたので、そろそろ店を建て替かえようかって、話になったんです。その時ですよ」

「何かあったんですか？」

「料理学校に通っていた娘むすめが、『小料理屋なんて流行はやらないから、カレー屋にして！』って言い出して。そこから親子喧嘩ですよ」

「代々、続いているお店だったら、そう簡単にはいかない部分もあるでしょうから……」

「そうなんですよ。でも娘は、そういうところを全然考えてなくて、勝手なことばかり言って……店が営業中なのに、怒ど鳴なり込んできたりして。ホントにもう、大おお騒さわぎでしたよ」

　かなり大変な状況だったようだが。

　それはそれとして。

「……白玉あんみつも美味そうだな」

「はい！　真人さんも、どうぞ！」

「ありがとぅー。じゃあお礼に、水ようかんを一口プレゼントしよう。ほら、あーん」

「あーん！」

　ちっちゃなお口に、水ようかんの欠片かけらをそっと入れてやると、にぱーっと、笑顔の花が咲さいた。「ごちそうさまです！」「その笑顔こそ、俺のごちそうさ」変な意味じゃなくて、心が満たされる真人だ。さておき。

　母親トークは佳か境きよう。

「それでね、お店の常連さんが見かねて、このゲームのことを教えてくれたんですよ。親子で冒ぼう険けんして、仲良くしたらどうですかって」

「それで弓月さんたちは、このゲームに……」

「まあ、申しん請せい上は、そういうことにしておきましたけどね。……でも、本当は違うんです」

「というと？」

「私と娘で、それぞれが思う通りにお店をやってみて、どちらが上手うまくいくか、勝負することにしたんです。その結果で、現実世界にある店をどうするか、決めようって」

　親子でガチンコ勝負。それが弓月とラージャ親子の目的。

　それとなく耳を傾かたむけていた真人は、胸の奥に秘めたバトル魂だましいを揺ゆさぶられて、思わず身を乗り出した。

「おお……単なる関係修復じゃなくて、互たがいに譲ゆずれないものをぶつけ合って、決着をつけるために、親子でゲーム世界に飛び込んでくるなんて……熱いですね」

「私がつい小言を言ってしまって、普ふ通つうに喧嘩になってしまうことも多いですけどね。でも、私も、娘も、一番の目的は忘れていませんよ」

「そうですか……だったら……」

「親子の大切な勝負だったら、邪じや魔ましちゃいけないと思います！」

「だな。俺も同じ意見だ。……母さんも、そう思うだろ？」

「んー……そうなのかしらね……ん～～……」

　真々子は小首を傾かしげて唸うなっているようだが。

「親と子が別行動してる点は、問題視されるかもだけど、そういうことなら二人に任せておけば……あれ、でも待てよ？　そうすると……」

　弓月とラージャの関係は、本人たち次し第だいで、任せることにしたら。

　即そく解決で、カレー屋の借金もチャラ、なんてことにはならず……もしかして、ワイズとメディは、ずっと働く羽目に……？

　なんて、重大なことを適当に考えていると。

　……グキュルルル～……

　店の外から、妙みような音が聞こえてきた。

　その途と端たん、弓月が慌あわてて立ち上がった。

「この音……間違いないわ！　ついに来たのね！　真々子さん、それからポータちゃんも、ちょっと手伝ってくれるかしら！」

「……え、俺は？」

　弓月からのお願い。それは……







　十分後。

　弓月の店の前に、弓月と真々子とポータ、ついでに真人が整列した。

　女性陣じんは着物エプロン姿。たすき掛けした母親たちは勇ましく、小さな看板娘は、高い高いして愛めでまくりたい可愛かわいらしさ……なのだが。

　そんなことしてる場合じゃない雰ふん囲い気きが、向かいの店の前から漂ただよってくる。

「この馬ば鹿か真人！　ここで会ったが百年目よ！」

「私たちを身売りしたこと、深く後こう悔かいさせて差し上げます！」

「寝ね返がえるなんて、見み損そこなったわ！　恥はじを知りなさい！」

　そちらには、透すけ透けベリーダンサー風の制服を着た、ワイズとメディとラージャが並んでいる。ものっすごく睨にらんでくる。なぜかラージャまで。

　大だい胆たんで、大小様々だがエロティックな姿に、思わず目が行きそうになるが……視線を合わせたら嚙かみつかれそう。

　そんな両陣営に加えて、周囲の店にも人の姿がある。料理人に、給仕に、客までも。多くの人が窓にへばりついて、やけに不安そうな表情で見つめてくる。

「なんだこの状じよう況きよう……弓月さん、そろそろ説明してもらっていいですか」

「この宿場町には、〝伝説の美食家〟と呼ばれる人が現れるの。その人を満足させることは、料理人にとって最高の栄えい誉よ。そして評判が評判を呼んで、店が大繁はん盛じようするの」

「なるほど。その人に判定してもらって、親子の勝負に決着をつけるつもりですか」

「そういうこと。……このタイミングで来てくれたのは好都合だわ。真々子さんに、ポータちゃんも協力してくれるとなれば、私の勝利は揺るぎないわ」

「そして俺は戦力外と。料理とか言われても無理ですから、別にいいんですけどね。……でも……」

「親子の勝負って、これでいいのかしら……ちょっと難しいわね」

　頼たよりにされている真々子は、曖あい昧まいな微笑ほほえみを浮うかべている。

　やる気がないわけではなさそうだが、何か思うところがあるようで……
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　と、その時。通りの向こうから、金の食材モニュメントで彩いろどられた、やたら派手な馬車がやってきた。屋根の上に、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした老紳しん士しの姿がある。

　普通に乗ってくればいいのに、さも当然のように、屋根の上に仁に王おう立だちしている、その人は。

「待たせたな！　我こそは、伝説と称しようされし美食家、クウフクである！」グキュルルル～ッ！

　ファンファーレのように、腹の虫を盛せい大だいに鳴らしながら、伝説の美食家クウフクが現れた。

「さあ、この私を満足させる料理を捧ささげよ！」

　クウフクは、軽く指を鳴らした。弓月とラージャの店の前に、調理台が忽こつ然ぜんと姿を現す。調理器具や調味料が完備。大量の食材に、皿の用意もされている。

「品目は自由。作り置きの料理を用いても構わない。では……そこの、一人だけやる気がなさそうに突つっ立っている少年よ、合図を」

「やる気の問題じゃなくて、やることがっ……ああもう！　料理スタート！」

　合図を受けて、参加者たちが一いつ斉せいに行動を開始した。

　ラージャの店では、ワイズとメディが、スパイス入りの瓶びんをどっさり抱かかえている。

「やるわよ、メディ！　この瞬しゆん間かんだけは、あんたも料理することを許すわ！」

「任せてください！　とっておきの料理を、真人君にお届けしましょう！」

　寸ずん胴どう鍋なべに、「これカレー粉っぽい？」「さあ、わかりませんけど」「じゃあ入れとく」手当たり次第に、ぽいぽいっと、各種スパイスが放ほうり込まれていく……

「おいそこっ！　相手は俺じゃないだろ!?　クウフクさんに食べてもらえよ！」

「なにやら、寒気がするな……よし。あの少女たちの料理は、少年に試食を任せよう」

「ちょっ、俺ェ!?　噓うそだろ!?」

「伝説の美食家に挑いどむ料理は、私が別に用意するわ！　二人の料理は真人君が食べていいわよ！」

「ラージャさんまで、何言ってんの!?」

　対真人用兵器が作製されている、その隣となりで、ラージャが調理を開始した。

　小ぶりな鍋を四つ、慎しん重ちように運んできて、火にかける。煮に込こみ料理は時間がかかりすぎるため、すでに作っておいたもので勝負するようだ。

　ナンも、発はつ酵こう処理が済んでいるものを使用。端はしを引っ張りながら、麵めん棒ぼうで伸のばして、焼くだけの状態に仕上げていく。

　さすがに、タンドール窯がま（伝統的な、粘ねん土ど製の逆さ壺つぼ型がたオーブン）は用意されていないが、魔ま法ほうで両面グリル焼きが可能な賢けん者じやがいるので、なんとかなるだろう。

　一方、弓月サイドの様子は。

「始めるわよ！　まずは、揚あげ物用の鍋に油をたっぷり入れて、火にかけて……私と真々子さんは、タネの下ごしらえをしましょう！」

「わかりました。頑がん張ばりますね」

「ポータちゃんには、冷たい水の用意を頼たのめるかしら！」

「はい！　お任せください！　アイテムクリエイションで、冷え冷えの水を作ります！」

　使用する食材は、海え老び、イカ、ナス、レンコン。

　海老の殻からをむき、背ワタを抜ぬく。太めの短たん冊ざく切りにしたイカに切れ目を入れる。ナスとレンコンも適度な大きさに切り分けていく。これでタネの準備は完かん了りよう。

　同時に、ポータが冷水の準備を完了させた。

「冷え冷えのいい水、できました！　どうぞ！」

「ありがとう！　じゃあ次は、衣ころも液えきの準備をするわ！」

　鶏けい卵らんと冷水、隠かくし味として、すりおろした山やま芋いもを混ぜて、最後に小麦粉を加える。

　小麦粉は、軽く数回だけ、さっくりと混ぜる程度にして。

「真々子さん！　油の具合はどうかしら！」

「そうですね……ちょうどいいくらいだと思います」

　菜さい箸ばしの先に、衣液をちょっと付けて、熱した油の中に垂らしてみる。

　衣は、中ほどまで沈しずんで、すぐに上がってきた。油は高温。およそ１８０度。

「よし！　後は任せてちょうだい！　この勝負……絶対に勝つわ！」

　小麦粉をまぶしたタネに、衣液をからめて、油の中へ。

　揚げながら、菜箸で衣液を散らす

〝花を咲さかせる〟という技法を駆く使しして……

「……今よ！」

　ベストのタイミングで、取り出して、天紙（敷しき紙がみ）を敷しいた皿に盛りつければ。

　堂々の完成！

「これぞ、小料理屋・弓月の伝統メニュー……天ぷらよ！」

　立派な花が咲いた天ぷらを掲かかげて、弓月が高らかに宣言した。……どうやら弓月とは、自身の店の名前だったようだ。

　弓月の宣言と、ほぼ同時に、向かいの店でも声が上がった。

「できたわ！　私の店の看板メニュー、四種のカレー料理セット！」

　サーグ、サンバール、ダール、コルマ。ラージャが丹たん精せい込こめて作ったカレーを一度に味わえる、お得で贅ぜい沢たくなセットが高らかに掲げられた。

　あと、ついでに。

「あたしたちのは……あー……まあ完成ってことにしちゃえばいっか」

「そうですね。どうせ食べるのは真人君ですから」

　どす黒いものが蠢うごめいている寸胴鍋を見せつけながら、ワイズとメディが挙手しているが。

　そっちは全力で無視して。

「両者の料理が出で揃そろったようだな。では」

　クウフクは、馬車の屋根の上から華か麗れいに飛び降りて、再び指を鳴らした。異様に重厚な、鋼鉄のテーブルセットが出現して、試食の準備が整えられた。

　さあ運命の瞬間だ。

「はいそこ邪魔。どいて」どんっ

「ちょっと！　親を突き飛ばすなんて、何を考えているの！」

「はいはい聞こえないー。そんなことより……審しん査さをお願いします！」

　僅きん差さで先に完成していた弓月を押し退のけて、ラージャの挑ちよう戦せん。クウフクの前に、四種のカレー料理セットが配はい膳ぜんされた。

　弓月とラージャの様子を見つめていたクウフクは、そっと目を伏ふせて、試食を開始する。

「では、いただくとしよう」

　ナンを千ち切ぎって、各種カレー料理に浸ひたして、食べる。

「……ほう……」

　クウフクは、目を見開いて、感かん嘆たんの吐と息いきを零こぼして。

　さらに食べる。徐じよ々じよに速度が上がり、一心不乱に、一気に食べ尽つくしていく。

　凄すさまじい食べっぷりだ。見守っている真人たちは圧あつ倒とうされてしまう。

「これは……もしかして、いきなりの勝利宣言とか、あったりするのか？」

「あるよね！　あるある！　よしっ！　母さんとの勝負は、私の勝ちよ！」

「ていうかさぁ、真人ぉ。あんたも試食しなさいよぉ……くっくっく……」

「ワイズさん、大変です！　私たちの料理が、無数の足で逃にげ出しました！」

「それはもう料理じゃない。そのまま逃がしとけ。後で冒ぼう険けん者ギルドに討とう伐ばつ依い頼らいを出しておく。……そんなことより」

「ごちそうさまでした」

　試食が終しゆう了りようした。判定が下される。

　誰だれもが固かた唾ずを吞のんで見守る中、クウフクが告げる。結果は！

「間ま違ちがいなく美味うまかったが……私が求めた料理は、これではないっ！」

　と、いきなり、クウフクがテーブルをはね上げた、ちゃぶ台返し、ならぬ、テーブル返しだ。

　重厚なテーブルが、空高く舞まい上がって、弧こを描えがき……ラージャの店に落ちる。

「え？……待って待って待って!?　ああああっ!?」

　鋼鉄テーブルが店に命中。天てん井じよう部分を易やす々やすと貫つらぬき、あまりにも酷ひどい破は壊かい音と共に地面が揺ゆれた。

　外がい壁へきはかろうじて残っているが、凝こりに凝った自じ慢まんの店内は、終わっているだろう。

「私を満足させた者には栄光を。至らなかった者には制裁を。それが私のやり方だ！」

「暴君すぎるだろ……もしかして、他ほかの店の屋根が補修中なのは、こういう理由だったのか？……」

　いずれにせよ、ラージャの料理は、クウフクを満足させることができなかった。

「そ、そんな……自信があったのに……くぅっ！」

「はいはい、残念だったわね。だったら次は私が……ほら、邪じや魔まよ」どんっ

　と、今度は弓月がラージャを押し退けて、再び出現した鋼鉄テーブルに天ぷらが配膳された。

「ふむ……では、いただくとしよう」

　クウフクの試食開始。

　添そえられている塩を付けて、海老天、イカ天、ナス天にレンコン天も、一気に平らげていく。これまた見事な食いっぷりだ。

「おお。いい感じだな。これは高評価が期待できそうだぞ」

「うふふ！　そうでしょうね！　これで勝負あり！　親子対決は、私の勝利よ！」

「くっ……そんなわけない……私が母さんに負けるなんて、そんな……」

　勝利を確信している弓月は、打ちひしがれているラージャにちゃんと聞こえるように、優ゆう越えつ感に満ちた笑い声を上げた。

　だが。

「ごちそうさまでした。これもまた、間違いなく美味かった。……しかし、これも違うっ！」

　再び、鋼鉄テーブルがはね上げられて、弓月の店にメテオインパクトしたのだった。







　ラージャと弓月は、屋根に大穴が開いて滅め茶ちや苦く茶ちやになった各おの々おのの店を見つめて、呆ぼう然ぜんとするばかり。

　夕方が近付いてくる。夜の営業の準備をしなければいけない時間帯だが、それどころではないようだ。

　ついには、泣き声まで聞こえてくる……

「しくしく。真人に食べさせたくて、一いつ生しよう懸けん命めい作ったのに」

「めそめそ。今からでも遅おそくはありません。捕つかまえて食べてください」

「いや無理だから。もう勘かん弁べんしろよ。借金労働させたことは謝るからさ」

　執しゆう念ねん深ぶかい乙女おとめたちの噓泣きは、放置するとして。

　料理人親子の様子を眺ながめていたクウフクが、深いため息を吐ついた。

「ここまでのようだな。私が求めた料理……この心を満たしてくれる料理とは出会えなかった」

「じゃあ、お開きってことで。俺たちは撤てつ収しゆうを……と思ったんだけど」

　何かしている人たちがいる。

　弓月の店の前にある調理台で、真々子とポータが。

「じゃあポータちゃん。さっきみたいに、冷え冷えの水をお願いね。たくさん作らないといけないから」

「はい！　自分にお任せください！」

　短冊切りにしたジャガイモに、衣液を付けて、通常の天ぷらよりも少し低めの油（１７０度くらい）で揚げる。

　数分経過したところで、真人にとって非常に馴な染じみがある香かおりが漂ただよってきた。

「（この匂においは……ああ、アレか）」

　真人は、特に興味なさそうなフリをしながら、真々子たちのところに真まっ直すぐ歩み寄った。

「おーい母さん。何やってんだよ」

「ついでにお夕飯の準備をさせてもらおうかと思ってね。弓月さんとラージャさんのお料理を見ていたら、ビビッときたから」

「天ぷらとカレー……てことは、やっぱり、アレだな」

「そう。大好家特製の、アレよ」

　親子で通じ合っている間に、ジャガイモが揚がった。ジャガ天だ。

　真人はすかさず、揚げ台に置かれたジャガ天を一本つまんで、口に放ほうり込んだ。

　嚙かんだ瞬しゆん間かん、ほくほくの食感と、カレーの風味が、口いっぱいに広がる。

「天ぷらの衣に、カレー粉を混ぜて揚げたやつ。そう。これこそ、うちのアレ……というか熱いっ！」

「あらあら。口の中をやけどしちゃうわよ。お母さんが、ふーふーしてあげるわね」

「いえ結構です。……にしても、やっぱこれだな」ぱくっ

「ちょっと。つまみ食いとか、ズルいじゃん」ぱくっ

「美味おいしそうですね。私も一ついただきます」ぱくっ

「自分も、食べていいでしょうか！」

「もちろんよ。ポータちゃんもどうぞ。熱いから気を付けてね」

「はい！　いただきます！」ぱくっ

「では私も」ぱくっ

　いつの間にか、クウフクまで集まってきて、揚あげ立てのジャガ天をぱくぱく食べて……

　あっという間に完食である。

「あらあら。全部食べちゃったのね。うふふ。……ねえマー君、思い出すわね」

「あー、まあな。そんなこともありました」

「ほほう。何があったのか、是ぜ非ひとも聞かせてもらいたいな」

「いや、クウフクさんに聞かせるような話じゃ……」

「現実世界で暮らしていた時のことなんですけどね。マー君は、部屋にこもりがちで、顔を合わせたり話をしたりする機会が少なかったんです」

「おい母さん。話すのかよ」

「ほほう、それで？」

「でも、この料理を作ると、マー君がふらっと部屋から出てきて……ぱくぱくぱくって、一気につまみ食いして、揚げておいた分を全部食べちゃうんです」

「『まだ途と中ちゆうなのよ』『ああごめん』とか言いながら、次に揚がった分も、全部食べ尽くしたりしたな」

「そう。そうなのよね。……顔を見せてくれて、お話しできて、元気にたくさん食べる姿も見られる……この料理は、親子の大切な料理なんですよ」

「そんな大したものじゃないんですけど、でもまあ一応、俺の好物だったりします。そんな感じです、クウフクさん」

「なるほど。ふむ……一つ気になったのだが、『まだ途中』とは？」

「カレージャガ天だけで終わりじゃないんです。せっかくですから、一つお出ししますね」

　砂糖、醬しよう油ゆ、水。好みで味を調節しながら、調味液を作って。

　雪ゆき平ひら鍋なべで調味液を沸ふつ騰とうさせ、そこに適度な量のカレージャガ天を加えて、よく絡からめて、軽く溶といた卵を投入。卵とじにする。

　卵が適度に固まってきたら、炊たいておいたご飯を丼どんぶりに盛って、その上に盛り付け。

　最後に刻み海苔のりを少々。これで完成。

「できたわ！　大好家特製、カレージャガ天てん丼どんよ！」

　熱々で、とろとろ。カレージャガ天も、親子のエピソードも、丼から溢あふれ出しそうなほど盛り盛りだ。

「では、いただくとしよう」

　カレージャガ天丼を前にしたクウフクは、厳しい顔つきになり、試食を開始する。

　厳おごそかに箸はしを運び、まずは一口。カレージャガ天とご飯をゆっくり嚙みしめる。

「……ほう……」

　静かな感嘆の声を漏もらした、刹せつ那な、食べるペースが加速する。「ほうほうほうほう！」天丼は飲み物だと言わんばかりに、丼を呷あおって、一気にかき込んで！

　クウフクは、綺き麗れいに空になった丼を、そっと置いた。

　静せい寂じやくが辺りを支配して、真人たちにも緊きん張ちようが走る。

「えっと……ど、どうでしたか？」

「うむ。間違いなく美味い」

「そ、そうですか。それは良かったです。……でもまあ、あくまで一いつ般ぱん家庭の飯ですから、伝説の美食家が求める料理じゃない……」

「私が求めていた料理は、これだあああああっ！」

「……へ？」

　刹那、鋼鉄テーブルが猛もう烈れつな勢いで打ち上げられて、はるか上空で花火のように爆ばく発はつした。夕暮れの空に、大輪の花丸が咲さいている。

　クウフクの目から、感動の涙なみだが滝たきのように溢れ出した。

「私は美食家として、この世にある美味うまいものを全すべて食べてきた。……だが、たった一つだけ、食べたくても食べられない料理があった」

「それは……？」

「かつて母が作ってくれた料理だよ。だが、母は既すでに亡なく、完全なそれに再会することは不可能……だから、せめて求めたのだ……親子の思い出と共にある料理……すなわち親子飯を！」

　クウフクは再び丼を手にして、溜たまっていた涙をザバーッと捨てて、真々子に差し出した。

「真々子さん！　おかわりを頼たのめるだろうか！」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ。何なん杯ばいでも」

「お、おい母さん……あんまり作りすぎると、俺たちの夕飯が……」

「大丈夫よ。材料はまだまだたくさんあるし……マー君との思い出話も、大盛りの、特盛りの、超ちようメガ盛りＭＡＸで出せるわ。うふふ」

「いやそっちは隠かくし味程度で……！」

「あのー、何杯でも出せるなら、注文させてもらっていいですか？」

「こちらもお願いします！　三人前で！」

　と、町の人や冒ぼう険けん者が、続々と詰つめかけてくる。気付けば周囲は客だらけだ。

「あらあら。これは忙いそがしくなりそうだわ。……ねえマー君」

「はいはい了りよう解かい。手伝うよ。余計な話をさせないためにもな」

「自分もお手伝いします！　頑がん張ばります！」

「では私も……」

「メディ。あんたは、食の安全を守るために、あたしとウェイトレス係よ」

「弓月さんとラージャさん、親と子の料理を合わせて、思い出を添えた、素す敵てきな親子飯を作りましょう！　おー！」

　親子飯の店、緊急開店だ。







　伝説の美食家を唸うならせた料理を食べようと、大勢の客が殺さつ到とうしている。

　提供する側は大忙し。超特急の料理に、「それでマー君がね」「もうやめてえええっ!?」惜おしげもなく放出される親子エピソードのおかげで、約一名は早くも瀕ひん死し状態だ。

　そんな中、真々子がそっと、遠巻きに眺めている弓月とラージャへ微笑ほほえみかけた。

　呆ぼう然ぜんとしていた二人が、ふと気付いた。

「……これは、真々子さんから私たちへのご注文かしらね」

「私たちの料理と、思い出……そういえばさ、小さい頃ころは、料理の手伝いとか、あんまりさせてくれなかったよね」

「私の足にしがみついて、『私も手伝う！』って言ってくれたけど……お店で出す料理については、ちょっとね……」

「家で食べる料理を作る時は、手伝わせてくれたけど……ほぼ毎回、カレー」

「お店では出さないけど、無む性しように食べたくなることがあるから……ああ、そうなのね……だからカレーなのね……ふふっ」

「そうよ。だから、カレーなのよ」

　母と娘むすめは、互たがいの顔を見て、軽く笑い合って。

「……随ずい分ぶんと久しぶりだけど」

「母と娘で料理、してみる？」

　ラージャが差し出した手を、弓月がしっかりと握にぎった。







　数日後の昼時。宿場町の飲食店街は大いに賑にぎわっている。

　特に人目を引いているのは、こちらの店。

「母と娘で経営している、親子料理屋はここですよ！」

「現実世界の日本料理が味わえますよ！　さあどうぞ！」

　弓月の店の入り口脇わきに、大きな象の置物が置かれていて。

　ベリーダンサー制服のラージャと、和服エプロンの弓月が、二人で協力して呼び込みをしている。

「ちょっと母さん！　その言い方はズルいわよ！　ちゃんとカレー料理も宣伝してよ！」

「はいはいカレー料理もありますよ。……母親の料理と、娘の料理、どちらがより多く注文が入るか勝負しています！　興味のある方は是非お越こしください！」

「ちなみに、カレーコロッケとか、カレーうどんは、どちらも一ポイントずつ！」

「我が家の親子飯を、どうぞご堪たん能のうくださいね！」

　双そう方ほうの意地を賭かけたガチンコ勝負は継けい続ぞくしているようだが、それなりに親子仲良くやっているようだ。

　様子を見に来た真人たちは一安心だ。

「一つの店を、二人で切り盛りして、親子で別々の状態は解消されたってことで」

「お母さんたちのお節せつ介かいはここまでね。あとは二人にお任せしましょう」

「はい！　仲良し親子で……はわっ!?」きゅるるぅ～

「大丈夫だポータ。俺は何も聞こえていないぞ。……仲良し親子で万ばん事じ解決。俺たちは飯にしようぜ。せっかくだし、二人の店で……」

　と、真人が歩き出そうとすると。

　がしっと、ワイズとメディが肩かたを摑つかんで引き止めてきた。

「真人のお昼ごはんだったら、もう用意できてるわよ」

「私たちの自信作です。さあどうぞ」

　強引に案内されたのは、親子料理屋の向かい側。ラージャの店は撤てつ去きよされて、更さら地ちになっているが……

　そこに、強きよう烈れつなスパイスの香かおりを放ち、無数の手足が蠢うごめく、物体Ｘがいる。

「ちょっ、これ!?　熟成されて、凶きよう悪あくさが増して……」

「オマエ、クワセロオオオッ！」ガルルルッ！

「俺が食われる方かよっ!?」

　食うか、食われるか、いやたとえ真人が勝っても食わないけど。

　弱肉強食の、昼飯前の激げき闘とうが開始されるのだった。

















第二章　ＭＯＤモツドとは、〝マジで・お母さん・大好き〟の略ですか？









　穏おだやかな午後の日差しが降り注ぐカーサーン王都。

　早めに夕飯の買い物に出かけた母親たちが、まるで示し合わせたように、通りでばったり出会い、話に花を咲かせている。

「それでね、うちの子が言うのよ。『また無む駄だなもの買ったのか！』って」

「うちの子もそう。私が、自分へのご褒ほう美びとして買ったものに、いちいちケチつけてくるのよ。生意気で、ホント頭に来ちゃうわ」

「子供ってそうよね。労ねぎらいの気持ちがなくて……って、あら？」

　母親たちの話がヒートアップしてきた時だった。

　王都の入り口付近に、一ひと塊かたまりの光が降り立った。

　転送魔ま法ほうで移動してきた、勇者一行が姿を現す……

「あらあら！　真ま々ま子こさんだわ！」

「お久しぶりねぇ！　お元気だったかしら！」

「あらみなさん、こんにちは。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　他ほかには一いつ切さい、目もくれず、母親たちが真々子のところへ駆かけ付けた。

　その他の面々は、放ほったらかしである。

「相変わらず、真々子さんの人気は揺ゆるぎないわね」

「知名度に関しても、勇者である真まさ人と君を凌りよう駕がしているわけですね」

「わかってるから、黙だまっといてくれ」

　賢けん者じやワイズと癒ゆ術じゆつ師しメディに背を向けて、そっと涙を拭ぬぐう勇者真人だ。

　と、真々子たちの様子を見つめていた旅商人ポータが、ふと尋たずねてくる。

「ママさんたちは、とっても仲が良さそうです！　お知り合いなんでしょうか！」

「んー、どうだろう。言われてみれば、そうみたいだけど……母親の交友関係なんて、全く興味ないからなぁ……」

　下手に関かかわると、疲つかれるだけだ。真人はとりあえず放っておくことにする……

「それで、最近はどうなの？　冒険は順調なのかしら」

「真々子さんの冒険譚たんを聞きたいわ。立ち話もなんだし、どこかで座ってお話ししない？」

「あそこはどうかしら。ほら、二つ向こうの通りに、カフェがオープンしたでしょ」

「あら、なんだか気になるわね。ちょっとお邪じや魔ましてみようかしら」

　母親たちに誘さそわれて、真々子がふらふらと歩き出す……

「真人！　ヤバい雰ふん囲い気きよ！　ちょっと、と言いつつ、小一時間が経過するパターンよ！」

「ストーップ！　母さん、止まれ！　俺たちには用事があるだろ！」

「あらあら、そうだわ。お母さん屋の様子を見に行くのよね」

「用事があるの？　じゃあお茶会は、また今度にしましょう」

　必死に止める真人の様子を微笑ましく眺ながめて、母親たちは去っていった。

　地味な危機は、無事に回かい避ひされた。

「はぁ……戦せん闘とうの時よりも汗あせかいたわ……」

「ごめんなさいね。じゃあ行きましょうか」

　あらためて。真人たちはカーサーン王都の大通りを進む。

「ママさん、聞いていいでしょうか！　さっきの人たちは、ママさんのお知り合いなんでしょうか！」

「そうよ。お買い物の時に、何度か顔を合わせたことがあるの。お話ししている内に、仲良くなったのよ」

「お母様方のコミュニティは、ちょっとした立ち話から作られていくのですね」

「そうね。他にも家事のこととか、色々とお話しして……ああ、そうだわ。ためになることも多いから、よかったら今度、マー君たちも一いつ緒しよに」

「パス」

　すかさず、きっぱりと、真人が素っ気なく拒きよ否ひると。

　隣となりで微笑んでいた真々子が、両手で顔を覆おおって、その場にしゃがみ込んだ。

「一緒に冒ぼう険けんをして、仲良くなれていると思ったのに……昔みたいに、たった一言で、冷たく……」しくしく

「あーあ。真人が真々子さん泣かせたー。最さい低てぇー」

「母親を泣かせるなんて……そんな人だとは思いませんでした……」

「真人さん……ぐすっ……」

「いやちょっと待って!?　ポータまで悲しそうに泣くのはやめて!?　俺そこまで酷ひどいことしてないよな!?」

　女子たちの、色々と訴うつたえてくる視線が痛い。

「冷たくするとかじゃなくてさ！……ぶっちゃけ、家事とか、あんまり興味ないからさ！　上手うまくできるとも思えないし！」

「大だい丈じよう夫ぶよマー君。お母さんはね、マー君に家事をしてもらいたいわけじゃなくて、お母さんたちのことを知ってもらえたら嬉うれしいわって、そう思っただけなの。……だからね」

　母親が上うわ目め遣づかいで訴えてくる。母親の潤うるんだ瞳ひとみで、じーっと。

　息子むすこの全身に、鳥とり肌はだが立った。

「おいやめろっ！　悪い意味で心臓がキュンとして止まるわっ！……あーはいはい！　わかったよ！　機会があったら、母親体験でもなんでも、してやるから！」

「機会があればやるのね？　言げん質ち取ったわ」

「では早さつ速そく。ポータちゃん、お願いします」

「むむむ……その機会を作るには、どんな素材を使ったらいいでしょうか……」

「わざわざ作らなくていいから！　というかアイテムクリエイションでは作製不可だから！……と、とにかくお母さん屋へ行くぞ！　今日の目的はそれ！」

　深入りしたくない話題から逃にげるように、さっさと歩き出す真人だ。







　迷える親子に道を示すサポート施し設せつ、お母さん屋。真々子がオーナーとなっているその店は、繁はん華か街がいの一角にある。

　洒落しやれた玄げん関かんベルの音色を聞きながら、中に入ると、内部はまるでカフェのよう。

　テーブルセットがいくつか用意され、カウンター席も設けられている。お茶とお菓か子しを楽しみながら、ゆったりとした気持ちで相談できるように、という計らいだ。

　店内には、従業員の少女モーネと、謎なぞの修道女シラーセの姿がある。

「モーネお疲れー。シラーセさん、いらっしゃい……ん？」

　お母さん屋に入った真人は、すぐに違い和わ感かんを覚えた。

　従業員であるモーネが、カウンター席に座っていて、客であるはずのシラーセが、カウンター内で紅茶を用意している。

　本来なら、逆の位置だと思うのだが……

「あ、真人君！　来てくれたんだね！　んもーっ、寂さびしかったよーっ！」

「へ？」

　甘えた声を上げて駆け寄ってきたのは、なんとシラーセだ。

　仮に命の危機に瀕ひんしても冷静沈ちん着ちやくなその人が、五歳の娘むすめがいる一児の母が、真人に抱だき付いて頰ほおずりしてくる。

　けっこうボリュームのある胸が当たって、何気に気持ちいいけど……んなことより、シラーセだ。真人の顔から血の気が一気に引いた。

「まーさーとーくーん！」

「ひぃいいいいいっ!?　なななっ、何事おおおおっ!?」

「何って、甘えの補給だよぉ。甘え成分が足りなくなると、私のブラックホール的な力が暴走しちゃうでしょ？　だから、すりすりー」

「それモーネの能力ですよね!?　シラーセさんは、そうじゃないですよね!?」

　真人は抱ほう擁ようから逃のがれようとするが、ぴったりとくっついたままだ。離はなれない。

「なんだこれ！　本当にモーネの吸引力が発動しているみたいに……おい誰だれか！　仲間たち！　お願い助けて！」

「んー……これってさ、もしかして、新手の真人弄いじりだったりする？」

「シラーセさんですから、可能性はありますね。今回は、そういう趣しゆ向こうということで……ポータちゃん。邪魔にならないように、見学していましょうね」

「わかりました！」

「そこの二人！　便乗して俺で遊ぼうとするのはやめろ！　助けろよ！……ああもう、こうなったら……母さん！」

　プライドをかなぐり捨てて、真々子に助けを求めると。

「うふふ。モーネちゃんは甘えん坊ぼうさんね」

　真々子は、真人に抱き付いているシラーセを微笑ほほえましく見つめて。

　次いで、カウンターで平然と紅茶をすすっているモーネに目を向けた。

「シラーセさん、こんにちは。今日は、ずいぶんと変わったことをしているのね」

「ふむ……外見は完かん璧ぺきに変化しているはずですが、真々子さんは余よ裕ゆうでお見通しですか」

「なんとなく、だけどね」

「恐おそれ入りました。私に甘えられた真人君が、どのような反応を見せるのか、充じゆう分ぶんに堪たん能のうできましたし……動作テストは、ここまでにしましょう」

　モーネの声で、モーネには似つかわしくない冷静沈着な表情で、まるでシラーセのようなことを言って。

　手鏡のような物を取り出し、鏡面に軽く触ふれると、全身が光に包まれて……モーネだったその人が、シラーセになった。







「〝ＭＯＤモツド〟ですか？」

「はい。公式のＭＯＤをアイテム化したものです。まだ試作段階ですけどね」

　人ひと騒さわがせな人を、引っぱたいてやりたいところだが、そこは堪こらえて。真人たちはテーブル席についた。モーネが真人に、べったりくっつくのは、いつものこと。

　紅茶と茶菓子を堪能しつつ、シラーセが手にしている手鏡型のアイテムに注目する。

「えっと……もっど、って何かしら？」

「〝マジで・お母さん・大好き〟の略ですよ。フフフ」

「ふざけてないで、ちゃんと説明しましょうよ」

　悪質な人を、やっぱり一度くらい引っぱたいた方がいい気がするが。

　ポータが、しゅたっと挙手した。

「自分も、よくわかりません！　ＭＯＤってなんでしょうか！」

「あたしもあんま詳くわしくないけど、確か、ゲームを改造するやつじゃなかった？」

「そうそう。改造を意味する英語の〝Ｍｏｄｉｆｙ〟を略したのだよ」

「ゲーム内にあるグラフィックやシステムなどを利用して、手を加えるためのものですね」

「そうなのね……ゲームに手を加えるための……あ、ちょっと待って？　それって、ズルいことをする〝チート〟とは違ちがうの？」

　真々子の問いかけに対して。

　シラーセと、多少の知識がある真人とメディが、腕うで組ぐみをして考え込む。

「どう答えるべきか、難しいところですね……」

「色々と改造できちゃうから、ＭＯＤをチート扱あつかいする人もいるわけで……」

「ですが一方で、ゲームに新たな楽しみ方を与あたえるものであり、それによってゲーム自体が盛り上がることもあるようですから……」

「一いつ般ぱん的な認にん識しきとしては、グレーゾーン。使い方次し第だいということになるでしょうか。……少なくともこちらは、公式のものですので、問題なくご利用いただけますよ」

「運営のシラーセさんがそう言うなら、大丈夫ね」

「難しい話でしたけど、自分も、なんとなくわかりました！」

　真々子はＭＯＤ手鏡を手に取り、ポータと一緒にしげしげと見つめている。

　その様子を横目で眺めながら、真人はシラーセに尋たずねる。

「んで。なんで変身用ＭＯＤなんですか？」

「前々から要望が寄せられていたのです。せっかくゲーム世界で過ごすのですから、自身の姿を変えてみたいと」

「あー、それわかる」

「ワイズさんは、どこを大きくしたいのですか？」

　メディの目がワイズのない胸を見つめている。「表へ出ろ」「出た方がいいのは、ワイズさんの……」「よしコロス」摑つかみ合いの喧けん嘩かを始めた女子二人は、さておき。

「詳しい説明は省きますが、つまりは変化魔ま法ほうの効果を半永久的に持続させるものだとお考えください。全身を変化させるもので、部分的には対応していません」

「可哀かわいそうなワイズさん……ああ、涙なみだが……」

「別に期待してなかったし！」血けつ涙るい！

「加えて、どんな姿でも思い通りに、とはいきません。変化する姿を、あらかじめ登録しておく必要があります。試ためしに、真人君にやっていただきましょう」

「了りよう解かいです。やってみます」

　真人は真々子からＭＯＤ手鏡を受け取り、自分の姿を映してみる。

　自動的に出現した魔法円が、頭の先から、つま先まで、真人の全身を測定して……登録が完了した。

「よし。じゃあ次は変身を、と思ったけど、俺が俺に変身しても意味ないよな」

「ではモーネさんに変身してもらいましょう。……フフフ……」

「はーい。使うよー」

　ＭＯＤ手鏡を受け取ったモーネは、鏡の中にある真人の姿と、自身の姿を重ねて、鏡面を指でつついた。

　途と端たん、モーネの全身が光に包まれて、真人と同じ姿になった！

　そして当然のように真人にべったりくっついた。

「どこからどう見ても真人君でしょ！　すごいよね！　すりすりー」

「んぎゃああああっ!?　俺が俺に甘えてくるううううっ!?」ぞぞぞぞっ！

　自分の顔が、自分の胸に頰を寄せてきて、すりすり頰ずりされまくり。真人の全身を悪お寒かんが爆ばく走そうしている。

　その傍かたわらで、密ひそかに動きが。

「これは……チャンスね」

「どうやら、そのようです」

　メディがＭＯＤ手鏡を手にして、「真々子さん、よろしいですか？」「あら、何かしら」すかさず真々子の姿を登録した。

　そうして、使う。ワイズが、メディが、「では私も」シラーセが、「自分もいいでしょうか！」ポータも。

　で。

「やめろおおおおっ！　頼たのむ、誰か、助けてくれええええっ……え？」

　真人モーネに甘えられた真人が助けを求めると。

「「「「「あらあら、大だい丈じよう夫ぶ？」」」」」

　ずらりと並んだ五人の真々子が、にっこりと微笑みかけてきた。

　情報が許容限界を超こえて、「……ぷしゅぅ……」「あらやだ、マー君!?」真人の脳みそがメルトダウンしたのだった。







　意識を取り戻もどした真人は、ＭＯＤ手鏡を睨にらみ付けて、宣言する。

「このアイテムは、使用禁止にする」

「えー？　すっごく面おも白しろいのにー。もうちょっとだけ遊ぼうよー。ねー？　すりすりー」

「遊びません！　もうお終しまい！　遊んでないで、仕事しろ！」

　元の姿に戻ったモーネにべったり甘えられながら、断固として訴うつたえる真人だ。

　すると、モーネがふと声を上げた。

「お仕事は……あ、そうだ！　お仕事、まだ終わってなかった！」

　慌あわてて立ち上がったモーネは、カウンターの奥に駆かけ込んで、チラシの束を抱かかえて戻ってきた。

　チラシの表面には、【お母さん懇こん談だん会かいを開かい催さいします！】と書かれている。モーネの手書きのようだ。

「……なんだこれ？」

「明日ね、お母さん屋の主しゆ催さいで、懇談会を開くことになってたの！」

「主に母親を対象としたイベントで、運営からも、ちょっとした出し物を提供する予定です。そもそも私は、その打ち合わせのために来たのですが……まだ告知していなかったのですか？」

「他ほかにも仕事がたくさんあって、後回しにしちゃってて……ど、どうしよう……」

　モーネが呆ぼう然ぜんとして立ち尽つくした、その時。

「だったら、超ちよう特急で配りに行くしかないでしょ」

「そうですね。手分けをして、効率的に」

「はい！　自分もお手伝いします！」

　ワイズとメディとポータが立ち上がった。

　心優やさしい助すけっ人との登場に、モーネの瞳ひとみが潤うるんでいる！

「みんな……ありがとう！　ポータちゃんはともかく、ワイズさんとメディさんのことは、あんまり好きじゃないけど、今だけはすごく嬉うれしい！」

「余計な白状してんじゃないわよ！　ったく！」

「配布先は……ああ、地図がありますね。ポータちゃん、複製できますか？　あと三枚、必要なのですが」

「はい！　自分にお任せください！」

　ポータが紙素材を取り出して、アイテムクリエイションで町の地図を作成し、配布先に印をつけていく。

　原本と合わせて四枚。四人分だ。

　もう一人、心優しい助っ人がいるのだが、一枚足りない。

「おーいポータ。もう一枚追加で。俺も……」

「ちょい待ち。真人の分は不要よ。あんたの仕事は、懇談会のホスト役」

「……は？」

「当日に手伝う人員も必要ですよね。母親のことを知る、いい機会ですから、そちらは真人君にお願いしましょう」

「真人さんは、明日に備えて体力温存してください！」

「え？　ちょっと待って？」

「あら、いいわね。マー君と一いつ緒しよに、お母さんも参加するわ。明日が楽しみね。うふふ」

「いやいやいやいや！　いや待てって！　俺もチラシ配りを手伝うから、そっちは勘かん弁べんして……！」

「じゃあ真人君は明日の係で。真々子さんとシラーセさんまで配りに行ったら、立ち話になっちゃうかもだから、私たち四人で行ってくるね！　出発！」

　モーネたち四人が、チラシの束を抱えて、すたこらさっさと出かけていった。

「くっ……余計なこと言うんじゃなかった……」

　真人はテーブルに突つっ伏ぷすしかない。もう死んだ。

　と、目の前にＭＯＤ手鏡がある。

「モーネさんたちの帰りを待つ間に、少し試してみてはいかがですか？」

「……使いませんよ。使用禁止にしましたから」

「真人君の頭がショートしている間に、ワイズさんたちも登録を済ませました。今なら、お気に入りのあの子になって、お触さわりし放題ですよ？」

「しませんよ！　やるわけないでしょ！」

　と、跳はね起きた真人は目にする。

　玄げん関かんドアの隙すき間まから、ワイズとメディが、不ふ審しん者を見るような目で見つめている。「しないから！」二人は、あまり納なつ得とくしていない様子で改めて出かけていった。

「ったく！　こんな物、使うわけないだろ！……まあ、ぶっちゃけ、変身するとどんな感じかなー、とか……気になるけど……」

　あくまで、見るだけで。

　真人は、暇ひま潰つぶしに、鏡面に表示されている仲間たちの姿をスライドさせて眺ながめる。

　登録されている男性は真人だけ……どれを選んでも、女体……

　と。

「うふふ。マー君は、誰だれのことが気になるのかしら」

「いや誰にもならないけどっ……っとと!?」

　真々子が手元を覗のぞき込んできた瞬しゆん間かん。

　動どう揺ようした真人の手から、ＭＯＤ手鏡が滑すべり落ちた。

　床ゆかに落下した拍ひよう子しに、鏡が割れて、すぐ近くにいた真人と真々子が同時に光に包まれる！

「おいっ、マジかよ！……俺の姿はどうなった!?」

　真人は下に目を向けた。

　白のワンピースに包まれている、大きな胸がある。ずっしりとした重量感がある。真人が体を動かすと、揺ゆれる。

「おい……この体って……まさか……」

「あらまあ。マー君が、お母さんになってるわ」

　明らかに真々子らしくない声に、目を向けると、真人の顔がそこにある。

「母さんが俺になって、俺が母さんになってる、のか？……ちょ待てええええっ！　勘弁しろよっ！　早く元の姿にっ！」

「二人同時に変身させる機能はなかったはずですが……いずれにせよ、ＭＯＤ手鏡は壊こわれてしまいましたね。これを使わないと、元の姿に戻れないというのに」

　シラーセが平然と、何か言った。

「えっ……」

「運営に持ち帰って、修理しなければいけません。明日までには、なんとか……いいえ、ここは一年くらいかかることにしましょうか」

「ふざけてないで、すぐに修理してくれますよね!?」

「まあ善処しますよ。それでは失礼します」

　シラーセはＭＯＤ手鏡を手にして、さっさとお母さん屋から出ていった。

　そうして残されたのは、真人と真々子。

　真々子の姿になった真人と、真人の姿になった真々子だ。

「えっと……母さん？」

「うふふ。今はマー君がお母さんよ、じゃなくて、母さんだぜ？」

「んなこと言ってる場合じゃなくね？」

　深刻さが微み塵じんも感じられない真々子真人と、顔面蒼そう白はくの真人真々子が、しばらく黙だまって見つめ合った。







　とっぷりと日が暮れて、夜。

　チラシ配りを終えて、お母さん屋は業務終しゆう了りよう。モーネは自宅に帰った。

　残る五人は宿を取り、夕食のお時間である。

「真々子さーん。今日のメニューは？」

「え、えっと……と、とっても美味おいしいご飯よ！　楽しみにしていてね！　うふふ！」

「あれ？　いつもは説明してくれるのに、今日は内ない緒しよなの？……ふーん……」

　台所を覗きながら、ワイズが小首を傾かしげている。

「真人君も台所に立って、お手伝いをするなんて、あまりにも珍めずらしい光景ですね」

「今日は母さんと一緒に料理をしたい気分なんだぜ」

「なんということでしょう……これは天変地異の前まえ触ぶれでしょうか……あぁ、眩暈めまいが……」

　目の前で起きている事態に衝しよう撃げきを受けて、メディが貧血を起こしたようだ。

「ママさん！　自分もお手伝いします！」

「あ、ありがとうポータ、ちゃん！　でも大丈夫よ！　今日はマー、さと君が手伝ってくれてるから！」

「親子水入らずで、お任せでいいんだぜ」

「わかりました！　自分、邪じや魔ましないようにします！　がんばってください！」

　肩かたが触れ合うほど寄り添そって台所に並んでいる、仲良し親子の後ろ姿を見つめて、ポータが瞳を輝かがやかせている。

　そしてこちら、仲間たちの視線と応おう援えんを背に受けながら、食事の準備を進めている……姿が入れ替かわったままの、真人と真々子だ。

「……とりあえず、バレてないよな？」

「そうみたいね、だぜ」

「俺そんなに〝だぜ〟って言ってないはずなんだけど。まあいいや。とにかく、この場は一気に乗り切るぞ」

　気合いを入れつつ、真人真々子は適当に手を動かしているフリで、真々子真人が慣れた手つきで調理を進めていく。

「軽く火を通してあるお肉と具材を、下した茹ゆでしたキャベツで包んで……本日のメニューは、時短ロールキャベツだぜ」

「ここへ来てやっと料理名がわかったわ……」

「いい機会だから、マー母さんも、お料理にチャレンジしてみたらどうかしらだぜ？」

「遠えん慮りよしておきますですわ……こっちは、この状じよう況きようを乗り切ることに専念するよ。はぁ～」

　自ら使用禁止を宣言したはずの、ＭＯＤ手鏡をうっかり使ってしまい、真々子の姿になってしまったなんて……

「（もしバレたら……）」

　ワイズとメディに、神経が磨すり減って死ぬまで弄いじられる。間ま違ちがいない。

　それでなくとも、率直に、恥はずかしい。切ない。

　他の誰かならまだしも、まさか実の母親の姿になってしまうなんて。

　知られるわけにはいかない。

「（これは試練だ……そう……勇者たる俺に課せられたクエストなんだよ！）」

　せめて、そう思うことにして。

　ＭＯＤ手鏡が修理されるまで、このまま、なんとかすると心に決めた真人だ。

「長くても明日まで！　ゴールが見えてるから頑がん張ばれる！　やってやるぜ、わよ！」

「あらあらだぜ。マー母さんは、元気が出てきたみたいだぜ」

「ほぼほぼ自棄やけだけどね！」

「それじゃ、お料理の仕上げをしようだぜ。サッと煮に込こむんだぜ」

　背後の仲間たちから見えないように、ぴったりと体をくっつけて、台所内を二に人にん三さん脚きやく状態で移動。鍋なべを用意して、ロールキャベツをスープで煮込む。

　その背後では。

「……メディ。ポータ。ちょっと集合。どう思う？」

「そうですね……かなり違い和わ感かんを覚えますが……」

「ママさんも、真人さんも、とっても楽しそうです！　それでいいと思います！」

「なるほど……ふむ……」

　ヒソヒソ話がされているようだが、気にしないようにして。

　間もなく料理が完成しそうだ。

「全体的に火が通ったら、盛り付けだぜ」

「それくらいなら、俺母さんに任せるといいわ！　ほらよっ！」

　皿に、ぼちゃっと。「もうちょっと丁てい寧ねいに……」「そ、そうだわね！」なんとか見た目を整えて、ロールキャベツが完成した。

　ご飯やサラダなど、食しよく卓たくに料理を並べて。大おお好すき親子の向かい側の席に、ワイズたちが並んで。さて。

「それじゃみんな、手を合わせるんだぜ」

「え？　真人が言うの？」

「普ふ段だんでしたら真々子さんが……」

「そ、そうよね！　ここは母さんの出番よ！　じゃあみんな、いただきますわよ！」

　さあ、楽しい食事の始まりだ！……といいたいところだが。

　いきなり、不快な静けさに包まれる。夢中でモリモリ食べているポータはいいとしても。

　ワイズとメディは、黙もく々もくと食べつつ、真人真々子と真々子真人の様子をじっとうかがっている。

「え、えっと……二人とも、どうかしたのかしらん？」

「いや、別に？」

「どうぞお構いなく」

　素っ気なく言いながら、じーっと見つめてくる。

「ねえ真々子さん、ちょっといい？」

「な、何かしらん？」

「このロールキャベツ、めっちゃ美味しいんだけど、どんな隠かくし味を使ってるの？」

「え？」

　調理の様子を間近で見ていた真人真々子だが。

　使用された調味料のどれが、隠し味に該がい当とうするのか、全くわからない。

「え、えっと……ああ、そう！　隠し味は、愛情よ！　うふふ！」

「ふーん。そうなんだ」

　ワイズの返事が、ものすごく素っ気ない。怖こわい。

「真々子さん。お願いしてもいいですか？」

「あ、あら！　何かしらメディちゃん！」

「ロールキャベツのおかわりをいただきたいので、普段、鍋物の時にそうするように、素す手でで取っていただけますか？」

「へ？」

「真々子さんは、いつもそうしていらっしゃいますよね？　真々子さんなら、できますよね？」

「ついでに、あたしのも。二回攻こう撃げきみたいに、二つまとめて取れるもんね。真々子さんなら」

「そ、そうね！　私、真々子さんだもんね！　よーし、二回おかわり、やっちゃうわよ！」

　真人真々子は、熱々の湯気が立ち上っている鍋と向き合って。

　絶対に熱いけど、死ぬほど熱そうだけど、なんかもう泣きそうだけど、手を……！

「こらこら、二人とも。そんな冗じよう談だんを言っちゃいけないんだぜ」

「ママさんは、一度もそんなことしてないと思います！」

「あちゃー。バレたかー」

「ふふふ。バレてしまいましたね」

「え？　冗談？……ああ、そ、そうだわね……はぁ……人ひと騒さわがせな……」

　ホッとしたのも、つかの間。

「「……じーっ……」」

「うっ……!?」

　ワイズとメディが真人真々子を見つめてくる。じっくりと。

「（あれ、もしかして……むしろ俺たちの状況がバレてる!?）」

　思わず身構えた真人真々子だったが。

　二人は、不意に表情を和やわらげた。

「様子が変かなー、とか思ったけど、気のせいね」

「見慣れない光景を見たせいで、変に勘かん繰ぐってしまったようです。仲良く並んで料理をしていた姿は、とても素敵でした」

「はい！　今日のママさんと真人さんは、特に仲良しさんです！」

　仲間たちが、純じゆん粋すいに祝福するような笑え顔がおを向けてくる。

「（バレてない、ってことか？　そうなのか？）」

　そう思いたい。そう思えてくる。徐じよ々じよに緊きん張ちようが解ほぐれていく。

　安あん堵どした真人真々子に、真々子真人がそっと話しかけてくる。

「どうやら無事に乗り切れたみたいだぜ」

「だな。食事さえクリアできたら、後は余よ裕ゆうだ。部屋に引きこもっていればいい。今日は早めに休むことにするぞ」

「じゃあ、洗い物を済ませたら、早めにお風ふ呂ろの用意をするぜ」

「ああ頼たのむ……って……え？　風呂？」

　風呂だ。

「せっかくだしさ、仲良しついでに、真々子さんと真人で入ったら？」

「え？……そ、それは……」

「どうかしたのですか？　真々子さんでしたら、こういう時は、大喜びで賛成なさるかと思ったのですが」

　ワイズとメディが「「……じーっ……」」再び、探さぐるような視線を向けてくる。むしろ不ふ審しん者を見るような目をしている？

「そっ、そうね！　今日のお風呂は、マーさと君と一いつ緒しよに入りましょう！」

　この場を乗り切るため、勢いで決めてしまった真人真々子だったが……







「……一緒に入ることにして、むしろ大正解だったな」

　ワンピースを、するりと脱ぬぎ落として。

　風呂に入るのだから、下着も脱ぐ必要があるのだが。

「うん、無理。触れることさえ無理だ。母さん頼む」

「わかったわ」

　真人真々子は潔いさぎよく、両りよう腕うでを広げて、真々子真人に脱だつ衣いをお任せした。

　下半身の窮きゆう屈くつさが解放されて。

　ブラの締しめ付け感がなくなると、胸の辺りの、ずっしりとした重みが、ますます重く感じられる。

「こんなに重いものなのか……」

「あら、何がだぜ？」

「い、いや別に！　気にしてないし、気にしなくていいからね！」

「うふふ。おかしなマー母さんだぜ。……それじゃ俺も……」

　真々子真人も服を「そっちは俺が脱がすから！　見るな！　目を閉じてろ！」自分の本来の体を、脱ぎ脱ぎさせて。

　親子で入浴である。

　そして、いきなり、最大の試練だ。

「ちゃんと体を洗って、清潔にするんだぜ」

「よ、よし！　洗ってやんよ！　大だい丈じよう夫ぶ！　母さんの体くらい、余裕で洗えるさ！」

「小さい頃ころは、洗いっこしてたぜ。懐なつかしいぜ」

「そうそう！　そんな感じで、いける！」

　風呂椅い子すに堂々と腰こしかけて、スポンジのようなもので石せつ鹼けんを泡あわ立だてて。

　手、腕、首、背中、脚あし。

　とりあえず問題なく洗える部分は洗い終わった。ということで。

「これで良し。終しゆう了りよう。後は流すだけ……」

「ちゃんと体の隅すみ々ずみまで洗わないとダメだぜ？」

「くっ……」

　真のお母さんチェックでダメ出しされた。

　仕方がない。真人真々子は、体の大事な部分にスポンジを……

　押し当てようとして、一分くらい迷ったところで、泣きながら断念した。

「……無理です。お願いします」

「うふふ。わかったぜ」

　真々子真人が手にした泡スポンジが。

　真人真々子の胸の、先っちょに、わしゃっと。

「んはぁぁぁっ!?」

「あらやだ。痛かったの、だぜ？」

「だっ、大丈夫だから！　別に何も感じてないから！　ただ洗われてるだけだからっ！」

　真人真々子は一心不乱に唱える！

「おんあびらうんけんそわかおんあびらうんけんそわか」

「大だい日にち如によ来らいへのお祈いのりだぜ。安産祈き願がんの効果もあるらしいぜ」

「あれ？　思ってたのと違ちがう？」

　大日如来は、最高の存在であるため、幅はば広ひろい霊れい徳とくを与あたえてくれるようだ。

　とにかく。

「（ここさえ乗り切れば、全すべてクリアだから！）」

　そう信じ、必死に耐たえる真人真々子だったが……
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　翌早朝。

「マー母さん。朝だぜ。起きる時間だぜ」

「……ん～……まだ眠ねむいぃ……」

「仕方ないんだぜ。それじゃ、俺のキスで、マー母さんを起こしてやるんだぜ」

「その絵え面づらは容よう認にんできないからやめろっ！　起きるからっ！」

　おはようのキスをしようと迫せまってくる、本来の自分の顔を、全力でお断りして。

　しぶしぶ起き床しようした真人真々子は、ぼーっと、辺りを見み渡わたす。

　窓の外が薄うっすら明るくなっている程度で、室内はまだ暗い。隣となりのベッドでは、ポータがスヤスヤと寝ね息いきを立てている。

「まだ早いだろ……」

「いつもこれくらいに起きてるぜ。お洗せん濯たくとか、朝食の準備とか、色々やることがあるんだぜ」

「それは母さんの……いや、今は俺が母さんか」

「俺がやってもいいけど、誰だれかに見られちゃったら、バレちゃうかもだぜ？」

「そうだな……しゃーない。やるか」

　手早く身み支じ度たくを整えて、二人は静かに部屋を出た。

　まずは洗濯から。

「普ふ段だんはどんな風に洗濯してるんだ？」

「それは……これだぜ」

　宿屋の洗濯場には、大人が入れそうな大きさの壺つぼが置かれている。

　そこに洗う服を入れて、「水は？」「お風呂場の残り湯を使うぜ」桶おけを手にして、風呂場と洗濯場を何度も往復する。

「いきなり重労働だな……早くも腕がパンパンなんだが」

「あとは洗せん剤ざいを入れて、こうだぜ」

　真々子真人は、洗濯壺の側面に刻まれている魔ま法ほう円えんに手を触ふれた。

　中の水が回転を始めて、洗濯が開始された。

「なるほど……ＲＰＧの民家に置いてある壺は、実は洗濯機なのかも……」

「のんびり見ている場合じゃないんだぜ。洗っている間に、朝食の支度だぜ」

「お、おう」

　休む間もなく台所へ移動。

　電子ジャーなんて便利なものはない。洗米して、米と水を入れた土ど鍋なべを、発火ジェム式コンロの火にかける。

　続いて、漬つけ物ものや味み噌そ汁しるの具材などを切る。真々子真人の手ほどきを受けながら、真人真々子が慣れない手つきでトン、トン、トンと。

「同じサイズに切るのが地味にむずい……」

「そろそろ洗濯壺が止まったはずだぜ。お洗濯物を干しに行くぜ」

「え？　でも料理の途と中ちゆうで……」

「同時進行だぜ。お洗濯も、お料理も、ぱぱっと手早くやるのだぜ」

「マジすか……」

　コンロの火を調整して、急いで洗濯場へ。

　洗濯壺の底に、すすぎと脱だつ水すいが終わった洗濯物が、滅め茶ちや苦く茶ちやに絡からまって固まっている。

「ぐっ。水を吸ってるから、何気に重いな……これを全部、外へ運んで……」

「シワを伸のばして干すのがポイントだぜ」

　宿屋の外へ移動して、物干し台に干す。一枚一枚、「これはワイズの！」「曜日で色分けパンツだぜ」ちゃんとシワを伸ばして、丁てい寧ねいに……

　と。

「火の様子が気になるぜ。一度見に行くぜ！」

「ダッシュで!?」

　コンロの火は大丈夫か、台所へ駆かけ戻もどって確認して。

　ついでに味噌汁を火にかけて、また外へ走る。洗濯物の続きだ。

「ちょ待って……腹が減って、力が出ないし……息切れがしてきたんだけど……」

「まだまだ、俺たちの朝の戦いは、ここからだぜ！」

　そう。まだ序の口である。







　日が昇のぼり、ちゃんと朝になった頃。

　まだ寝ねぼけ眼まなこの女子たちが、食しよく卓たくに集まって来た。朝食タイムだ。

「ふわぁ～……いただきまーす。真々子さーん、お味噌汁おかわりー」

「飲み干すの早くね!?　じゃなくて、はいどうぞ！」

「今日のお漬物も最高ですね。もう少しいただいても？」

「え？　ああ、いいわよ！　台所にまだあるから、持ってくるわね！」

「自分、ご飯をおかわりしていいでしょうか！」

「も、もちろんだわよ！　山盛りにしちゃうわよ！」

　自分も食べながら、給仕をして。

　慌あわただしく動きながらも、食事を済ませたら。

「ふぅ～。ちょっと一息……」

「する前に、食器洗いだぜ」

「ですよねー」

　洗い場に運ばれてきた食器を、せっせと洗う。真々子真人にフォローされつつ、涙なみだぐみながら家事に勤いそしむ真人真々子だ。

　その大変さを、知ってか知らずか、ワイズが暢のん気きに呼びかけてくる。

「あのさ真々子さん。ちょっといい？」

「んだよ……じゃなくて、何かしら？」

「あたしたちさ、今日はちょっと出かけてくるから」

「昨日、クエストを引き受けたのです。ちょっとしたお手伝い程度の、簡単なものですから、ご心配には及およびませんよ」

「自分も一緒に参加してきます！　いいでしょうか！」

「クエストへ……」

　こっそり笑え顔がおを交かわしている三人の様子が、ちょっと気になる。むしろ自分も混ぜてほしいと思ったのだが。

　そうすると、真々子の姿であちこち行く羽目になり、さらに疲ひ弊へいすることが予想される。

　ここは一択たくだ。真々子の気持ちで、真々子の笑顔で送り出す。

「いいんじゃないかしら」にっごり

「なんか表情が硬かたいけど、よし決まり。さっさと準備して出発するわよ」

「気を付けて行ってきてね。私とマーさと君は、宿屋で休んでいるわ。休みたいわ。休まないと死んじゃうから」

「え、何言ってるの？　真々子さんと真人は、懇こん談だん会かいに参加でしょ」

「……あ……」

　愕がく然ぜんとする真人真々子の隣で、真々子真人がしっかり頷うなずいた。

　今日は、その日だ。







　ワイズたちを見送って、真人真々子と真々子真人も出発する。

「どんな懇談会になるのか、楽しみだぜ！」

「そもそも楽しむ余地がないところへ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態で向かうなんて……これ完全に自殺行こう為いだ……」

　ゾンビのような歩みで、やっとのことでお母さん屋の近くまで来ると。

　店に入りきらないほど大勢の母親たちが集まっている。前の通りを埋うめ尽つくすほどに。

　そこらじゅうで賑にぎやかな、ハイテンションの立ち話がされていて、他ほかの物音が一いつ切さい聞こえない。

　母親パンデミックである。

「なんじゃこりゃぁぁぁ……魔界すぎるぅぅぅ……」

「あーっ！　真人くーん！　真々子さーん！　遅おそいよーっ！」

　と、飲み物やお菓か子しを配るために走り回っていたモーネが、大声で呼びかけてきた。

　その途と端たん、母親たちが一いつ斉せいに、真人真々子に目を向けた。「あらまあ！」「主役のご登場ね！」近くにいる人が、じりじりと迫ってくる！

「ひぃぃぃ!?　かかか、母さ……！」

「マー母さん、よろしくだぜ。俺はモーネちゃんを手伝ってくるぜ」

「うえぇっ!?　ちょっと!?」

　真々子真人は行ってしまった。

　真人真々子は一人きり、母親たちに取り囲まれた。

「真々子さん、おはようございます！　今日はよろしくね！」

「あ、はい、どうも……」

「息子むすこさんがお手伝いに来てくれたの？　偉えらいわねぇ」

「偉いです。立派な息子です」キリッ

「じゃあ今日は、真々子さんとゆっくりお話しさせてもらおうかしら」

「どうぞお手て柔やわらかに……」

　愛あい想そ笑いを振ふりまきながら、真人真々子は逃にげ道を探さぐるが。

　そんなもの、ない。完全包囲されている。

「（とにかく、俺が母さんになってることがバレないように！）」

　慎しん重ちように、この場を乗り切るのだ……

「早さつ速そくだけど聞いてくれるかしら。うちの息子がね、あんまり話しかけてこなくなったのよ。母親を避さけてるみたいで」

「それは放ほうっておけばいいですよ。適度な距きよ離りは大事です」きっぱり

「あら。なんだか真々子さんらしくない答えね。いつもだったら、子供が甘えてくれる作戦を教えてくれるのに……あなた、本当に真々子さんなの？」

「うっ……つい息子の立場で意見を……！」

　母親たちが、じっくりと、まじまじと見つめてくる。

　真々子のフリをするのも、ここまでか……と。

「なーんて冗じよう談だんよ。どこからどう見ても、真々子さんだものね。おほほ」

「で、ですよね！　うふふ！……助かった……」

　なんとかセーフだったが、どっと疲つかれが出て、真人真々子はぐったりしてしまう……

「あら真々子さん。大だい丈じよう夫ぶ？　元気ないわね」

「え、ええ。今日は朝から家事で忙いそがしくて、ちょっと疲れが……」

「何を言ってるのよ。そんなの、いつものことでしょ？」

「私は、洗せん濯たくして、食事を作って、お布ふ団とんを干して、掃そう除じもしてきたわよ？」

「うちは犬を飼っているから、散歩もしてきたわ。町を二周くらいしたかしら」

「私は、朝の内に配達仕事を済ませてきたわよ。懇談会のために、頑がん張ばっちゃったわ」

「マジすか……その上で、このテンションって……どんなスタミナしてるのか……」

　完全に、青少年男子とは違ちがう生き物だ。そうとしか思えない。

　早くも汗あせだくの真人真々子が愕然としていると。

「あー！　そこにいるのは真々子さんですよねー！　一いつ緒しよにお話ししてくださいよー！」
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「また増える!?」

　さらに母親追加だ。人ひと混ごみの間を縫ぬって、三人組が近付いてくる。

　元ヤンのような母親。ビシッとした恰好の凜り々りしい母親。ショルダーバッグを肩かた掛がけしている、ほわっとした天然系の母親。

　以上の三名だ。

「あら？　見かけない方たちね」

「どもー。なかなか家から出られないんで、初めまして、ですよねー」

「あらそうなの。じゃあ見覚えがなくて当然ね。……だったらほら、折角だから、真々子さんとお話ししちゃいなさいよ。お譲ゆずりするわ」

「では、お言葉に甘えて」

　他の母親たちの気き遣づかいを受けて、三人組の母親が真人真々子を取り囲んだ。

「ど、どうも。初めまして……」

「はいどうもー。じゃあ早速だけど、息子のカッコイイところを教えてくださーい」

「何気にイケメンなところよ！　自分では絶対に言わないけど、私はお母さんだから、胸を張って言っちゃうわ！」

「息子さんとは、何歳まで一緒にお風ふ呂ろに入っていましたか？」

「五歳くらいまで……ああでも、諸事情により昨日の夜も……」

「じぶ、じゃなくて、私も真々子さんたちみたいな仲良し親子になりたいです！　どうすればいいでしょうか！」

「子供の忍にん耐たい力りよくを鍛きたえましょう。それが最重要よ」

　実体験に基もとづく部分は、自信を持って言っておいた。そんな時だった。

　抽ちゆう選せん会かいなどで用いられるような鐘かねの音が、カランカランと、大きく鳴り響ひびいた。

「はい注目だよーっ！　この騒さわぎを聞きつけて、イベントが来ちゃいましたーっ！」

「お母さんたちが大好きな、実演販はん売ばいをしてくれるみたいだぜ！　見み逃のがせないぜ！」

　モーネと真々子真人が、通りの先を指さす。数台の荷馬車がやってくる。

　馬車から飛び降りた作業員たちが、機き敏びんに動き回って、すぐに実演販売コーナーが設営された。

「へー、面おも白しろそうじゃん」

「これも母親の嗜たしなみですね。母親ならば参加するべきです」

「真さ、いえ、真々子さん！　一緒にお母さんしましょう！」

「いや私は……ああ、あぁぁ……」

　抵てい抗こうする余力などなく。真人真々子は三人組に連行されて、実演販売コーナーの最前列に並ばされてしまった。

「マー母さん！　一緒に楽しむんだぜ！」

「無む駄だにやる気の人がいて引くわ……」

　ちゃっかり隣となりに陣じん取どった真々子真人を、横目で眺ながめていると。

　派手なスーツ姿の男性が登場して、実演販売が始まった。

「素す敵てきな奥様たち！　準備はよろしいですか！　とびっきりの商品をご紹しよう介かいしちゃいますよ！　盛り上がって参りましょう！」

「「「「キャーッ！」」」」パチパチパチッ！

　周囲の母親たち同様に、三人組の母親たちも夢中で手を叩たたき、盛せい大だいな歓かん声せいを上げている。

　一人だけ、男子の声が混ざっているが、誰だれの声なのか考えたら切なくなるので無視するとして。

「なんだこの盛り上がり……ついていけない……」

「何言ってんの。これって、つまりテレビショッピングのアレでしょ？　よゆーよゆー」

「母親なら盛り上がって当然ですね。……まさかとは思いますが……」

「あ、はい！　私も母親です！　キャーッ！」パチパチッ！

　バレてはいけない。なけなしの体力を振り絞しぼって、真人真々子も母親として、必死に盛り上がる！

　販売員の男性が、発火ジェム式のコンロにフライパンを置いて、魚を焼き始めた。

「さあご覧あれ！　このフライパン、すごい火力で魚を焼いても……ほーら、焦こげ付かない！　ピッカピカ！　イエーイ！」

「「「「イエーイ！」」」」

「ここＲＰＧの世界だぞ……その技術で盾たてとか作れよ……」

「え、何？　それが母親のセリフなの？」

　元ヤンぽい母親が、疑いの眼まな差ざしを向けてくる。バレてはいけない！

「イ、イエーイ！　素敵だわ！　焦げ付かないフライパン最高！」

「ご声せい援えんありがとうございます！　では折角ですので、そちらの、大好真々子さんにも実演していただきましょう！　さあどうぞ！」

「……え？」

「真々子さん、頑張ってくださいね」

「じぶ、じゃなくて、私も応援します！」

「マー母さん、頑張るんだぜ！」

　凜々しい母親と、ショルダーバッグの母親と、おまけに真々子真人にまで背中を押されてしまって。

　真人真々子による実演だ。

「それでは真々子さん、どうぞ！」

「くっ！　やってやるわよ！……あらあら！　本当に魚が焦げ付かないわ！　すごーい！　欲ほしくなっちゃうわね！」

「「「「私も欲しいわ！」」」」

　真人真々子の声を皮切りに、購こう入にゆう希望者が次々と手を挙げている。……料理ができない真人真々子が使っても焦げ付かないので、品質は確かだ。

「さあ、どんどん参りましょう！　次にご紹介するのは、エクササイズボールです！　上に乗ってゴロゴロするだけでシェイプアップしてしまう、素敵なアイテムですよ！」

「「「「素敵すぎるわ！」」」」

「では真々子さん、お願いします！」

「引き続き私が実演するの!?」

　真人真々子が、バランスボールの上に寝ねそべって静止する。「すごいわ！」「あんなスタイルになれるのね！」真々子の体は元よりスタイル抜ばつ群ぐんである。錯さつ覚かく商法などと言ってはいけない。

「こ、これで終わりに……」

「では真々子さん！　次の商品のご紹介をお願いします！」

「なんかもう販売員やらされてる!?」

　そうして「天然パールネックレス！」「大おお粒つぶね！」次々と「高級ブランドバッグ！」「急なお出かけに便利！」ご紹介「コラーゲンドリンク！」「お肌はだプリプリ！」させられて。

　母親たちのノリに合わせて、全力で盛り上がってみせた結果。

「（もう無理……死ぬ……本気で死ぬ……）」

　真人真々子のＨＰが０になったのだが。

　パールネックレスとブランドバッグを身に付け、フライパンとコラーゲンドリンクを手に、バランスボールに乗ってぐったりしている真人真々子へ、なおも。

「では次の商品です！　さあ真々子さん！」

「もう無理もう無理もう無理……」

「まあそう言わずに。こちらをご覧ください」

　販売員の男性が、どこか見覚えがある手鏡を見せてくる。指先で鏡面にそっと触ふれると。

　男性が光に包まれて……その姿が、長い黒くろ髪かみで、冷静沈ちん着ちやくな表情の、謎なぞの修道女に早変わりした。

　シラーセである。

「こちらのＭＯＤ手鏡は、限定一個のご提供となります。いかがですか？」

「……言い値でいただくわ」

　しれっと言ってくるその人を、全力で引っぱたいてやりたかったが、そんな力さえ残されていない真人真々子だった。







　夕方。

　無事に懇こん談だん会かいが終しゆう了りようし、後片付けを終えたお母さん屋にて。

「……過か酷こくすぎる一日だった……」

　無事、元の姿に戻もどれた真人が、テーブルに突つっ伏ぷして動かなくなった。

　同じく元の姿に戻った真々子が、ホットココアをそっと差し出す。

「マー君、お疲れさま。大変だったわね」

「まったくだ……でもまあ、最後までバレずに済んで、よかったよ」

　親子で内ない緒しよのアイコンタクトを交かわして、ホッと一安心……

　と。

「どうする？　そういうことにしておく？」

「姿が入れ替かわってたこと？　それ私も気付いてたけど、内緒にした方がいいの？……というか、いつからああだったの？」

「昨日、モーネさんと私たちが、チラシ配りに行った時からでしょうね」

「いつもより仲良しに見えたので、自分は黙だまっていました！」

　別のテーブルに集まってお茶している女性チームが、何か言っている。

「なんでバレて……あ、シラーセさんか！」

「お知らーせしていませんよ。仲間として、当然のように気付かれたのでしょう。……または、真人君の演技が下手すぎたとか」

　真人が慌あわてて体を起こすと、シラーセが平然と言ってきた。ムカつく。

　必死に隠かくしていたつもりでも、実は最初から、バレていたのだ。

　これまでの苦労の連続は、全すべて、しなくてもよかったこと。

　真人の中で、怒いかりと恥はずかしさのマグマが沸ふつ々ふつと……！

「でもさ、バレてないことにして正解だったわよね。真人は母親体験できたわけだし」

「いい機会になりましたよね」

「言ったことを、ちゃんと守っていました！　さすが真人さんです！」

「ぐっ……」

　機会があったらやると、確かに言った。真人は文句が言えない……

「もうさ、全部内緒ってことでいいわよね。お互たがいにさ」

「そういえば、私も言ってないことあるよ。シラーセさんが朝早くから来てて、その時にはもう普ふ通つうにＭＯＤ手鏡を使ってたよ、とか」

「おい」

「私たちは、ワイズさんの変化魔ま法ほうで姿を変えて、三人組でこっそり懇談会に参加していたわけですが、内緒にしましょう」

「あの時の三人組か！」

「その時にお話ししたことも、内緒の方がいいでしょうか！」

「真人君が全てを明かすのであれば、こちらも正直に、全てお話しすることになりそうですね。……さて、どうしましょうか」

　女性チームが、チラリと窺うかがってくる。

　お互いに全てを明かすと……忍耐力の件はいいとしても、自じ称しようイケメンとか、母親と一いつ緒しよに風ふ呂ろとか、即そく死し級のネタで真人の自じ爆ばくが予想される。

「……仲間とはいえ、内緒の一つくらい、あっていいと思うんだぜ」

　静かに机に突っ伏す真人だった。

　そんな真人の隣の席に、真々子がそっと腰こしを下ろす。

　何がそんなに楽しいのか、にこにこしている母親の横顔を眺めた真人は……ふとした思い付きで。

「……母親の日常を体験して、思ったんだけどさ」

「あら、何かしら」

「いつも、お疲つかれさま」

「うふふ。どういたしまして」

　尊敬の念を込こめて、そっと伝える真人だった。

















第三章　冒ぼう険けん者たちの休日









　木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の奥に、砦とりでがひっそりと佇たたずんでいる。

　人々の生活を脅おびやかすモンスターに抗あらがうため、岩石を積み上げ、頑がん強きように作られた砦だ。その堅けん固ごさは比類なく、幾いく度どとなく激戦の地となるも、全ての侵しん攻こうを防ぎきった。

　万ばん全ぜんの守りを体現した砦は〝不ふ落らく砦とりで〟と呼ばれ、人々の称しよう賛さんを浴びるとともに、兵士たちの誇ほこりとなった。

　だがそれは昔の話。

　時が経たち、役目を終えて放ほう棄きされた砦は……自由奔ほん放ぽうに生長した植物と、モンスターに支配されているという。

「築百年以上。電気ガス水道なし。人間にとっては住みにくいけど、モンスターにとっては最高の物件かもな。……お。ここから入れそうだ」

　植物の生長力でこじ開けられた、外がい壁へきの隙すき間まがある。勇者真まさ人とは、体を横向きにしてズズッと通り抜ぬけて、不落砦に侵しん入にゆうした。

　仲間たちも後に続く。

「だからって、勝手に住み着かれたら困るわよね」

「近くの村の人たちは心配しています！　なんとかしないとです！」

　賢けん者じやワイズと、旅商人ポータが、外壁の隙間をスルッと通り抜けた。

　続いて癒ゆ術じゆつ師しメディ。

「すみません。私はここから入れないようです」

「え、なんで？　あたしたちは普通に入れたわよ？」

「残念ながら、私とワイズさんとでは、どことは言いませんが、厚みが違ちがうので……」

　メディは体を横向きにして、隙間を通り抜けようとするが、立派に育っている胸が引っ掛かかってしまいそう……

　だが「よし来い」「ええっ!?」ちょっとイラッとしたワイズが、メディの腕うでを引っ張って、強引に引きずり込んだ。胸がむにっと、ひしゃげて、ズズズッと。

「ワイズさん！　無茶なことはやめてください！　私の胸が磨すり減って、ワイズさんのようになってしまったら、どうするつもりですか！」

「いいんじゃん？　あたしはそれで全然いいと思うわ。というか、あれ？　何気にサイズ小さくなってない？　わぁおめでとー」

「あわわわ……ま、真人さん！　胸って、強くこすると磨り減っちゃうんでしょうか！」

「ごめんなポータ。俺にはわからないよ。何もわからない」

　女子同士の争いに巻き込まれたら、いいことなんてない。関かかわらないようにする真人だ。そんなことより。

　あと一人。

「メディでギリギリ通過となると……母さんは、無理っぽいかな」

「そうね……ちょっと厳しいような気もするけど……とりあえず頑がん張ばってみるわ。少し待っていてね」

「あ、おい。無理しなくていいって……」

　真人が隙間の向こうに呼びかけると、母親の真ま々ま子こが、にっこり笑え顔がおを覗のぞかせた。

　どうにか隙間の通り抜けを試みる。お母さんの大きな胸を、自身の両手でぐぬぬっと押さえつけて、強引に入り込んで……

　ズリズリッと、カニ歩きで僅わずかに進んだところで、真々子の動きがピタッと止まった。

「あらやだ。挟はさまって、動けなくなっちゃったわ」

「だから無理するなって言っただろ！　ったく、しょうがないな……よし、ここは俺がなんとかしてやる！　鍛きたえ上げられた勇者パワーで！」

　真人は聖せい剣けんフィルマメントを使って、てこの原理で、ぐぐっと隙間を！

　広げられない。

「くっ、ビクともしない……仕方ないな。じゃあ母なる大地の力で、なんとかこう……」

「そうね。そうするしか……あら？」

　その時、真々子の、お母さんの大きな胸が！

　圧あつ倒とう的すぎる弾だん力りよくで、ばいーんと、ズズズンッと、隙間を押し広げた。

「あらあら。急に通れるようになったわ。うふふ」

「ちょっ!?　噓うそだろ!?」

「岩石で作られてる外壁を、胸の弾力だけで動かすなんて……さすが真々子さんね」

「何しろ真々子さんですからね。造作もないことでしょう」

「やっぱりママさんはすごいです！　ママさんは、胸まで無敵です！」

「おいみんな、ちょっと待とうぜ!?　納なつ得とくするとこじゃないよ!?　これはないだろ!?　あり得ないだろ!?」

「それじゃ、マー君、みんな、クエストを始めましょう。おー」

「「「おー！」」」

「俺の話を聞いて!?」

　目的の場所に到とう着ちやくできたということで、クエスト開始だ。







　真人たちが引き受けたのは、砦に住み着いたモンスターを駆く除じよする討とう伐ばつクエスト。

　勇者の力より、母親の胸の弾力の方がすごかった件については、諦あきらめる心で乗り切って。

　真人は仲間たちの先頭に立ち、内部の探たん索さくを開始する。

「話によると、結構な数のモンスターがいるらしいけど……この辺には、いないみたいだな」

「そう思わせておいて、いきなり襲おそってきたりするかもよ？」

「余計な知ち恵えを身に付けているとしたら、非常に厄やつ介かいですね……」

「自分、全力で警けい戒かいします！　モンスターの動きは見み逃のがしません！　むむむ！」

　ポータが手にしているランタンの明かりを頼たよりに、薄うす暗ぐらい通路を進んでいく。

　砦の内部は、外部と同様、雑草に侵しん食しよくされているが、酷ひどく破は壊かいされている部分はない。壁かべや天てん井じようはしっかりしている。

　モンスターが我が物顔で徘はい徊かいしている証しよう拠こだろう。土の足あし跡あとが付いている通路が、前方に延びていて、左側にも通路が……

　と。

「っ！　何かいる！」

　視界の端はしで、何かが揺ゆれ動いた。真人は咄とつ嗟さに剣を構えたが。

「大だい丈じよう夫ぶです！　そっちの通路には、モンスターはいません！」

「え？　いない？　ポータがそう言うなら、そうなのか？……いやでも、何か動いたように見えたんだけど……」

「マー君が見たのは、もしかして、それかしら」

〝それ〟だと、真々子が指さしたのは、真人の前まえ髪がみだ。

「え？　俺の髪？……あー……そう言われれば、そうかもしれん……だいぶ伸のびてきたから、なんか目の前でチラチラしてるわ」

「ちょっと真人ぉー、勘かん弁べんしてよねー。迷めい惑わくなんですけどー」

「人ひと騒さわがせな髪の毛ですね。クエストの妨さまたげになりますから、切ってしまった方がいいのではありませんか？」

「じゃあ久しぶりに、お母さんが頭ちょきちょきするわね。うふふ」

　そう言って、真々子は二振ふりの聖剣を手に「やめて!?」使用する道具も、散さん髪ぱつする場所も、何もかも間違っている。

「お騒がせして、すいませんでした！　次はちゃんとするから、行くぞ！」

　髪をかき上げて、視界を確保して、探索続行。

　だが妙みようだ。

「……いないな」

　真人たちは、砦の内部を適当に進んでみる。異常なし。

　戸が開けられている部屋の中を覗き込んでみる。獣けものの寝ね床どこだろうか、枯かれ葉が敷しき詰つめられている箇か所しよがいくつかあったが、それだけだ。

　どれだけ進んでも、モンスターと遭そう遇ぐうしない。

「えっと……これ、どゆこと？」

「可能性としては、二つですね。隠かくれているか、あるいは、既すでに討伐されてしまったか」

「他ほかの冒険者が先に攻こう略りやくした……いや、それはないだろ。俺たちは、ここから一番近い冒険者ギルドで、朝一で、この依い頼らいを引き受けたんだぞ？」

「受付の人は、『届いたばかりの新しい依頼ですと、お知らーせします』って、そう言っていたわよね。顔に見覚えがある職員さんだったから、よく覚えているわ」

「ああ覚えてる。見覚えありすぎる職員だったな」

　目を閉じると、浮うかんでくる……冷静沈ちん着ちやくで、しれっとした人の顔が。

「俺たち優先というか、むしろ押し付ける勢いで紹しよう介かいされたからな。他に先を越こされるとは考えにくい」

「だったら、モンスターは隠れているんでしょうか！」

「そうだな……そっちパターンで考えた方が良さそうだ。みんな、今まで以上に警戒してくれ」

　モンスターたちは隠れていて、獲え物ものが特定の場所に到とう達たつした瞬しゆん間かん、一いつ斉せいに襲い掛かってくる……そういう罠わなの類たぐいだろう。

　おあつらえ向きに、中庭が見えてきた。それなりの広さがある。

「俺たちが中庭に出た途と端たん、入り口が、鉄てつの檻おりか何かで、ガシャーンだな」

「閉じ込められて、周りからモンスターの雄お叫たけびが、ガオーッ、ね」

「そうして、四方八方がモンスターだらけ。絶体絶命の状じよう況きようで……」

「ママさんの『えいっ！』で、お終しまいです！」

「「正解」」

「いやちょっと待ってくれポータ。そこは是ぜ非ひ、俺で……」

「それじゃ行きましょう。お母さん、頑張っちゃうわよ！」

「いやちょっと待ってくれ母さん！　頼たのむから俺で！」

　真人たちは中庭に出た。

　すると突とつ然ぜん、入り口がガシャーンと閉じられて！

　それだけだ。何も起きない。

「……あれ？」

　各おの々おの、武器を手に、ポータを背に庇かばいながら、全力で警戒するのだが。

　一分経たっても、五分経っても、何も起きない。

　モンスターは、一匹ぴきたりとも現れない。

「……………え、なんで？」

　一体どういうことなのか。

　その答えは……







　依頼を再確かく認にんするため、真人たちが冒ぼう険けん者ギルドに顔を出すと、いきなり。

「この度たびは、大変、申し訳ありませんでした」

　カウンター越ごしに、やたら丁てい寧ねいに謝られた。

　だが相手は、表情は普ふ段だん通り、しれっとしていて謝罪する気持ちがあまり感じられない、受付嬢じように扮ふんしたシラーセである。

「何かあるんですね？　じゃあもう謝罪はいいですから、とにかく正直に、正確な情報だけをお知らーせしてください。ふざけずに」

「私のささやかな楽しみを奪うばうとは……真人君は酷い人ですね」

「ふざけることを楽しみにしないでください。ちゃんと説明してください」

「わかりました。では、お知らーせいたしましょう」

　若じやつ干かん、不満そうだが、シラーセは告げる。

「討伐クエストに出向いたものの、討伐対象のモンスターが一匹も出なかった……それは当然の状況です」

「当然の状況？」

「なぜならば、この世界に存在する全すべてのモンスターは、本日、休きゆう暇かを取得しているからです」

「……は？」

　全モンスターが休暇中。

　何を言われたのか、真人はちょっとよくわからなかったのだが……仲間たちの顔を見み渡わたすと、そっちも全員、頭に〝？〟を浮かべている。

「えっと……はい？」

「真人君たちには、馴な染じみのない話かと思いますが……政府が〝働き方改革〟を進めているのは、ご存知ですか？」

「え、何それ。あたし聞いたことないけど……」

「私は承知していますよ。労働環かん境きようや労働時間の見直し、さらに休暇の充じゆう実じつも含ふくめ、労働をより良いものにして、満足度や生産性を上げましょう、というものだったかと」

「自分も、ちょっとわかります！　ちゃんとお休みを取らないとダメっていうルールがあります！」

「え……メディはともかく、ポータも知ってるの？……ま、真人は!?」

「当然、知ってるぜ」キラッ☆

　白い歯を輝かがやかせて、さわやかに言っ「噓ね」速そつ攻こうでバレた。無知な仲間がいて、ワイズはとても嬉うれしそうだ。すごく悔くやしい。

「メディさんとポータさんがおっしゃる通り。というわけで、モンスターに休暇が与あたえられました」

「なるほど。モンスターも働き方改革か……いや待て、おかしい。モンスターは、労働としてモンスターしてるわけじゃないだろ」

「でもモンスターは、二十四時間、三百六十五日、モンスターしているのよね。たまには休まないと、モンスター疲づかれしちゃうと思うわ」

「母さんの言い方も、おかしい。その理り屈くつだと、いつも人間やってる俺たちも、人間として疲れることに……」

　言いかけて、真人はふと思った。

　人間として、人間であることに、疲れてしまう瞬間……

「（ああ……たまに、そういう時って、あるな）」

　妙に納なつ得とくして、遠い目になる真人だった。ポータは小首を傾かしげているが、ワイズとメディも同様に、遠くを眺ながめている。疲れる年とし頃ごろである。

　人間は疲れる。同様に、モンスターも疲れるのだ。

「折角ですので、真々子さんの推測が正解ということにして、リアルなことは言わないようにしましょう」

「リアルなこと？」

「たとえば、私のように、ゲーム世界にいる参加者を監かん督とくする立場ですと、参加者の方が戦せん闘とう行こう為いなど、危険を伴ともなう活動をする場合は、常に様子を見守る必要があります。それが仕事です」

「ふむふむ」

「となると、たとえば今日が、現実世界では連休中だとしても、私は出勤する必要があるわけです」

「そ、そうですか……」

「たとえば、五歳になる娘むすめに、せめてお弁当を持たせて、祖父母に動物園へ連れて行ってもらうよう頼み込んで、仕事をすることになるわけです」

「え、えっと……お疲れ様です……」

「こちらの生活状況など知る由よしもなく、とにかく冒険したいと騒ぐ、血気盛さかんな少年のために、休暇を取っている職員に代わって、新しいクエストをご紹介する仕事をするのですよ。労働とは素す敵てきですね。ええ素敵です」

「……誰だれ、ですかね……その空気読めない奴やつ……最低だな……」

　真人は、シラーセと目を合わせられない。

　モンスターに休暇を与える……それは、冒険者たちの活動を抑よく制せいし、監督する立場にある人たちが休みを得る効果もあるわけだ。むしろそちらが本命だろう。

「話を元に戻もどしましょう。お伝えした通り、本日は全モンスターが休暇中のため、主に討とう伐ばつ系クエストの実行は不可となっています。ご連れん絡らくを忘れてしまい、申し訳ありません」

「あ、いえ……」

「連絡を忘れたことは、単純に、日々の労働に疲れていた私のミスですが……お許しいただけますか？」

「は、はい！　何もかも許します！　男に二言はありません！　もう全然、気にしないでください！」

「真人君は優やさしいですね。ありがとうございます」

　罪悪感に塗まみれた真人が頭を下げると、シラーセは薄うっすらと微笑ほほえんで、席を立った。

「では、私の本日の業務はこれまでとして、できれば休暇に入らせていただきたいのですが……」

「どうぞどうぞ！　ゆっくり休んでください！　あ、そうだ！　俺たちも今日は休みにします！　だから何も心配いらないです！」

「そうですか。でしたら安心です。皆みなさんも、よい休日をお過ごしください」

　カウンターに【ＣＬＯＳＥＤ】の表示を置いて、シラーセは去っていく……

「……こうして平日に休みが取れるのは、先週以来ですね……娘は幼よう稚ち園えんですし……さて、今日は何をしましょうか……フフフ……」

　何か言いながら、シラーセは建物の奥に消えていった。

　愕がく然ぜんと見送る真人の肩かたを、ぽんっと、ワイズが慰なぐさめるように叩たたいた。

「今日もシラーセさんに遊ばれたわね。お疲れ」

「くっ……『たとえば』って、本気で例え話だったのかよ……あの人は、いつもいつも……！」

「ですが、結果的には良かったと思いますよ？　真人君が休日宣言をした点は、特に高評価です」

「あたしも思った。やっぱ休むことも大事でしょ」

「はい！　自分も、ちゃんと休むのは大事だと思います！　なので、真人さん！」

　何か思うところでもあるのか、わからないが、ポータが熱心に訴うつたえてくる。

　男に二言はない。それでなくとも、全モンスターが休暇中で、クエストも、フィールドでの通常戦闘もできない状況だ。真人の答えは決まっている。

「まあ、そうだな……それじゃ……」

「それじゃ、今日はみんなの休日にしましょう。おー！」

「母さんのそういうところも、休んでくれてよかったんだけどな……はぁ～……」

　用意していた号令の言葉の代わりに、ため息を吐はき出す真人だった。







　天気は快晴。ぽかぽか日和びより。

　真々子から臨時のお小こ遣づかいが支給され、懐ふところも温かい。

　準備万ばん端たん。さあ休日だ。

「さて、何をするか……昼飯には、まだ早い感じかな……」

　真人たちは、冒険者ギルドで解散して、それぞれ自由に過ごすことにした。

　夕食の時間までに、宿屋に集合。それ以外の制限はない、フリータイムである。

　仲間たちは既すでに、思い思いの方向へ向かっていった。冒険者ギルドの前で突つっ立っているのは、真人だけ。

「……休日って、何すればいいんだ？」

　休日ならばこそ、思いっきりゲームを！……と思ったが、そもそもゲーム世界の中で過ごしていることに気付き、途と方ほうに暮れる真人である。

　と、何気なく空を仰あおぎ見ると、前まえ髪がみがチョロチョロと、目の前で揺ゆれた。

「髪でも切りに行くか……うん、それだ。よし決定」

　前髪をつまんで、弄もてあそびながら、真人は歩き出した。

　ここは宿場町。名のある町に比べれば、規模は小さいが、それでもちゃんと町らしい大きさがある。

　初めて立ち寄った場所なので、どこに店があるのか、わからない。ならばこそ、散策も楽しんでやる気持ちで、真人は適当に歩いていく。

「風ふ情ぜいがある、って感じかな」

　現実世界では、あまり見る機会がなかった、土つち壁かべの建物。石いし畳だたみを踏ふみしめる、自分の足音。追い越こしていく馬車。

　ファンタジーなゲーム世界だからこそ見聞きできるものを、ゆっくりと楽しんで。

　暇ひまそうにぶらついている戦士や魔ま法ほう使つかいの女性たちを、なんとなく目で追ったりも……

「いやいや、女の人ばっか見てるわけじゃないぞ。ちゃんと風景も楽しんでるぞ、俺は」

　誰に言うでもない言い訳をしながら、足早に前進。

　周囲に人の姿が増えてきた。このまま、人の流れや音を頼たよりに進んでいけば、色々な店がある繁はん華か街がいへたどり着きそうだ……

　そんな時だった。

　……え、マジで!?　ちょー気になるんだけど！……

　聞き覚えがある声がした。

「この声……ワイズか？」

　多くの通行人が行き交かう、その向こうに……きゃーきゃー騒さわいでいる赤いのがいる。ワイズに間ま違ちがいない。

　ワイズは、モデルのようにスタイリッシュなイケメンと向き合い、何か話しているようだ。残念ながら、会話の内容は詳くわしく聞き取れないが。

「まさか、ナンパ？……いや、ないな。ないない。ワイズがナンパされるなんて……」

　あり得ない、そのはずだが。

　不意にワイズが、イケメンと腕うでを組み、並んで歩き出した。

「え？　ちょ、マジで？」

　マジだ。二人は楽し気に会話しながら遠ざかっていく。

　呆ぼう然ぜんと見送る真人は。

「……ま、まあ、別にいいんじゃねーの？　俺には関係ない。うん」

　気にしないことにした。もう全然気にしない。いや気にならない。

　真人にとってワイズは、仲間で、割りと仲がいい方だと思うが、だからと言って、ワイズが別の男と仲良くしてたらヤキモチを焼くとかじゃないし。全然違うし。

　ナンパされて、付いて行って、それからどうするとか、それは個人の自由だから。

　もうちっとも気にならないので……







　真人は、物もの陰かげに身を潜ひそめて、そぉ～っと顔を覗のぞかせる。

「……別に、気にしてるわけじゃないからな。これはそういう尾び行こうじゃない。俺は、パーティのリーダーとして、仲間の安全を確かく認にんしたいんだ。うん」

　通行人が怪け訝げんな顔で眺めてくるが、それどころじゃない。全すべては仲間の安全のため。そういうことで。

　真人がじっと見つめる先で、ワイズとイケメンは談だん笑しようしながら歩いている。

　どこへ向かうのか……と、二人は立ち止まり、通り沿いの店に入った。

　真人は物陰から抜ぬけ出して、ただの通行人を装よそおい、まずは店の前を通過する。

「ここは……服屋か？」

　ショーウィンドウに飾かざられているのは、明るい色いろ柄がらのトップス、裾すそが短いボトムス、お手頃価格のアクセサリや小物など。女子向けファッションを扱あつかう店のようだ。

「ナンパして、速そつ攻こうでプレゼント攻こう勢せいか？　すげぇなイケメン」

　横目でじっくり眺めて、通り過ぎて、真人はすかさず回れ右。

　再び店の前を通過しながら、今度は中の様子に目を向ける。ピンク色やハート模様が目に付く、明るく華はなやかな店内。客層は女子ばかりだ。賑にぎやかそう。

「お。さっきのイケメン発見。でもワイズの姿が見えないな……」

　横目で眺めて、通り過ぎて、また回れ右。

　三回目の通過は、歩く速度を限界まで落として、ワイズの捜そう索さくに専念する。チョココロネを生やしている頭を発見できれば、特定余よ裕ゆうなのだが……

「……ん？」

　その時、真人はふと気付いた。

　店内にいる女子たち全員が、まるで不ふ審しん者を見るような目で、真人をじーっと見ている。

「えっと……ち、違いますよー。俺はただの通行人ですよー。はははー」

　なんかよくない雰ふん囲い気きだ。真人は、ちっとも不審者じゃない笑顔で会え釈しやくして、そそくさと立ち去る……

「不審者がいるわ！　捕つかまえましょう！」

「戦闘職の人がいたら手伝って！　早く！」

「うえええっ!?　ちょっ、俺は何も……！」

「シーフの素早さを甘く見ないでよね！　逃にがさないわ！」

　女子客の中には、休きゆう暇か中の冒ぼう険けん者が含ふくまれていたらしい。

　目にも留まらぬ速さで店から飛び出してきた一人の女子が、真人の腕にしがみついてきた。

「（あ、この子……けっこう、ある……）」

　なんてことを考えている場合じゃない。

　続いて駆かけ付けた、かなり筋肉質の女子に羽は交がい絞じめにされて、真人は店内へ引きずり込まれてしまった。

「待ってくれ！　待てってば！　俺は不審者なんかじゃ……あ……何気に、背中にすごいのが当たってるような……」

「うわ最低！　間違いなく不審者だわ！」

「いや噓うそ！　俺は何も言ってない！　変なことは考えてないです！」

「早めに始末するべきね！　今日は休みで、武器を持ってきてないから……魔法を使える子がいたら手を貸して！　大至急！」

「おっけー！　あたしに任せて！」

「え……？」

　試着室のカーテンが勢いよく開けられて。

　魔法書を手にしたワイズが、水曜日色の下着姿で堂々と姿を現した。

「超ちよう絶ぜつ賢けん者じやの魔法で、不審者をぶっ飛ばしてやるわ！　覚かく悟ごしなさい！……って、あれ？　真人？」

「ど、どうも……」

　ワイズは、取り押さえられている真人を見つめて、小首を傾かしげて、ちょっと考えて。

　でも状じよう況きようがよくわからないようだ。

「あんた、何やってんの？」

「何って、えっと……この際、正直に言うけど……お、お前がナンパされて、この店に入っていったから、ちょっと覗いてたんだよ！　それだけだ！」

「は？　ナンパされた？　あたしが？」

「そうだよ！　すっげーイケメンに声かけられてただろ！」

「イケメン……あー、確かにイケメンだけど……」

　ワイズがチラリと目を向ける。そのイケメンが、驚おどろいた様子で棒立ちしているのだが。

　正面からよく見ると、胸の辺りが、少しふっくらしているイケメンだ。

「あれ？……あちらの方は、もしかして……女性の方だったり？」

「そうよ。女性で、ここの店員さん。休日だし、服でも見に行こうかなーと思って、お店の場所を聞こうと思ったら、ちょうどその人でさ。案内してもらったわけよ」

「……そうなのか？」

「そうなのよ」

　ワイズは、小胸を張って、間違いないと頷うなずいている。

「てことは、つまり……」

「真人が勝手に勘かん違ちがいして、無む駄だに騒ぎを起こしたってことね」

「ですね……くっ！」

「まったく馬ば鹿かなんだから。……というわけで、これは不審者じゃなくて、馬鹿よ。うちの馬鹿が迷めい惑わくかけちゃって、ごめんね」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。事情はわかったから」

「私たちも勘違いしちゃって、ごめん」

　ワイズの謝罪を受けて、真人を拘こう束そくしていた女子たちが手を離はなした。

　そっちもこっちも、誤解が解けて、真人はホッと一安心……

「つまり、彼氏がヤキモチ焼いて、様子を見に来ただけだったのね」

「それはそれで、なんかムカつくけど、どうぞお幸せにー」

「おい待て。何を言って……あ、ちょっと！」

　くすくす笑いながら、女子たちは去っていった。泣きたい。

「真人って、勝手に彼氏面づらして、あたしを追いかけてきたわけ？　うわキモい」

「彼氏面なんか、してねーからっ！　違うからなっ！」

　からかうようにケラケラ笑いながらも、ワイズの顔がちょっぴり赤くなっているように見えるが……まあ気のせいだろう。

「とにかく、これで一件落着ね。……それじゃ、報ほう酬しゆうの話をしましょ」

「報酬？　なんだそれ」

「あたしが誤解を解いて、真人を助けてやったでしょ？　そのお礼よ。アクセサリの一つくらい、買ってくれてもいいと思うんだけど？」

「あー……まあ、そうだな……高くないやつなら、一つくらい……」

「よし決まり。じゃあ選ぶわよ。あんたもちゃんと意見を言いなさいよね」

　散さん髪ぱつ代だいのことを考えると、ちょっと厳しいが、感謝の気持ちを表すのは大事だろう。

　しかしだ。

「んー、でもな……」

「何よ。何か問題でもあるの？」

「お礼の品くらい、買ってやってもいいと思うわけなんだが……相手がな……」

「相手があたしだと不満なわけ？　よしぶっ飛ばす」

「いや、そうじゃなくて」

「何よ」

「下着姿で平然と店内に立ってる奴やつに、プレゼントを買ってやるとか、なんか嫌いやかなって」

　ワイズは、下着姿で試着室から飛び出してきて、そのままである。

「へ？……ああああっ!?」

「気付くの遅おせーよ。お前さ、馬鹿なの？」

「うっ、うるさいわねっ！　これは、その……あ、あんたのせいよ！」

「なんでだよ」

「あたしの恰かつ好こうを見て、あんたがそれなりのリアクションすれば、あたしだってすぐに気付いたわよ！　なんで何も言わなかったのよ！」

「折角の休日だから、そうやって見せたがる趣しゆ味みを楽しんでいるのかなって」

「ふざけんじゃないわよっ！」

　まあ冗じよう談だんだ。実際は、取り押さえられていた状況的に、言う暇ひまがなかっただけなのだが。

「これはもう完全に真人が悪い！　よしぶっ飛ばす！」

「ただの八つ当たりじゃんか。つか照れ隠かくしか？」

「うるさい！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……死亡モールテ！」

「こういう時の女子って、ホント理り不ふ尽じんだよなぁ……」

　迫せまりくる死神も、どことなく申し訳なさそうな表情に見える。

　まあこれで気が済むなら安いものだと、即そく死し魔ま法ほうを素す直なおに浴びる真人だった。







　真人が納められた棺ひつぎに、生命の輝かがやきが降り注ぐ。

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……蘇生リアニマート！」

「ん？　俺、生き返ったのか？」

　そっと目を開けると、先ほどまでいた服屋の店内ではない。

　高い天てん井じよう、ステンドグラス、十じゆう字じ架かも見える。教会のようだ。

　すぐ傍そばに、優やさしい微笑ほほえみを湛たたえたメディがいる。

「真人君、気分はいかがですか？」

「気分は悪くないけど……状況がよくわからないな」

「真人君は、残念な賢けん者じやの魔法攻こう撃げきを受けて、命を落としました。その後、犯人である残念な賢者によって、教会に運び込まれて、私が蘇そ生せいしたという次し第だいです」

「なんでわざわざ教会に？……あいつだって、蘇生魔法が使えるのに……」

「理由はわかりませんが、とにかく蘇生は無事に行われました。ですから」

　メディは、そっと手を差し出してきた。

「教会での蘇生料金、二千マムを頂ちよう戴だいします」

「ほっほーう。そういう狙ねらいか」

　礼拝者用の座席に目を向けると、残念な賢者こと、ワイズが仏ぶつ頂ちよう面づらで座っている。

「ワイズ、お前……」

「な、何よ。何か文句を言いたいわけ？……まあその、さっきのあれは、あたしが悪かったかなって、ちょっと思うけど……でもやっぱり真人が……」

「お前、ちゃんと服着れたのか。すごいぞ。偉えらいな」

「うわムカつく。もういい。謝るのやめた」

　ワイズは謝るどころか、そっと真人の背後に回って、拳こぶしの硬かたいところでぐりぐりしてくる。とんでもない奴だ。全然痛くないけど。

「さあ真人。あんた蘇生してもらったんだから、さっさと料金払はらいなさいよ。払え」

「払わねーよ。八つ当たりで散財させるなよ。……メディだって、冗談で言ってるだけだろ？」

「いいえ、お支払いいただきますよ？　私は今、奉ほう仕し活動の一いつ環かんとして、教会のお手伝いをしています。教会の仕事として、真人君を蘇生させたわけですから、料金をいただかないといけません」

「……マジで？」

「はい。こちらへお願いします」

　メディは、教会で使用されているオフィシャルの集金箱を見せてくる。

　真人が金を出し渋しぶっていると、メディの笑顔が、徐じよ々じよに、凄すご味みのある危険なスマイルに「払う！　払います！」大人しく払うことにした。

　真人の所持金が半減した。

「残金で散髪……ちょっと無理かな……おのれワイズ。覚えてろよ。この借りは必ず返すからな。無駄に金を使わせてやる」

「ぜーんぜん聞こえないー」

「ったく。……にしても、メディは休日に、教会の手伝いか。すごいな」

「それね。あたしも驚いたわ。真人の棺かん桶おけを運んで来たら、いきなりいるし。しかもボランティアで。ないわー」

「驚くようなことですか？……休日に、誰だれかのためになる活動をして、人間性を高める……とても有意義な過ごし方だと思いますけど」

　メディの姿が、あたかも天使のように輝いて見える。

　清らかな輝きを浴びて、「うっ、眩まぶしい！」迷わず買い物に行って、挙句、真人にたかろうとしていた物ぶつ欲よく塗まみれのワイズは、うっかり浄じよう化かされてしまいそうだ。されればいい。

　悶もだえ苦しむワイズを、楽しげに眺ながめながら、メディがふと提案してくる。

「せっかくですから、真人君とワイズさんも奉仕活動をしませんか？」

「え、俺たちも？……んー……」

「内申点とかあるなら、まあやってもいいけど……ここゲーム世界だし……」

「奉仕活動とは、見返りを求めてやるものではありません。……ですが、ゲームの神様が、何かご褒ほう美びをくれるかもしれませんよ？」

「ゲームの神様なんて、そんなの……」

「でしたら〝運営〟と言い換かえましょうか」

「運営が……？」

「シラーセさんは退勤なさったようですから、他ほかの、信しん頼らいできる方がモニターチェックなどされているかもしれませんね」

「「シラーセさんじゃない人が……」」

　真人とワイズは、大事な部分を嚙かみしめて、揃そろって頭上を見上げた。

　あるいはこの瞬しゆん間かん、運営の誰かが様子を見守っていて……

　善よい行いをしているプレイヤーへ、何かご褒美を……

「……たとえば、ステータスをこっそり上げてくれるとか？」

「魔法を封ふうじられる確率を下げてくれるとか？」

　あるかもしれない。

　むしろ、あってほしい。となれば。

「フッ……俺は今、猛もう烈れつに奉仕活動したいぜ！」

「もう奉仕活動のことしか考えられない！　やってやるわよ！」

「では何をしましょうか……ああ、掃そう除じがいいですね。掃除をしましょう。お願いできますか？」

「「ＯＫ！　レッツ、ボランティア！」」

「上着と貴重品は、私が責任もってお預かりします。どうぞ心置きなく」

「「よろしく！」」

　真人とワイズは、やる気の腕うでまくりをして、手にした雑ぞう巾きんで拭ふきまくる。十字架、祭さい壇だん、座席に床ゆかも。

　特に、金属質の部分を掃除するのは楽しい。

「見ろよワイズ！　ドアの取っ手がピッカピカに光ってるぞ！　すげー掃除した気分だ！」

「光るところって、お手て頃ごろよね！　適当にやっても綺き麗れいに見えるし！　あたしもやる！」

　二人はボランティア活動に夢中だ。

　一方で。

「私は、解げ毒どくや蘇そ生せいの依い頼らいに備えて、待機している必要があります。すぐに対応できるように、待っているのが仕事ですからね。何もしていないわけではありませんよ。ふふふ」

　神父用の、特別に設しつらえられた椅い子すにゆったり腰こしかけて、メディは優ゆう雅がに読書している……







　そうして、小一時間が経過した。

「ぜぇ、ぜぇ……ほ、奉仕活動しまくってやったぜ」

「はぁ、はぁ……やりきった……あたし、やりきったわ」

　全力掃除で、真人もワイズも体力が尽つき果てた。どちらも座席でぐったりだ。

　だが、努力の甲か斐いあって、教会内はどこもかしこもピッカピカ。光に溢あふれている。

「お二人とも、お疲つかれ様でした。ゲームの神様も、きっと喜んでいることでしょう。もう充じゆう分ぶんですから、先に上がってください」

「そうさせてもらうよ。疲れたし、金もないし、宿屋に帰って休ませてもらう」

「あたしも帰るわ……メディはまだ手伝いするの？」

「私もそろそろ勤務終しゆう了りようの時間ですけど、引き継つぎがありますから……あっ……」

　建物の奥の方で、ドアが開くような音がした。誰かが来そうだ。

「そ、そういうわけですから！　お二人は、どうぞお先に！　さあ早く！」

「お、おう……？」

「じゃあ、お先に……？」

　妙みように慌あわてた様子のメディに背中を押されて、真人とワイズは教会の外に出た。

　すぐに扉とびらが閉められた。メディが駆かけ戻もどっていった音がする。

　真人とワイズは顔を見合わせた。

「……なんかさ」

「……妙よね」

　確かく認にんが必要だ。そぉ～っと扉を開けて、中の様子をうかがうと。

　メディと、本業のシスターらしき人が会話している。

「メディさん、今日はありがとう。あなたが来てくれて、とても助かったわ」

「お役に立てて、何よりです」

「神父様が、急に有休を取ると言い出して、本当に困っていたの。私は解毒や蘇生の魔法を使えないから、どうしてもヒーラーさんを探さなければならなくて……」

「冒ぼう険けん者ギルドで依頼書を拝見できたことは、私にとっても幸運でした。何かのお導きだったのかもしれません」

「神父様の代役をしてくれて、おまけに、こんなに綺麗にお掃除までしてくれるなんて……あなたはなんて素晴らしい人なのかしら。まるで天使のようだわ」

「時間がありましたから、簡単にですけど。喜んでいただけて嬉うれしいです。うふふ」

「それじゃ、報ほう酬しゆうをお支払いするわね。お掃除してくれた分も、ちゃんと上乗せさせてもらうわ」

「そんな、お気き遣づかいいただかなくて大だい丈じよう夫ぶですけど……お断りするのも失礼ですよね。では遠えん慮りよなく」

　チャリンチャリーンと、銀貨が増量された革かわ袋ぶくろを。

　メディが最高の笑顔で受け取ろうとした、その瞬間。

「奉仕活動とは、なんだっけ？」

「見返りを求めてやるものじゃない、だったっけ？」

「……うっ……」

　メディの背後に忍しのび寄った真人とワイズが、そっと肩かたを叩たたいた。







　報酬は全すべて、集金箱に流し込んで、真人たちは教会を後にした。

「奉仕活動とか言っておいて、実はバイトかよ。メディはすごいなー」

「掃除したのは、あたしたちなのに、自分の手て柄がらにするとか。メディはすごいわー」

「ご、誤解ですよ!?　私はそもそも、報酬はお返しするつもりでした！　お掃除の分は、後でお二人にお渡わたしするつもりで……！」

「休日はバイトして、ちゃっかり稼かせぐ。メディはすごいなー」

「腹黒で守しゆ銭せん奴どとか。メディはすごいわー」

「ワイズさん！　言い方が酷ひどいです！……ああもう！　ちゃんと謝りますから、どうか許してください！」

　ここぞとばかりにメディを弄いじりながら、三人は宿屋に向かう。

　時刻は昼過ぎ。だいぶお腹なかが減ってきたが……

「お。なんか屋台があるぞ。うまそー」

「何あれ、ケバブっぽい？　美味おいしそうな匂においね」

「あ、いいですね！　みんなで食べましょう！　私、買ってきますね！　あ、飲み物もありますよ！」

「ボリュームがあって、値段が一番高いやつでよろしく」

　昼食代が浮ういた。「さあどうぞ！」「「ごちでーす」」自分のお金を使わずに食べるご飯は、非常に美味しい。

「この調子で、ワイズにも無む駄だに金を使わせられたら、俺は満足なんだけどな」

「ちょ、やめてよ。八つ当たりしたのは謝るから……」

「ああ、すみません。私、うっかりワイズさんのお財さい布ふで買い物してしまったみたいです」

「ええっ!?　なんでメディがあたしの財布を……ああ！　掃除の時に、貴重品を預けて、そのまま！」

「お返しするのを忘れていて、すみません。……でも大丈夫ですよ」

「何が!?」

「私とワイズさんで、半分ずつ、きっちり割わり勘かんにしましたから」にっこり

「それ計画的犯行じゃん！　あんたって子はあああっ！」

　ワイズも裁きを受けたようだ。真人はもう満足だ。

　そうして、キャーキャーギャーギャー、もぐもぐごくごくしながら、のんびりと歩いて。

　真人たちは宿屋に到とう着ちやくした。

「そういえば、母さんとポータは何してるんだろうな」

「真々子さんは……買い物とか？　ポータも一いつ緒しよかも。アイテムとか素材とか、店をあちこち回って見てるんじゃない？」

「そうですね。アクティブな休日を過ごしているかと……あら？」

　昨日から借りている部屋の近くまで来ると、ドアが開いている。

　中に誰だれか……？

「わぁ！　この子も可愛かわいいです！　この子はどうでしょうか！　みんな意見を言ってください！」

「おう、そうだな。俺たちの仲間に相応ふさわしいと思うぜ」

「そっちの子もいいんじゃない？　あたしと尻尾しつぽが似てるし」

「でしたら、やめた方がいいですね。私に似て、耳が長いこちらをお勧すすめします」

「うう～！　自分、迷っちゃいますぅ～！」

　会話が聞こえてきた。

　でも全部、ポータの声だ。

　そぉ～っとドアまで忍び寄って、部屋を覗のぞいてみると……

「こうなったら、ピータの意見を聞かせてください！　どうぞ！」

「ポータが一番いいと思う子にすればいいよー」

「全部いいので困りますぅ～！　うわ～ん！」

　ベッドに、これまでに入手したぬいぐるみと、バッグから取り外したマスコットを並べて、自分も一緒に寝ね転ころがって、カタログを眺ながめてじたばたしているポータがいる。

　真人たちは、ほっこり笑え顔がおだ。

「ほほう。これがポータの休日か。かわゆいな」

「好きなもののカタログを眺めながら、部屋でごろごろして、まったり過ごしてるわけね。最高じゃん」

「至福のひとときですね。これこそベストな選せん択たくでしょう」

「うむ。そして、かわゆい。癒いやしすぎる」

　柔やわらかなほっぺを、ぬいぐるみに押し当てて、ほわほわ蕩とろけそうな笑顔でごろごろ転がっている。

　そんなポータを、いつまでも、いつまでも、こっそり見守っていたいと……

「むむむ……貰もらったお小こ遣づかいを貯ためて、まずは、ママさんみたいに優やさしそうな顔の、この大きなウサギさんを……ん？」

　あ、気付かれた。

「よっす、ポータ」

「あ……え？……わっ……!?」

「気持ちはわかる。遠慮しなくていいぞ。せーの」

「ひゃわあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　盛せい大だいな悲鳴を上げたポータは、慌ててぬいぐるみをかき集めて、ブランケットにくるまった。

　クマさん、ネコさん、キツネさんと一緒に、ポータの真っ赤な顔が覗いている。可愛い。

「まっ、まひゃひょさんっ!?　わひずさんっ!?　めりぃさんっ!?」

「ポータちゃん。私だけ怪かい談だんの人みたいになっていますよ？　違ちがいますよね？」

「いきなり来ちゃってごめんね？　覗き見するつもりはなかったんだけど、ドアが開いてたからさ。声もかけづらい感じで」

「いっ、いえっ、えっと、あのっ！」

「正直に言う。全部見た。全部聞いた。全部可愛かった。ありがとう」

「ひゃううううう～っ……はふっ……」

　頭から、ぷしゅーっと湯気を噴ふき出して、ポータがぐったりしてしまった。「ホントごめんな!?」もし真人が同じ立場だったら、死にたくなる状じよう況きようだ。仕方ない。

　辛かろうじて意識を留とどめたポータが、涙なみだ目めで見上げてくる。

「ぐすっ……自分、変なことしてて、すみましぇん……」

「いや全然変じゃないから！　最高に休日を満まん喫きつしてた！　な、みんな！」

「そうね。休日はやっぱ、ごろごろして、のんびり過ごすべきよ。というわけで……あたしも混ぜて～。あたしネコやる～」

「私もご一緒します。先ほど、まるで私のように話していたのは、このキツネの子だったでしょうか」

「ほほう。笑顔の裏で、腹黒いことを考えてそうで、いかにもメディっぽいわ……あ、だったらさ……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……変姿トラスフオルマーレ！」

　ワイズは変身魔ま法ほうを使用した。ワイズとメディの姿が、ぽわんっと、一いつ瞬しゆんで変わる。

　二人は、ふわふわモコモコの、着ぐるみネコワイズと、着ぐるみキツネメディになった！

「こういうのはどう？　いいでしょこれ」

「等身大の、ぬいぐるみトークですか。ワイズさんにしては、いいアイデアですね」

「わぁ！　ワイズさんも、メディさんも、すっごく可愛いです！」

「どもどもー。でもって……ポータも着ぐるみにしてやろうか！　ふはははは！」

　悪あく魔まの閣下のようなノリで、ワイズは再び変身魔法を使用した。

　ポータの体が、マスコットのピータの着ぐるみに包まれる。ピータポータになった！

「すごいです！　自分、ピータになっちゃいました！」

「それじゃ、はじめるわよ。……せーのっ！」

「えいっ！」

　ネコワイズとキツネメディが、ベッドにダイブして、ピータポータと一緒にブランケットにくるまった。三人でぎゅうぎゅう、身を寄せ合って、笑い転げている。

　気の合う仲間が集まり、ベッドでごろごろして。

　好きなものに囲まれて、あれこれ好き勝手に言い合って、そしてみんなで笑い合う。

　これぞ正解。素す敵てきな休日スタイルだ。

「よし。それじゃ、クマ真人君も一緒に……」

「はあ？　あんた何言ってんの？　馬ば鹿かじゃないの？」

「乙女おとめの着ぐるみパーティは、男子禁制ですよ。真人君は、お引き取りください」

「はい……」

　ハブられた。まあわかってたけど。女子と一緒にブランケットに潜もぐり込んで、キャッキャするなんて、そもそも無理だと知ってた。
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「了りよう解かい。それじゃ俺は、一人寂さびしく、何もすることなく、残りの休日を消化するかな……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　真人さんは一人じゃありません！」

「え？　一人じゃないって……」

「一緒に過ごしたくて、うずうずしてる人が、そこにいるじゃん」

「お二人で、思う存分、残りの休日を楽しんでくださいね」

「そこにいるって……」

　真人がそっと振ふり返ると。

「お母さんも、一人ぼっちで寂しいうさ。うさうさ」

　部屋の入り口から、そっと覗いている、着ぐるみウサギ真々子の笑顔があった。

　真人の目から、とめどなく涙が零こぼれた。

「くっ……何が悲しくて、実の母親の着ぐるみ姿を見にゃならんのか……ホントしんどいわ……」

「ほらほら、マー君。元気出して。お母さんと休日を楽しみましょ、うさ。何をしようかしら、うさ」

「まずは着ぐるみを脱ぬげ！　話はそれからだ！……まあ、元の姿に戻もどったところで、母さんと二人でやることなんて、何もないんだけど……ん？」

　その時、真人の目の前で、伸のびすぎた前まえ髪がみがゆらゆら揺ゆれた。







「……ちなみに、母さんは何をしていたんだ？」

「天気が良かったから、普ふ段だん使わない服のお手入れをしていたわ。たまには、日に当てたり、陰かげ干ぼししたり、風を当てたりしたいでしょ？」

「同意を求められても、さっぱりわからん」

「うふふ。そういうものなのよ」

　現在地は、宿屋の中庭。真人は椅い子すに座り、宿屋の縁えん側がわを眺める。

　普段はポータのバッグに収められている品が、日向や日陰にずらりと並べられている。

　セーラー服に、スクール水着など……大半は、真々子が入手したコスチュームだ。

　真人はさっさと視線を戻して、首に巻き付けられた散さん髪ぱつケープの位置を調整した。苦しくないように、でも髪の毛が入り込まないように。

「なんかさ、普段の過ごし方と、あんまり変わってない気がするんだけど」

「言われてみれば、そうね……でも、やっぱり、お母さんしている時が一番幸せだから、お母さんはこれでいいと思うわ」

「そういうもんかねぇ……」

「そういうものなのよ。だから、お母さんとして、マー君の頭をちょきちょきさせてもらえて、とっても嬉うれしいわ。小学校の時以来かしらね。うふふ」

「ガキの頃ころの言い方はやめてほしいんだが。……それじゃまあ、よろしく」

「はい。お母さんの床とこ屋やさん、開店ね」

　まずは現状のチェック。真人の髪をとかしながら、正面から、真々子がぐぐっと。

　身を乗り出してくるから、真人の目の前に、お母さんの大きな胸の谷間がドアップというか顔が埋うずまる寸前まで……！

「おいっ!?　ちょっと!?」

「あら、どうかしたの？」

「い、いや、なんでもない……」

　わざとやっているわけじゃない。真人は目を閉じて、もう気にしないことにした。気にしたら負けだ。

　ネガティブなことを考えて、冷静になる。

「（まさか、この歳としで母さんに髪を切ってもらうことになるとは……ワイズとメディに見られたら、余よ裕ゆうで死ねるぞ）」

　髪は切りたい。だが散髪代がない。

　そこに、散髪の経験がある母親がいて、時間もある。

「（これは、仕方なく、だからな。苦肉の策だからな）」

　頭の中で、何度も言い訳を積み上げる真人だったが……その気持ちが次し第だいに緩ゆるんでいく。

　ぽかぽか日和びよりの庭で、ゆったりと散髪。

　風に揺れる草木が、さわさわ。小鳥の声が、ぴーぴー。髪を切る音が、ちょきちょき。暢のん気きな音だけが聞こえる。

　あまりに穏おだやかだ。

「……平和だな」

「そうね。平和で幸せね」

　髪を撫なでつける母の手は、優しい。

　何度も何度も、撫でてくる。いい子、いい子。

　気持ち良すぎて、ずるい。

「……こういう休日も、まあ悪くないかもな」

「そうね。毎日こんな日だったら素敵ね」

「そうだなぁ……あー、いや、それはダメだ。俺たちは冒ぼう険けん者だぞ。明日からは、またクエストをガンガンやっていくからな。そのつもりでいてくれ」

「うふふ。わかったわ。……それじゃマー君、ちょっと確かく認にんしてみてくれる？　前髪の長さは、これくらいでいいかしら」

「どれどれ……？」

　真々子から手て渡わたされた手鏡で、セルフチェックだ。

　閉じていた目を開けて、鏡の中の自分を確認する。

「んー……あとちょっと、きもーち切ってほしいかな」

「どれくらいかしら。ハサミを当ててみるわね。……これくらい？」

「それだと切りすぎだ。ほんのちょっとだけ、０・５ミリくら……いっ!?」

　その時、真人は手鏡越ごしに見てしまった。宿屋の縁側に、誰だれかいる。

　素直な笑え顔がおのポータと……生温かい笑顔のワイズとメディだ。

「ちょっ、おまえら!?　いつの間に!?」

「あっ」ちょきんっ！

　と、真人が慌あわてて立ち上がった瞬間、鋭するどい音がして。

　結構な長さの、真人の髪が、目の前をはらはらと舞まい落ちた。

「……ぁ……ぇ……？」

「ああっ！　真人の前髪が大変なことに！　んもー、いきなり動くから！」

「今のは完全に、真人君自身のミスですね。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「かなり切りすぎたわね……んー、でも、それはそれでよくない？」

「確かに。〝お母さんに髪を切ってもらった感〟がよく出ています」

「親子ならではの、親子のヘアスタイルね。お似合いじゃん」

「こうして真人君は、心機一転。誰が見てもわかる、お母さんに髪を切ってもらった勇者として旅立つのでした」

「さあ行け、お母さんに髪を切ってもらった勇者よ！」

　お母さんに髪を切ってもらった勇者の冒険が始まる！

「ふ、ふざけんなよ……明日も、いや、俺の髪が元に戻るまで、ずっと休日にするぞ！　俺は部屋から一歩も出ないからな！　ちくしょーっ！」

　真人の悲しい叫さけびが響ひびき渡わたった。

















第四章　万引きＧメン・真ま々ま子この事じ件けん簿ぼ　～母に挑いどむ者～









　沈しずみゆく夕日を背に、勇者真まさ人とは大きく息を吐はいた。

「……みんな、覚かく悟ごはいいか？」

　静かに呼びかけると、賢けん者じやワイズが、癒ゆ術じゆつ師しメディが、旅商人ポータが、硬かたい表情で頷うなずいた。真人と同様に、三人も緊きん張ちよう感かんに押し潰つぶされそうだ。

　だが、きっとなんとかなる。

「マー君、大丈夫よ。お母さんがいるわ」

　母親の真々子が、真人の隣となりにそっと並んで、穏やかな笑みを浮うかべた。

　この期ごに及およんで普段通りの、その笑顔が、たくさんの勇気を与あたえてくれる。

「そうね。真々子さんがいるんだから、絶対に大丈夫よ」

「どんな困難が待ち受けていようとも、真々子さんなら、きっと成し遂とげてくださいます」

「はい！　自分は、ママさんを信じています！」

　この先にあるのは、避さけて通れない戦い。命いのち懸がけの決戦だ。

　しかし真々子がいるから。素す直なおに、その力を頼たよりにして。

　真人たちは意を決して前進。建物の中に足を踏ふみ入れた。

　すると、すかさず！

「いらっしゃい、いらっしゃーい！　安いよ安いよー！　おや、冒険者御ご一いつ行こうさん、いらっしゃーい！」

　ねじり鉢はち巻まきのおっちゃんが、威い勢せいよく声をかけてきた。

　真人たちがやってきたのは、カーサーン王都の、大型食材店。

　時刻は夕方。一日の中で最も多くの人が集まる、いわゆるピークタイムである。

　入り口からもう客だらけ。見渡す限り、主婦、主婦、主婦。中には主夫もいる。

　とにかく大混雑していて、真人たちはもみくちゃだ。いきなり身動きが取れない。

「ヤバいもう無理！　本気で無理！　ギブアップ！」

「真人はギブ禁止よ！　これは、あんたのせいなんだからね！」

「もっと早くクエストを達成できていれば、早い時間に、余裕を持って、買い物ができたはずですよね、真人君」にっこり

「俺が意地を張って、ボスにぺちぺち攻こう撃げきして、挙句に倒たおせなくて、すみませんでした！　母さんに任せれば一撃なのに、無む駄だに時間をかけて、すみませんでした！」

「口先だけの謝罪とかー、やめてよねー」

「誠意が感じられませんね」

「いや誠意はあるんだけど！」

　頭を下げて謝罪しようとしても、前に人がいるので下げられないほどの、過か酷こくな混雑状じよう況きようだ。人の熱気で、熱ねつ中ちゆう症しようになってしまいそう。

　そんな中でも、真々子は非常に楽しそうだ。

「マー君、気にしなくていいわよ。こうして一いつ緒しよにお買い物できて、お母さんはとっても嬉しいわ」むにむに

「そりゃどうも！　というか、くっつきすぎだから！　ちょっと離はなれようぜ！　何とは言わないけど、母さんのが、容よう赦しやなく当たってるから！」

「残念だけど、人がいっぱいだから、離れられないわ。うふふ」むにむに

「くっ……こうなったら、さっさと買い物を終わらせるしかない！　特売の肉さえ買えれば、それでＯＫだよな！　お一人様一パックだから！」

　頭数を確認だ。真人、真々子、ワイズ、メディ。以上四名。四人で四パック買えれば……

　あれ一人足りない。「……わぁぁぁ……!?」人と人との間で、ばたばたと、必死にもがいている手が見える。「ちょっ!?」「ポータちゃん!?」のみ込まれて迷子になる前に、ワイズとメディが慌てて引っ張り出した。

　兎とにも角かくにも、大混雑。

「みんな一緒に動くのは、ちょっと大変かしら……」

「だったらさ、あたしたちは、適当なところへ避ひ難なんして待機するとか、どう？」

「賛成です。個数制限のお肉は、お会計の時に人数が揃そろっていれば大だい丈じよう夫ぶでしょうからね」

「自分も賛成ですぅ……あ、でも、ママさんにだけ、大変なことをお願いするのは……」

「それは大丈夫よ。こういうのは、いつものことだから。遠えん慮りよなく任せてね」

「これが、いつものことって、鍛きたえられすぎだろ母親……ま、まあいいや。そういうことなら！」

　真人は辺りを見渡して、避難場所を、鼻で発見した。

　試食コーナーだ。買い物客の移動を妨さまたげない位置に、小さなテーブルが置かれている。ホットプレートで何か焼いているようで……香かおりからして、たぶん肉だ。

　とてもいい匂においを放っているが、客は買い物を優先しているため、その周囲が空いている。

「戦略的撤てつ退たいだ！　ワイズ、メディ、ポータ！　以上三名は、俺に続け！」

「「「いえす・さー！」」」

　真人たちは軍人のように勇ましく、「すいません。すいません。ちょっと失礼します」ものすごく低姿勢で、人ひと混ごみをかき分けて、目標地点になんとか到とう達たつした。

　試食コーナーを管理している中年の女性が、人ひと懐なつこい笑顔で迎むかえてくれた。

「あら、いらっしゃい。お一ついかが？」

「あ、ども。いただきます」

　試食用の、一口サイズのベーコンを食べた。美味おいしい！　だが夕食前の胃い袋ぶくろを満たすには、量があまりに少ない。余計にお腹なかが空すきそうだけど。

　とにかく安全地帯だ。人と密着することなく立っていられる場所で、真人たちは肩かたを並べて、ホッと一息吐ついた。

　その様子を見て、試食コーナーの女性が楽し気に笑っている。

「お疲つかれ様ね。みんなでお買い物？」

「まあ、そんな感じなんですけど、母さんに任せることにしました。この状態で買い物とか、無理です」

「この時間の買い物は、慣れていないと、厳しいわよね。……それで、あなたのお母さんは、どちらに？」

「あちらです」

　真人が指さした先、精肉コーナーには。

「ひき肉と、バラ肉も買っておこうかしら……ちょっと失礼しますね……あらあら、ブロックも安いわ……ちょっと失礼しますね」

　購こう入にゆう目標をロックオンした瞬しゆん間かん、押し合いへし合いの客の間から、素早く手を伸のばし、ターゲットを回収。目にも留まらぬ早はや業わざで、順調に買い物していく真々子がいる。

　真々子はそのまま、人混みなんて関係ないように、素早い移動で鮮せん魚ぎよコーナーへ向かっていった。

「へぇ……あの身のこなし……全ぜん盛せい期きの私と、いい勝負かも……」

「え？」

「ふふふ。独り言よ。気にしないで。……それより、あなたのお母さんって、あの大おお好すき真々子さんだったのね。お買い物のテクニックも、お見事だわ」

「いや、それほどでもないと思うんですけど……」

「それほどでもあるわよ。ほら真人。息子むすことして胸を張りなさいよ」

「真人君より真々子さんの方が、明らかに有名で、悔くやしい気持ちはわかりますけど」

「なあメディ？　そういうことは、はっきり言ってくれなくていいんだぜ？」

「食材屋さんは、ママさんが一番得意なフィールドです！　ママさん無む双そうです！」

「まあ、そうだな……こういう場所は、母さんの独どく壇だん場じようで、母さんのための領域だと言っても、過言じゃないから……」

　息子として、たまには素直に褒ほめ称たたえてやろうかと、真人が思った瞬間だった。




「ふん、笑わせてくれる……ここは俺のテリトリーだ」




　唐とう突とつに、声が聞こえた。

　年ねん齢れいは二十歳はたちくらいだろうか。マフラーで口元を隠かくしている青年が、真人たちのすぐ前を通り過ぎていく。

　マフラー青年は早歩きで、濁だく流りゆうの如ごとき人の流れを、誰だれにもぶつかることなく逆流して、そのまま店の入り口から外へ出て行った。

「うわすご。何よ、今の人」

「ママさんみたいに、上手に人を避けていました！　すごいです！」

「常人離れした身のこなしでしたね……何か言っていたようですが、なんと言っていたのですか？」

「ああ、えっと……『ここは俺のテリトリーだ』って、言ってたけど……」

　その一言は、食材店は真々子の領域だと言った真人への、当てつけだったように思える……

　と、そんな時。

「お客様、すみません！　緊きん急きゆうの用件で、申し訳ございません！　ちょっと前を、失礼いたします！　通していただけますか、すみません！」

　青年からだいぶ遅おくれて、今度は、店員のエプロンを身に付けている、ちょび髭ひげの中年男性が、客にぶつかりながら大おお慌あわてでやってきた。

「ああ、そこの君たち！　マフラーを巻いた青年が、ここを通らなかったかい!?」

「通りましたよ。すごい速さで、さっさと店から出て行きましたけど……」

「なんと！……くっ、今日も逃にげられてしまったか……」

　真人が教えると、男性は膝ひざをついて、がっくりと項うな垂だれてしまった。

「大丈夫ですか？……一体、何が……」

「あまり大きな声では言えないけどね……あれは、万引きの常習犯なんだよ！」

　ちょび髭の男性は、一枚のカードを見せてきた。【豚ぶたバラ肉を一パック、盗ぬすませてもらった。マフラーを巻いた青年より】という文章が書かれている。

「随ずい分ぶんと前から、うちの店がターゲットにされていてね！　今日こそは、とっ捕つかまえてやろうと思っていたのに！　なんてこったい！」

「あの、落ち着いてください。声が大きいですから。周りのお客さんたち、思いっきり見て聞いてますから」

「こうなったらもう、こちらも本気を出すしかない！　警備員を雇やとうことにしよう！　冒ぼう険けん者ギルドに依い頼らいを……おお、よく見たら、君たちは冒険者じゃないか！」

「え？……あー、まあ、あたしたち冒険者だけど……」

「お安くしておきますよ」にっこり

「話が早くて助かるよ！　それじゃ……ああ、もしかして買い物の途と中ちゆうかな！　だったら、そちらの用件が済み次し第だい、バックヤードまで来てくれるかい！　契けい約やく書しよを用意して、待っているから！」

　メディの腹黒美少女スマイルで、話がまとまってしまった。

　ちょび髭の男性は大喜びして、客と適度にぶつかりながら、店の奥へ去っていった。

「メディ……」

「いいではありませんか。人助けですよ。勇者一行の使命です」

「まず代金を交こう渉しようしておいて、人助けとか。やっぱいい根こん性じようしてるわー。……でもまあ、やらないとは言わないけどね」

「万引きは、悪いことです！　自分、許せません！」

「だな。それじゃ、母さんと合流して、買い物を済ませたら、店のバックヤードへ移動だ。……と、その前に」

　試食用のベーコンをいくつか貰もらって、空腹を誤ご魔ま化かしておこうかと、真人が振ふり返ると。

「……あれ？」

　試食コーナーが、忽こつ然ぜんと消えている。係の女性もいない。

　焼いたベーコンの香りだけが、その場に残されている。

「え？　あれ？　試食コーナーがなくなってるじゃん」

「本当ですね……係の方の姿も……」

「店員さんと話している間に、試食が終わって帰っちゃったんでしょうか！」

「撤収したとしても、すぐ傍そばにいた俺たちが全く気付かないとか、あるか？　物音も何もなかったぞ？」

　係の女性は、手を伸ばせば届くほどの距きよ離りにいた真人たちに気付かれることなく、試食コーナーを畳たたんで、大混雑している店の通路を、目もく撃げきされることなく速すみやかに去っていった？

　普ふ通つうに考えて、あり得ない話だが……

「どういうことだよ。マジで謎なぞすぎるぞ」

「そうね。なんだか不思議な話ね」

「だよな……って……おわっ!?　母さん!?　いつの間に!?」

　ふと気付くと、真人のすぐ隣となりに、食品が山ほど詰つめ込まれた買い物カゴを提さげている真々子がいる。ほんの一瞬前までは、いなかったはずなのに。

「うちの母親まで、なんなんだよ……」

「つまり、さっきの人も、真々子さんレベルってこと？」

「先ほどの方も、買い物スキルを極限まで高められた方で、特とく殊しゆな移動スキルなどを使用できた、ということでしょうか……そういうことでしたら、多少は納なつ得とくできますね」

「ママさんレベルの行動力なんて、すごいです！　自分、尊敬します！」

「母親補正か……まあ、そういうことなら……そうなのかもな」

　ひとまず、そういうことで納得しておく真人たちだった。







　買い物を済ませた真人たちは、約束通り、バックヤードを訪ねた。

　間仕切りで仕切られているだけの、簡単な事務スペースに通されると、真人たちが出会ったあの人、ちょび髭の中年男性が笑え顔がおで迎えてくれた。

「どうも。お邪じや魔まします。先ほどの者ですけど……」

「ああ、君たちか！　待ってたよ！……って、あれ？……そちらの方は、大好真々子さんではありませんか!?　え、どうして真々子さんがこちらに!?」

「息子のマー君が、こちらのお店で警備のお手伝いをするそうで、できれば私も一いつ緒しよにお手伝いさせてもらえたらと……」

「なんと！　真々子さんも、ご協力してくださると！　いやー、これは有あり難がたい！　これはもう、勝ったも同然ですな！　いやー、素す晴ばらしい！」

　真々子、大だい歓かん迎げいである。

「真人。今の気分は？」

「バイトの面接に、母親がついて来て、当人を差し置いて即そつ決けつ採用された的な感じかな」

「一言で言えば、やるせない、ですね」

「うん。それ」

　零こぼれ落ちそうになった涙なみだを拭ぬぐって、気き丈じように微笑ほほえむ真人だ。

　気を取り直して。

「それじゃ早さつ速そくだけど、仕事の説明を……と、その前に、簡単だけど自己紹しよう介かいしておこうかな。私はこの店の店長で、従業員からは〝ちょび髭店長〟と呼ばれているよ」

「見たまんまですね」

「ははは。あだ名なんて、そんなものだよ。では、まずこちらを」

　ちょび髭店長は、真人たちに書類を配った。

　書類には、およそ一ヶ月分の日付が書かれていて、それぞれの日に、一個以上の商品名が記き載さいされている。

　さらに、【眼鏡青年】【頭ず巾きん老ろう婆ば】【麦わら帽ぼう子しの子供】などといった記述もある。

「これは……？」

「犯行状じよう況きようをまとめたものだよ。腹立たしいことに、相手は必ず、犯行声明を書いたカードを残していくから、何を盗とられたか、わかるんだ」

「一ヶ月間、毎日、一日も休まず万引きしているのね……」

「時間は決まっていませんが、一日一回、必ず万引きしに来るんですよ。きっちりと」

「この【頭巾老婆】とか【麦わら帽子の子供】っていうのは、なんなの？」

「それもカードに記載されていた情報だよ。〝こんな姿で来店して万引きしたけど、お前ら気付かなかっただろ。ぷぷー〟という挑ちよう発はつ行こう為いだろうね。ホント腹立たしい奴やつだよ」

「相手は変装の達人ということですか……性別を変えたり、子供の姿にまでなれるということは、変化魔ま法ほうを使用している可能性がありますね」

「他ほかに何か、気になる情報はあるでしょうか！」

「他には……ああ、そういえば……」

　ちょび髭店長は、ふと小首を傾かしげた。

「万引きされるようになってから、毎日、過不足金が発生するようになったかな」

「過不足金？」

「ちょうど、万引きされた品の代金分くらい、売上金が多いんだ。……でもまあ、これは別に関係のない話かな。万引き犯が、こっそり代金を置いていくわけがないし」

「まあ、そうですね。なら普通に買えよって話ですからね」

「その通り。というわけだから、提供できる情報は以上かな。……それじゃ、今日はもうやられてしまったから、明日の朝から警備を頼たのむよ。これにサインを」

　宣言通り、本気で契約書が用意されていた。真人たちに一枚ずつ、配られる。

「ちゃんとしてますね……」

「必要なことだからね。ちゃんとしないと。……ああそうだ。真々子さんには、もう一枚、サインをしてもらおうかな」

「あら、なんのサインかしら」

「いやいや、そんな大したものじゃないんですけどね。お子さんたちはまだ未成年ということで、保護者の方の同意書というか、まあそういうものだと思っていただければいいかなと」

「それは必要ね。ちゃんとしないといけないわ。……どれにサインすれば……」

「どうぞ、こちらに」

　そう言って、ちょび髭店長は、身に付けていたエプロンを脱ぬいで、真々子の前に置いた。

「えっと……サインって……」

「雇い主に対して、こんなこと言ったら失礼ですけど……おい、お前。ちゃんとしろ」

「どうか！　どうか真々子さんのサインを！　どうか！」

　正座して、目に涙を浮うかべて、あまりに本気すぎる懇こん願がんだった。







　翌日。

　宿屋を後にした真人たちは、一路、大型食材店へ向かった。

　商品搬はん入にゆうで慌あわただしいバックヤードに顔を出すと、真々子のサイン入りエプロンを身に付けたちょび髭ひげ店長が、幸せいっぱいの笑みで迎むかえてくれた。

「ようこそ、皆みなさん！　待っていたよ！　どうぞよろしく！」

「こちらこそ、よろしくです。……それじゃさっそく警備の仕事を、と思ったんですけど、まだ開店前ですよね」

「そうだね。営業開始まで、まだ時間があるから、そこの事務スペースで待機してもらって……ああ、いや……その前に……」

　ちょび髭店長は、真人たちの姿を見て、何やら考え込んでいるようだが。

「あー……もしかして、俺たちの恰好だとマズいですか？」

「ちょっと悩なやむところだね。冒険者のお客さんも、来ることは来るけど、あまり多くないから……」

「場合によっては、あたしたちが、他のお客さんから、不ふ審しんに思われるかもしれないわけ？」

「警備員がいて、防犯態勢は万全だと、はっきり見せつける方が、万引きの抑よく止し力りよくになるかと思いますけど……」

「でも他のお客さんが気にして、買い物しづらくなっちゃうのは、よくないと思います！」

「そう。その通りなんだよね。店として難しいところなんだよ。……さて、どうしたものか……」

「だったら、変装するのはどうかしら」

　真々子が提案すると、待ってましたとばかりに、ちょび髭店長が大きく頷うなずいた。

「やはり、それがいいでしょう。……ということで、こんなこともあろうかと、ちゃんと用意しておいたよ」

　ちょび髭店長は、事務スペースに駆かけ込んで、店員用のエプロンを抱かかえて戻もどってきた。

　真人、ワイズ、メディ、ポータに、それぞれ一枚ずつ貸たい与よされた。エプロンは以上。

「店員のフリして警備ですか。まあ無難なところですね」

「店内を巡じゆん回かいするついでに、例えば商品の整理整せい頓とんとか、補ほ充じゆうとか手伝っても、これなら不自然じゃないね。もちろん、やれとは言わないけど。言わないけどね」にっこり

「俺たちの良心に付け込んで、人件費を浮かせる気だな、この人」

「ねえマー君。お母さんはエプロンを配られていないんだけど……」

「ご心配なく。真々子さんにも、変装用の装備をご用意していますよ。……こちらです！」

　ちょび髭店長は、つい先ほど搬入されてきたばかりの、ちょっとした部屋くらいのサイズがある巨きよ大だいコンテナを開いてみせた。

　中には、一いつ般ぱん的な町人の服の他に……ドレス、看護師服に巫み女こ服、着ぐるみなど、様々な服がずらりと並んでいる。

　真人がジト目で見つめると、ちょび髭店長が慌てて顔を逸そらした。

「母親のコスプレで、息子むすこがどれほどのダメージを負うか、あなたは考えたことがありますか？」

「息子さんの気持ちは……まあ知ったことではないけどね！　ははは！」

「思い知らせてやりましょうか？」ピキピキ

「まあ落ち着こう！　ね！　真々子さんの七しち変へん化げを生で見たいとか、そういうことではなくてね！　ほら、真々子さんは有名人だから！　生なま半はん可かな変装だと、すぐにバレて、騒さわぎになっちゃうから！」

「それはまあ、そうかもね。だって真々子さんだし」

「真々子さんがいると知ったら、万引き犯が恐おそれをなして、逃とう亡ぼうしてしまう可能性もありますね」

「犯人を捕つかまえるためにも、ママさんは、ちゃんと変装した方がいいと思います！」

　女子たちは、尤もつともらしいことを言いつつ、「これ良くない？」「それもいいですね」「あれも可愛かわいいです！」犯人確保とか関係なく楽しそうだ。

　で、当の本人は。

「それじゃマー君。お母さんは、マー君がびっくりするような変装をしてみせるわね。楽しみにしていてね。うふふ」

「頼むから、お願いだから、目的を見失わないでくれよ……頼むから……」

　誰だれよりもわくわくしている真々子に、不安しか感じない真人だった。







　そうして、開店時刻になった。警備開始である。

「あ、いらっしゃいませ！　えっと……どうぞごゆっくり、お買い物をお楽しみください！」

　真人は、モップで床ゆか掃そう除じをしながら、店の入り口付近を巡回して、本日一人目のお客様をお迎えした。

　中年の女性だ。おそらく主婦だろう。軽く会え釈しやくして、足早に歩いていく。

　なんの変へん哲てつもない、普ふ通つうの客に見えるが、もしかして……？

「（……いや、たぶん違ちがうな）」

　根こん拠きよはない。あくまで直感的に、シロだと判断して、真人は一人目の客を見送った。

　続いて、ベレー帽ぼうをかぶっている若い男が入店した。

　昨日、真人たちの前を通り過ぎた青年と、同じくらいの年ねん齢れいだが、顔形が明らかに違う。

　だが相手は変装の達人らしい。もしかすると……？

「（そうかもしれない。でも、違うかもしれない。……でも……）」

　とりあえず、掃除をするフリをして、真人は後をつけることにした。

　ベレー帽男は、きょろきょろと、落ち着きなく店内を眺ながめている。ちょっと怪あやしい。

「（これはクロか？……とりあえず、声をかけてみるべきか……？）」

　それで当たりだったら、どうなる？　もちろん抵てい抗こうされるだろう。戦せん闘とうか。

　今の真人は、剣けんを所持していない。攻こう撃げき力が低いモップで応戦するしかない。

　防具は、店員のエプロンのみ。刃は物もので刺さされたら、一撃死の可能性もある。

「（くっ……いきなり、命いのち懸がけかよ……）」

　ベレー帽男は、後をつけている真人に気付いていない。先手を取るべきか。

　背後から、モップでガツンと、先制攻撃すれば、速すみやかに取り押さえられるだろう……モップの柄えを握にぎりしめて、チャンスをうかがって……！

　と、その時いきなり、真人の脳天に、白菜がずどんと叩たたきつけられた。芯しんの部分は硬かたくて痛い。

「おわっ!?……な、なんだ!?　不審者の攻撃か!?」

「何言ってんのよ。あんたこそ不審者よ」

　白菜アタックをかましてくれたのは、ワイズだ。店員に扮ふんして、野菜コーナーで陳ちん列れつのお手伝い中である。

「本気で警けい戒かいしすぎ。もうちょっと自然体を心がけなさいよ」

「お、おう。すまん。力が入りすぎてたか……」

「それから、店の入り口ばっか掃除しすぎ。もっと店内をくまなく回りなさいよね。入り口は、あたしがちゃんと見ておくから。……あ、いらっしゃいませー！」

　次々と訪おとずれる客へ、ワイズが愛想よく挨あい拶さつしていく。

　同時に、商品陳列も素す早ばやくこなしている。まるで本当の店員のように滑なめらかな動きだ。

「……お前、なんか慣れてる感じだな」

「まあね。スーパーでバイトしたことあるし」

「あ、そうなんだ……へー……」

　バイト経験がない真人は、すごく負けた気がして、大人しく引き下がるしかなかった。

　野菜コーナーから、精肉と鮮せん魚ぎよコーナーを経へて、総菜コーナーへ。真人は食材店のメインルートをモップがけしながら移動していく。

　まだ商品が並べられていない総菜コーナーまで来ると、先ほどのベレー帽男を発見した。

「あの、すいません。調味料のコーナーって、どの辺ですか？」

「調味料でしたら、店内中央の、棚たなが並んでいるエリアです。棚の上に、案内の看板が表示されていますから、詳くわしい場所はそちらでご確かく認にんください」

「棚の上に看板……あー、色々と書いてありますね。わかりました。どうも」

　案内をしたのは、メディだ。

　ベレー帽男が歩き去ったのを見計らって、真人は恐る恐る、メディに近寄った。

「メディも、何気に慣れてる感じだな。もしかして経験者だったり？」

「こういったアルバイトの経験はありませんよ？　ごく普通に、聞かれたことに対して、返答しただけです」

「あ、そうなんだ……普通にできるって、すごいな……」

「簡単ですよ。普段通り、できることをやるだけですから。真人君は難しく考えすぎです。リラックスしていきましょう。……さてと、私は試食コーナーの準備を……」

「待て早まるなっ！」

　メディに料理をさせたらダメだ！　物体Ｘが生産されて、下手をすれば死人が出る！

　と、真人が全力で止めようとすると、メディは美少女スマイルを浮うかべて、足の小指をピンポイントでぐりぐり踏ふみつけてきた。すごく痛い。

「私はあくまで、場所のセッティングをするだけです。実際の調理は、調理担当の方にお任せしますから、ご心配には及およびませんよ」ぐりぐり

「あ、そうなんだ。ほっ。それはよかった痛いですごめんなさいごめんなさい」

「本気で安心しているところが、なおさら許せませんけど……それはさておき、ちょっと気になることがあるんです」ぐりぐり

「気になること？」

　真人の足を踏む圧力は、一いつ切さい、緩ゆるめないまま、メディは小首を傾かしげた。

「店員の方のお話によると、こちらのお店では、総菜コーナーでのみ、試食を出すらしいです。他ほかのコーナーでは、これまで一度も、試食を出したことがないそうです」

「え？……いや、昨日、肉のコーナーでやってたじゃんか。いつの間にか消えてたけど」

「ですよね。その通りです。実際、精肉コーナーで催もよおされた試食について、お客様から感謝の声が寄せられたこともあるそうです。……ですが、お店としては、一度たりとも、やったことがないと」

「それって……どういうことだ？」

「どういうことでしょうか……」

　わからない。メディに倣ならって、真人も小首を傾げた、そんな時だった。

　店の中央部、棚が列を成しているエリアで、ガシャンッ！　と何かが割れた音がした。

「やっちまった感じだな！　ちょっと見てくる！」

　今こそ真人の出番だ。モップレースさながらに、全速力で急行する。

　右見て、左見て、現場を探して棚の列を進んでいくと……発見。飲料コーナーだ。床ゆかに、割れた瓶びんの破は片へんが散乱して、柑かん橘きつ系の香かおりがするジュースの水たまりが広がっている。

　酷ひどく慌あわてている年配の女性と、小さな店員さんの姿がある。

「ごめんなさいね！　わざとじゃないんだけど！」

「わかりました！　自分が掃除します！　お任せください！」

「おっと、先を越こされたか」

　ポータがすでに対応中だ。箒ほうきと塵ちり取とりで、瓶の破片を回収している。

　真人もすぐに加勢する。

「ポータお疲つかれ……じゃなくて……お客様、大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がとかは……」

「怪我はないわ！　それはいいんだけど、本当に、ごめんなさいね！　カゴが当たっちゃったみたいで！　わざと落としたわけじゃないんだけど！」

「あ、ああ、はい。どうか落ち着いてください。大丈夫ですから……それで、えっと……弁べん償しようとか、そういうのは……」

「ええっ!?　わざとじゃないんだけど、やっぱり弁償しないといけないのかしら!?」

「うっ……そ、それは……」

　どうなのだろう。女性客に、思いっきり詰つめ寄られて、真人が戸と惑まどうと。

　すかさず、ポータが前に出た。

「事故の場合は、お金を貰もらわなくていいです！　店長さんが言ってました！」

「あら、そうなのね！　そうよね事故だものね！　それじゃ失礼するわね！」

　女性客は、心から安あん堵どした様子で、そそくさと去っていった。

　瓶の破片を全すべて回収して、ジュースをモップで拭ふき取って、掃除も完かん了りようした。

「ポータ、ぐっじょぶ。上手うまく対応できたな」

「はい！　できました！」

「でもって……俺は自分の体ていたらくに、すごくがっかりだ……」ずーん

「確かに、真人君の対応は残念でしたね。減点対象です」

「軽々しく『弁償』とか言っちゃダメよね。真人失格」

「すみません。ダメ出しのために、わざわざご足労いただきまして……というか……」

　ワイズとメディだけではない。周囲を見み渡わたすと、ちょび髭ひげ店長をはじめ、他の店員も、あちこちから顔を覗のぞかせて、物音がした現場の様子を見ているようだ。

　みんなに見られて、責められているようで、真人はもう情けないやら恥はずかしいやら……

「（……ん？　あれ？　ちょっと待て？）」

　店にいる店員の、全ての視線が、ここに集まっている。

「ていうかさ、何この列。商品が正しく陳列できてないじゃん。なってないわー」

「そちらの瓶も、あちらの瓶も、注ぎ口の部分が、妙みように棚から出っ張っていますね」

「カゴが引っ掛かかっちゃっても仕方ない状態です！　自分が全部、直しておきます！」

　瓶が棚から出っ張っていて、誰かが引っ掛けて落としかねない、飲料コーナー。

　刹せつ那な、真人は理解した。

「ヤバい！　これは、物音を立てて、店員の視線をここに集めるための罠わなだ！」

　その言葉に、ワイズたちが、ちょび髭店長たちが、してやられた状じよう況きように気付き、慌てて動き出した。

　おそらく万引き犯は、この瞬しゆん間かん、犯行に及んでいる。

　ちょび髭店長以下、店員たちはそれぞれの持ち場に戻もどり、不ふ審しん者がいないか、目を光らせている。店内の監かん視しは任せるとして。

「俺たちは逃にげ道を塞ふさぐぞ！　いくつある！」

「入り口と、出口で、まず二つね！」

「店員用の通用口が使われる恐おそれもあります！　総菜コーナーに一つ！　それから、精肉と鮮魚コーナーの間に一つあって……」

「野菜コーナーにもあります！　全部で五つです！」

「俺たちは四人……あと一人、いてくれないと困るんだが……誰だれか、母さんを見たか！」

「着き替がえ終わったら来るって言ってたけど、まだ見てないわ！」

「ったく！　何やってんだよ！」

　とにかく四人で手分けして、逃とう走そう経路を押さえるしかない。誰をどこに配置するか。

　真人が指示を出そうとした、その刹那。




「お客様のお探し物は、それなのね。普段より、ちょっと安くなってるから、お得よ」




　この期ごに及んで、普ふ段だん通りに穏おだやかな、真々子の声が聞こえた。

　すぐ隣となりの列からだ。

「おい来てたのかよ！……おい母さん！」

　真人が急いで移動すると、いた。真々子だ。

　謎なぞの修道女に扮した真々子が、小麦粉の袋ふくろに手を伸のばしているベレー帽ぼう男に、にっこりと微笑ほほえみかけている。

　謎の修道女、真々子だ。精神的にノーガードで見てしまった真人は、頭が痛くて死んでしまいそう。

「……おい……よりによって、なんでその服をチョイスしやがった……」

「あらマー君。ね、この変装はどうかしら。一度着てみたいわって、思ってたから、思い切って着てみたのよって、お知らーせするわ。うふふ」

「お知らーせしてくれなくていい！　そんなこと言ってる場合じゃなくて……！」

　と。

「あの、すいません。ちょっと急用を思い出したんで、帰ります。通してもらっていいですか？」

「あ、ああ、はい！　騒さわがしくてすいません！　どうぞ！」

　真々子と真人の間に挟はさまれていたベレー帽男が、小麦粉の袋を抱かかえて、俯うつむきながら去っていく。

　真人が何気なく目で追うと、ベレー帽男は会計コーナーに向かい、代金を払はらって、出口から出て行った。

「ねえマー君。ちゃんとお金を払うなら、お客様よね」

「そうだな。少なくとも、あの人は客だったな。……でも、店に万引き犯が来てるのは間ま違ちがいない！　着替えさせたいけど、今はそんな暇ひまないからな！　母さんも警備に参加してくれ！」

「あらあら。それじゃ、お母さんもお仕事するわね」

　真人たちは各自、逃走経路を塞ぐために散開した。







　その頃ころ、大型食材店付近の路地裏では。

「くそっ……完かん璧ぺきなタイミングだったはずなのに、なんで気付かれた……」

　ベレー帽男が、小麦粉の袋を投げ捨てて、懐ふところから一枚のカードを取り出した。

【小麦粉を一袋、盗ぬすませてもらった。ベレー帽の青年より】

　その犯行声明文は、文言通りに達成されていない。

　カードを破り捨てて、ベレー帽男は歯は嚙がみする。

「あれが大好真々子か。噂うわさ通り、並の母親じゃないみたいだな。厄やつ介かいな相手だぜ。……だが、それならそれで、都合がいい。腕うで試だめしには絶好の相手だ」

　ベレー帽男は悪質な笑みを浮かべて、物もの陰かげに身を潜ひそめた。







　時は経たち、時刻は昼前。

　労働基準法に基もとづき、軽く休きゆう憩けいを取った真人たちは、再び売り場に出る。

「結局、誰も捕つかまえられなかったけど、万引きは防げたと思っていいんだよな？」

「いいんじゃない？　犯行声明は見つかってないみたいだし」

「独自の美学をお持ちのようですからね。痕こん跡せきが残されてないということは、不発に終わったということで……ただし、また来るということです」

「一日一回、絶対に万引きするみたいです！　まだまだ注意が必要です！」

「だな。というわけで」

　エプロンの紐ひもを結び直し、気を引き締しめる。

　先ほどの騒ぎの際は、人数不足でちょっと慌ててしまったが、今度は大丈夫だ。

　真人たち四人に加えて、ちゃんと真々子もいる。

「頑がん張ばって警備しましょうね。悪いことしたら、お母さんが逮たい捕ほしちゃうわよ」ピピーッ！

　ミニスカートから、タイツ脚あしがすらりと伸びている、女性警察官に扮ふんした真々子である。

「もうただのコスプレだ……こうなる予感はしてたんだよ……はぁ……」
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「あらマー君。ため息なんか吐ついて、疲れちゃったのかしら。元気出しましょう」ピーッ！

「誰よりも俺を疲れさせているのは、母さんだぞ。つーか、うるさいから。いちいちホイッスルを吹ふくな」

「あら、ごめんなさいね」……ピ～……

「だから！」

　真々子は、何気にホイッスルが気に入ったらしい。まあとにかく。

　警備再開だ。

　店内の客数は、朝の時点よりも多い。昼前ということもあって、特に、弁当が並べられている総菜コーナー周辺が混雑している。

「店長さんがまとめたリストによると、この時間は、お弁当を盗まれることが多かったみたいね」

「他の場所は、常にお客様の目がありますから、万引きしにくいでしょう。私たちは総菜コーナーに集中してよさそうです」

「よし。混乱に乗じて万引きされないよう、特別警けい戒かいを……したいんだけど……」

　総菜コーナーまでやってくると。

　現場は男だらけ。

「おい、押すなよ！　てめえ、ぶっ殺すぞ！」

「邪じや魔まだっつーの！　死にてぇのか！」

「それは俺の焼肉弁当だぞコラァ！　あぁん!?　やんのか!?」

　筋肉ムキムキの、肉体労働者たちが押し寄せて、弁当を奪うばい合っている。まるで暴動のようだ。総菜コーナーのみならず、店自体も壊こわれそう。

　真人たちの顔が、サーッと青ざめる。

「これさ……巻き込まれたら、ただじゃ済まないぞ……」

「でも警備しないとです！　自分、なんとか割り込んで、ちゃんと監視します！」

「いや待ってポータ！　さすがにヤバいから！　ぺしゃんこにされちゃうってば！」

「ひとまず周囲から監視しましょう！　それしかありません！」

　とは言うものの、騒ぎの外側からでは、筋肉の壁かべに阻はばまれて状況がわからない。

「（くそっ！　これって、絶好の万引きチャンスだよな！）」

　もしかしたら、この瞬間、男祭りに紛まぎれ込んだ万引き犯が、服の中に弁当をこっそり押し込んでいる可能性もある。真人は気をもむ……

　と、その時、ホイッスルの音が高らかに響ひびいた。

「こらこら、喧けん嘩かしちゃダメよ。みんないい子で、ちゃんと並びましょうね」ピピーッ！

「おい何やってんだうちの母親」

　お母さんミニスカポリス出動だ。ピッピーピッピピーと、リズミカルにホイッスルを吹き、総菜コーナー前の交通整理を始めている。

　だが男たちは空腹で気が立っている！　そんなこと言われて従うわけが……！

「おいマジかよ！　真々子さんじゃねぇか！」

「お前ら、並べ並べ！　いい子で並んだら、きっといいことあるぞ！」

「うふふ。それじゃ、お母さんお巡まわりさんが、お弁当を配ってあげようかしら。ちゃんと、お野菜も一いつ緒しよに食べましょうね」

「「「あざーすっ！」」」

　屈くつ強きような男たちが、いい子になって一列に並んだ。お母さんミニスカポリスによる、お弁当手て渡わたし会が始まった。

「混乱してたのが、見事に落ち着いたわね」

「やはり真々子さんですね。……それでは真人君も、どうぞ」

「絶対に並ばないからな。何が悲しくて、警官コスの母親から飯を貰もらわにゃならんのかと……ん？」

　真人は偶ぐう然ぜん、目もく撃げきした。

　全身傷だらけの厳いかつい女が、列に並び、密ひそかに手を伸ばして、野菜パックを取ろうとしているようだが……次の瞬しゆん間かん、真々子が何気なく、その野菜パックを手に取って、他ほかの客に配った。

　結局、傷だらけの女は、何も手にすることがなかったが……？

　真人は少し考えて、問題の女に声をかけた。

「あの、ちょっといいですか？　今、何かしようと……」

「えっ!?　あ、いや、今のはその……悪いことしたら、お母さんお巡りさんが逮捕してくれて、お仕置きをしてくれるかなーって！　ちょっとした出来心で！」

「あーはい、そっち系の方ですか。了りよう解かいです」

　特とく殊しゆな趣しゆ味み嗜し好こうの持ち主のようだ。下手に関かかわらない方がいいだろう。

　真人が下がって注目していると、傷だらけの女は真々子から弁当を受け取って、ちゃんと会計を済ませて店から出て行った。

「ねえ真人。あんたもしかして、ああいう人がタイプなの？」

「馬ば鹿かなこと言ってんじゃねーよ。なんかちょっと怪あやしいかなって、思ったんだけど……まあ気のせいだったな」

　気を取り直して、仕事だ。総菜コーナーは真々子に任せて、真人たちは別の場所の警備のために散開した。







「……くそっ！　またかよ！」

　傷だらけの女は、路地裏に駆かけ込んで、犯行声明のカードを破り捨てた。【野菜パックを一つ、盗ませてもらった】という文章が散り散りになり、舞まい落ちる。

「何気に息子むすこも、いい勘かんしてやがるけど、やっぱ大好真々子だな！　こうなったら、本気を出すしかない！……成功率百パーセントの秘策で、次こそは……くっくっく！」

　弁当と野菜パックを、一気に平らげて、傷だらけの女は悪あしき笑い声を上げた。







　再び時が経ち、夕方になった。恐きよう怖ふのピークタイムだ。

　真人たちの様子を見に来たちょび髭ひげ店長が、とても心配そうに声をかけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶかな……あまり長い時間、未成年者を働かせていると、法律的にマズいんだけど」

「そういう心配ですか。まあ大事なことですけど。……でも任せてください。ここまできたら、仕事抜ぬきで、俺たちの意地にかけて、絶対に捕まえたいんです」

「わかった。それじゃ、お言葉に甘えて……ぅああああっ!?」

「ど、どうしたんですか!?　まさか犯人が来たんですか!?」

「私の大事なエプロンに、汚よごれがああああっ！　いつの間にいいいいっ!?」

「バックヤードに引っ込んで、染しみ抜きでもしててください。邪魔です」

　真々子のサイン入りエプロンを抱だきしめて、ちょび髭店長は泣きながら去っていった。

　気を取り直して、警備だ。

　昨日同様、店内は大混雑している。自由に身動きが取れないため、真人たちは各おの々おの、出入り口に待機して、会計コーナーを通らず出ていこうとする人に声をかける作戦を実行している。

　店の入り口にワイズ。野菜コーナーの通用口にポータ。総菜コーナーにメディ。そして真人は、精肉と鮮せん魚ぎよの間の通用口を担当だ。

　混雑していても機き敏びんに動ける真々子は、遊ゆう撃げき部隊として店内を巡じゆん回かいしている。

　メイン通路をゆっくり大移動している人々の中に、紛れ込んで……

「うふふ。マー君、お母さんよ。わかるかしら」

「わかりたくない」

　真人の前を、マスクとサングラスとチャイナ服を着用している人が通り過ぎていったが、見なかったことにした。

　と。

「……ん？　なんだか、いい匂においがするな」

　焼いたベーコンの香かおりだ。出所は、精肉コーナーの端はじっこ。

　いつの間にか、試食コーナーが設けられていて、中年の女性が客に試食品を配っている。

「（昨日と同じ人だな……ふむ……）」

　すぐに違い和わ感かんを覚えた真人は、人ひと混ごみをなんとか通り抜けて、問題の女性に近寄った。

「どうも。お疲つかれ様です。昨日もお会いしましたよね」

「そうね。また会ったわね。……それじゃ、お一つ……」

「いえ、その前に聞かせてください。この店では、総菜コーナー以外では試食を出さないらしいですけど……」

「その通りよ。これは、店員でもなんでもない私が、勝手にやっているだけ」

「……昨日、あなたに会った直後に、万引き犯を見たんですけど」

「あら、いいところに気付いたわね。そうよ。無関係とは言わないわ。たとえば、店員や客の注意を引き付けるためにやっている可能性もあるわね」

　女性は、微み塵じんも動どう揺ようせず、にこやかに微笑ほほえんだまま、共犯の自供とも取れる発言をした。

　かなり肝きもが据すわっている。確実に手て強ごわい相手だ。

　それでも、やるしかない。万引き犯と関係がある以上、身み柄がら確保だ。

「お手数ですけど、バックヤードまで来てもらっていいですか？　詳くわしい話を……」

「あっ！　あそこに怪しい人がいるわ！」

「えっ？」

　真人と、ついでに周辺の客たちも、女性が指さした方向へ反射的に目を向けると。

「マーくーん。お母さんは、ここだぜー」

　学生用ワイシャツとズボンを着用して、男子学生に扮した真々子が、嬉うれしそうに手を振ふっている。

「なんだよ、ただの怪しい母さんかよ。……じゃなくて、おい待て！　いつの間に着き替がえたんだよ！　つーかそれ、俺の服じゃね!?……って、それどころだけど、それどころじゃなくて！」

　真人が慌あわてて振り返ると、試食コーナーが消えている。女性もいない。

　逃にげられた。

「くっそ！　なんなんだよ、あの人！……とにかく、警備を強化しないと！」

　できることは限られている。真人は急いで持ち場に戻もどって、周囲に目を走らせる。

　絶対に捕つかまえる。強い気持ちで監かん視しを続けて……

　そうしているうちに、ピーク時間が過ぎて、閉店時間を迎むかえた。







　閉店後、真人たちと店員で手分けをして、店内をくまなく調査したところ……

「犯行声明は見つからないってさ」

「ということは、何も盗ぬすまれていないんでしょうか！」

「万引き犯が、ポリシーを頑かたくなに守っているとしたら、そういうことになりますね」

　犯行を阻そ止し。真人たちは警備の任務を達成した。やったね！

　と言いたいところだが。犯人を捕まえないことには、真の解決には至らない。

「相手は万引きできなかった。俺たちは捕まえられなかった。今日は引き分けってところかな。……とりあえず、相手は複数犯の可能性がある、ってことが新たにわかった。作戦を練り直して、明日もまた警備だ」

「そうだね。よろしく頼たのむよ。それじゃ、今日の分の日当を用意するから、ここで待っていてくれるかい？」

「即そく日じつ払ばらいですか。かなり嬉しいです。店長さんが素す晴ばらしい人に思えてきました」

「はっはっは。あんまり多くは出せないけどね。それじゃ、ちょっとバックヤードへ……っと、ついでに、いくつか商品を、倉庫に下げておこうかな」

　ちょび髭店長は、売れ残りの肉や魚のパックを大量に抱かかえて、通用口から出て行こうと……

　その時。

「あらあら。ちゃんとお金を払わないとダメよ」

　普ふ段だんの服装に着替えた真々子が、ちょび髭店長のエプロンの端はしを摑つかんで、引き止めた。

「えっと、真々子さん？　私はただ、商品を下げようとしてるだけですが……」

「これは勘だけど、そうじゃないと思うわ。何かおかしい気がするの。だから、ダメよ」

「おい母さん。店長さんは、仕事の一いつ環かんとして……あれ？」

　真人はふと、ちょび髭店長のエプロンに目を留めた。

　新品同様に綺き麗れいなエプロンだ。汚れもなく、真々子のサインもない。

「……店長さん。染み抜き、上手うまくできたんですね」

「は？　染み抜き？　なんのことか……」

「染み抜きできてないよおおおおっ！　ちょっとは薄うすくなったけど、まだまだ汚れがああああっ！　誰だれか助けてくれよおおおおっ！」

　と、いきなり、ちょび髭店長がもう一人、泣きながら通用口から飛び出してきた。

　そちらの店長が手にしているエプロンは、真々子のサイン入りだ。

「くっ！　ヤバい！」

「はいアウト！　母さんの勘が正解！　お前が万引き犯だな！　身柄確保！」

　偽にせ店長は、真々子の手を振り払い、肉や魚のパックを投げ捨てて逃げようとする。

　だがそうはさせない。真人は思い切って飛びかかり、捕まえようと……！




「ここまでのようね」




　刹せつ那な、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの試食コーナーをやっていた女性が、天てん井じよう付近から忽こつ然ぜんと姿を現し、偽店長を小こ脇わきに抱えて再び飛び上がった。

　逆さまの状態で、天井に張り付いている。

「ちょっ!?　あの人、なんなの!?　忍にん者じやというか、くノ一!?」

「やっぱ共犯だったわけか！　こうなったら、二人まとめて捕まえるぞ！」

「待って。話をさせて。話をさせてくれたら、店長さんのエプロンの染み抜きをしてあげるわ」

「馬鹿なことを。そんな、どうでもいい交こう換かん条件をのむ人なんて……」

「染み抜きしてもらえる!?　みみみ皆みなさんっ！　ここは話をしていただきましょうっ！」

　ちょび髭店長が、本気の本気の超ちよう本気で止めてきた。

　仕方なく、真人たちが警けい戒かいを少し緩ゆるめると、女性は小さく会え釈しやくして話し始めた。

「この度たびは、息子がご迷めい惑わくをおかけして、本当にごめんなさい。母親として、心よりお詫わびするわ。……ほら、あなたも謝りなさい」

「ぐっ……す、すいませんでした……」

「この件は、全すべて私の責任よ。……私はかつて、その界かい隈わいでは、少し名を知られた盗とう賊ぞくをしていたの。そんな私に憧あこがれて、この子は盗賊になろうとしていて……」

「次こそは、上手くやってやるからな！　俺は母さんみたいな、すげー盗賊になるんだ！」

「だから、ならなくていいって、いつも言ってるでしょ」

「んぎゃっ!?」

　元盗賊の母親が、べしっと、偽店長の背中を引っぱたいた。偽店長の姿が、ぽわんっと煙けむりに包まれて、真人より少し年下くらいの少年に変化した。それが本来の姿のようだ。

「この子は、盗賊としての腕うでを上げるために、万引きを繰くり返していたの。親として、しっかり止めるべきだったけど……子供が憧れてくれていると思うと、少し嬉しい部分もあって……つい甘やかしてしまって、こんなことに……」

「親として嬉しくても、犯罪は犯罪ですよ。ダメだと思うんですけどね、俺は」

「真人君の言う通りよ。店に潜ひそんで、この子が盗とった分だけ、こっそり代金を置いていくようにしたけど、結局は自己満足よね」

「そういえば毎日、過不足金が出てるとか……そういうことだったんですね」

「お店に迷惑をかけたくなかったの。他ほかにも、お詫びのつもりで、自腹で試食コーナーを出したり……ああ、忘れないうちに、約束を果たしておくわ」

　元盗賊の母親は、くいっと、指先で招く仕草をした。

　すると、ちょび髭ひげ店長のエプロンに染み込んでいた汚れが浮うき上がり、元盗賊の母親の手に収まった。

「うわ……なんだ、今の」

「盗賊の上級スキルよ。どんなものでも、指先一つで盗めるわ。……でも、これも結局は自己満足。咄とつ嗟さに子供を助けてしまったけど、何をしたところで、許されないから……」

「いいえ、許しますっ！　許しますともっ！」

「「え？」」

　ちょび髭店長が、涙なみだをどばどば流しながら、無罪を言い渡わたした。

「店長さん。許しちゃっていいんですか？」

「人ひと騒さわがせだったけど、店に金銭的な被ひ害がいはない！　それどころか、親子の想おもいに触ふれて、私は感動した！　だからいいんだよ！」

「で、本音は？」

「真々子さんのサイン入りエプロンを補修してくれて、本当にありがとううううっ！」

「はいはい。そうですか。……ということなんですけど」

「で、でも……本当に、いいのかしら……」

　困こん惑わくする元盗賊の母親は、ちらっと、真々子をうかがった。

　真々子は、穏おだやかに微笑んでいる。

「万引きは悪いことよ。だけど、お店に被害がなくて、責任者の店長さんが許すというなら、それでいいと思うわ。……あとは、あなたたち親子次し第だいね」

「だったら、ここは店長さんのご厚意に甘えさせてもらうわ。子供の教育方針については……そうね……お母さん屋を訪ねてみようかしら」

「大だい歓かん迎げいよ。全力で、たっぷり、子供の話で盛り上がっちゃいましょう」

「そして俺が最大の被害者になるんだな。本気でやめてください」

「ふふふ、楽しみね。……それじゃ、また会う日まで」

　盗賊親子の姿が、ぼやけて、徐じよ々じよに薄くなり、消えた。

「わわっ！　消えちゃいました！」

「『少し名を知られた盗賊』なんて、そんなレベルじゃないでしょ、あの人」

「伝説級の盗賊という可能性もありそうですが……とにかく、これで一件落着ですね」

「そうね。みんな、よく頑がん張ばったわね。お仕事達成よ」

「仕事終わりは、挨あい拶さつで締しめないとな。……それじゃみんな、おつ……」

「またのご来店をっ、心よりっ、お待ちいたしておりますうううううっ！」

　真人の締めのセリフは、ちょび髭店長の号ごう泣きゆうにかき消されたのだった。

















第五章　実録？　とある親子と仲間の冒ぼう険けんドキュメンタリー









　現実世界の日本国。都内某ぼう所しよのオフィスにて。

　内閣府政策統とう括かつ官かん（共生社会政策担当）委い託たく調査員、白しら瀬せ真ま澄すみは、デスクに置いた書類をじっと見つめて、じっくりと悩なやんでいる。

「さて、どうしましょうか……」

　書類は、宣伝に関する企き画かく書しよだ。

　宣伝する対象は、日本国政府が運営し、正式サービス化に向けてクローズドβベータテストが行われているオンラインゲーム〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟。

　謎なぞの技術を用いて、プレイヤーをそのままフルダイブさせ、剣けんと魔ま法ほうのＲＰＧ世界を存分に楽しんでもらう、というゲームである。

　白瀬が運営の一員として携たずさわっているこれを、どうすれば世に広めることができるか。意見を求められている。

「こういうことは、広報課の仕事だと思うのですが……私に依い頼らいが来たということは、つまり、あの親子を巻き込みたい、ということでしょうね。わかりました。ではそのように。フフフ」

　いわゆる、忖そん度たくであって、当事者と事前に相談し、協力を取り付けているとか、そういうことも全然ないのだが。

　まあ問題ないだろうということで。

　白瀬はボールペンを手に取り、軽快にペン回しをして、企画案の申しん請せい書しよに記入していく。

「本ゲームは、親子二人一組での参加が必ひつ須す条件。何はなくとも、親が同どう伴はんしているという点を、明確にお知らせしたいところですね。白瀬なだけに」

　となると、参加者はまず、一組の親子。

　どう見ても高校生の息子むすこがいるとは思えない、圧あつ倒とう的な若々しさと美しさが素す晴ばらしい、普ふ通つうの勇者の母親、大おお好すき真ま々ま子こ。

　その息子、普通の勇者、大好真まさ人と。

「真々子さんを筆頭にしたら、勇者の立場がなくて、真人君は拗すねてしまうでしょうか……ついでに、説明も少ないような……まあいいでしょう。あくまで、書類上の扱あつかいですから。書類上の話です。フフフ」

　若じやつ干かん、怪あやしい顔つきで含ふくみ笑いして、白瀬は記入を続ける。

　出演者は他に、勇者親子の仲間たち。

　稀まれに、魔法を封ふうじられていなければ魔法が使える、賑にぎやかで小生意気なＪＫ賢けん者じやワイズ。

　小動物的な癒いやし系であり、パーティで一番の頑張り屋さん。十二歳の、きゃわゆい女の子旅商人ポータ。

　おしとやかな美少女スマイルとは裏腹に、その体内では鬱うつ々うつとした力が蠢うごめいている、純白の腹黒ヒーラー、ＪＫ癒ゆ術じゆつ師しメディ。

　以上、原文ママである。

「最後に、ゲーム内では、勇者パーティを陰かげから支える謎の修道女として大活かつ躍やくしている、この私、シラーセの名前も添そえて……これでいいでしょう」

　記入を終えた白瀬は、申請書を読み返して、満足そうに頷うなずいた。

「本ゲームの魅み力りよくを、世に広く伝えるため……そのために、是ぜ非ひとも、この企画が通ってくれることを願います。ええそうです。ただただ、宣伝活動の成功を願って」

　言って、白瀬は書類の最後のページをめくった。

　宣伝企画に関する備考として、社内コンペの開かい催さいが告知されている。

　企画が採用された暁あかつきには、ボーナスが支給されるとのこと。

「いいえ、違ちがいますよ？　そういうことではありません。本ゲームの素晴らしさを伝えるため、勇者親子の素敵な冒険をお知らせするために、私はこの企画を提出するのです。フフフ」

　ボーナスが入ったら、有休を取って娘むすめと一いつ緒しよにどこかへ遊びに行こう、などとは考えていないはずの顔で、薄うすく微笑ほほえむ白瀬だった。







　ゲーム世界にある、スタート地点の一つ、カーサーン王国。

　格調高くそびえる白はく亜あの城を、木と土つち壁かべで作られた、古き良き温かみがある建物が幾いく重えにも取り巻き、国の姿を成している。およそ中世の、地中海の国々を彷ほう彿ふつとさせる、風ふう光こう明めい媚びな景色がそこにある。

　風が吹ふき抜ぬけると、色とりどりの花が揺ゆれ、鮮あざやかな新緑が揺れて、太陽の光を浴びた朝あさ露つゆが宝石のように輝かがやいた。

　そんな朝。王都の中心部にある、宿屋の一室にて。

「マー君、朝よ。起きて」

「……ん～……」

　最初は遠く、ぼんやりとしていた声が、徐々に近くなってくる。

「ねえマー君。マー君ってば。朝よ」

「……あ～……うん……」

　すぐ近くで聞こえた、甘くて優やさしくて、聞き慣れた呼び声を耳にして、真人は軽く身じろぎした。

　そっと薄目を開けると、室内がもう明るくて……

「なかなか起きてくれないわね。それじゃ、お母さんが、おはようの魔法を使っちゃおうかしら。んー……ちゅっ」

「って、しなくていい！　パリィ！」

　ほっぺに、ちゅっとされる寸前、真人は急速横転してベッドから転がり落ちた。間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひ！

　ベッドの逆サイドには、楽し気に微笑んでいる実の母親、真々子がいる。

「あらあら、マー君ったら。そんなに照れなくてもいいのに」

「照れとかじゃなくて！　そういう起こし方は、やめろって、何度も言っただろ!?」

「あら、そうだったかしら。……でも小さい頃ころは、とっても喜んでくれてたから……」

「昔は昔！　今は今！　息子の成長に合わせて、認にん識しきを改めてくれ！」

「うふふ、そうね。それじゃ追おい々おい、考えるようにするわね」

「いや今すぐに考え直してほしいんだが！」

　愛情たっぷりの笑顔で見つめてくる真々子は、難しい年頃の息子の気持ちを絶対にわかっていない。ここは、はっきりと、厳しく言ってやらないとダメだ。

　と、真人が立ち上がり、パジャマの襟えりを正して、説教しようとした時だった。

「はいカット。カメラさん、止めてください」

「え？」

　いきなり、シラーセの声がした。真人が振ふり返ると、やはり、修道女姿のシラーセがいる。

　窓の外に、いる。

　その隣となりには、業務用ビデオカメラのような、レンズ付き巨きよ大だい巻貝を肩かたに担かついでいる黒くろ子こがいる。

　その後ろには、長い柄えのついたマイク、いわゆる〝ガンマイク〟のようなものを構えている黒子もいる。

「……ふむ」

　とりあえず『ぎゃー！』とか『なんだこれえ!?』とか、驚おどろいて派手なリアクションを取ることも、やぶさかではなかったが。

　どんな時でもしれっとした顔つきで、冷静沈ちん着ちやくにふざけてくるシラーセに負けたくない一心で、真人は冷静な対応を心がける。

「あー、どうも、シラーセさん。おはようございます。……とりあえず、どうやって窓の外にいるんですか。ここ三階なんですけど」

「浮ふ遊ゆう魔法で、と言いたいところですが、実は外がい壁へきに足場を設置してあります。質問は以上ですか？　以上ですね。では撮さつ影えいを再開しましょう」

「いやいや、勝手に終わりにしないでくださいよ。説明、いや、お知らーせしてくださいよ。撮影って、どういうことですか」

「確かに、私がシラーセであるからして、お知らーせするのが当然なのですが……珠しゆ玉ぎよくの持ちネタを先に言われてしまって、非常に不快ですので、この場はお知らーせしないことにします」つーん

「あ、ちょっと！　拗ねないでくださいよ！　謝りますから！」

「問答無用。真人君は、さっさとベッドに戻もどって、寝ね直なおしてください」

　シラーセは、ぷいっと、真人から顔を逸そらしてしまった。何気に本気で拗ねているっぽい。

　名前に由来する駄だ洒落じやれは、シラーセにとって、それほどまでに大事なことなのである。

「では真々子さん。お手数ですが、もう一度、最初からお願いできますか？」

「わかりました。テイク２ですね。うふふ」

「おい待てよ！　母さんは状じよう況きようがわかってるのかよ！　だったら説明しろよ！」

「ご、ごめんなさいね、マー君。でも安心して。お母さんは、マー君を騙だまそうとか、傷つけようとしているわけじゃないの。だから」

　目の端はしに浮うかんだ涙なみだを、そっと拭ぬぐって、真々子は廊ろう下かへ走り去った。所定の位置に着いたようだ。

「真人君も準備をなさってください。さあ早く」

「いや、だから、何をやろうとしているのか、まずは説明を……！」

「どうしてもとおっしゃるなら、お知らーせします。たーだーし、全すべてを詳くわしくお話しするとなると、小一時間を要するでしょう」

「そんなに!?」

「説明後、およそ一時間後から、起き床しよう風景を撮影。その後、食堂へ移動して、セッティングを済ませてから、朝食風景の撮影……となると、朝食は二時間後か三時間後か明日くらいになるかと」

「いや明日は言い過ぎだと思うんですけど。でも、そうか……母さんがこっちに参加してる限り、朝食の準備ができないから……とりあえず、やるしかないのか……」

「目覚めのキスを受けるかどうかは、お任せします。ゲーム世界に降り立った親子が迎むかえる、素敵な一日の始まり。それをイメージして、子供の起床風景を見せてください。ではスタンバイ！」

「あーもう、わかりましたよ！　やります！　やらせていただきます！」

　腹の虫に急せかされて。アイデンティティである駄洒落を先に言ってしまったことへの詫わびも込こめて。真人は要求に従い、しぶしぶとベッドに戻った。







　目覚めのキスは、もちろん、回避で。可愛かわいい我が子を起こしに来た母親と、普通に起きる息子を演じて。

　さて、朝食の時間だ。

　洋風の食しよく卓たくテーブルに、ご飯、味み噌そ汁しる、焼き鮭ざけ、生卵、ノリ、お新しん香こ、そしてもちろん、箸はしを置いて。

「カメラさん。配はい膳ぜんの様子も押さえておいてください。綺き麗れいな指先など、コアな需じゆ要ようも意識して……ああ、お茶ちや碗わんを差し出す真々子さんのアップもいただきましょうか」

「誰だれに渡わたせばいいのかしら。まだマー君たちがいないけど……」

「お子さんたちへの手渡しは、別で撮とります。まずは真々子さんピンで。カメラ目線でお願いします」

「わかったわ。それじゃ……はい、どうぞ。たくさん召めし上がれ」にっこり

「ああ、湯気のせいで、お顔がちょっと隠かくれてしまいましたね。もう一発いきましょう」

　シラーセの指示に従い、カメラ黒子とマイク黒子が機き敏びんに動き回り、映像素材を収集していく。

　一方、真人たちは身み支じ度たくを整えて、廊下でスタンバイ中である。

「わぁ！　本当に撮影してます！　どういうことなんでしょうか！　真人さん、教えてください！」

「すまん。俺にもさっぱりわからん」

「何よそれ。しっかりしなさいよ。……ったく、いきなり撮影とか言われても、困るのよねー。マジ困るわー」

「事前になんの説明もされないなんて、あり得ません。責任者の方と、お話しさせていただきたいですね」

　興味津しん々しんのポータが、目をキラキラさせて撮影風景を見つめている、その横で。

　ワイズとメディは大おお忙いそがしだ。自前の化け粧しよう用具一式を持参して、身だしなみを念入りに整えている。まつげをカールさせたり、髪かみをとかしたり。各おの々おのの手鏡に、本気の表情が映っている。

「……二人とも、文句たらたらのくせに、気合い入ってんな」

「別にー、そういうわけじゃないけどー」

「最低限、人にお見せして恥はずかしくないようにしておかなければなりません。……まあ、ものには限度がありますから、ワイズさんは程ほど々ほどでいいかと思いますけど」

「ちょっと、それどういう意味……ていうかメディ！　それ、あたしのリップでしょ！　なんで勝手に使ってんのよ！」

「ワイズさん、お静かに。撮影中ですよ」

「はいはいわかってるでもふざけんな！」

　初夏の新色リップを塗ぬった唇くちびるで、ちゅっと、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで投げキッスしたメディに、怒いかりで真しん紅くに染まった顔のワイズが摑つかみかかる……！

　と。

「では、お子さんたち。出番ですよ。お願いします」

「「はぁい！　よろしくお願いしますぅ！」」

　お呼びがかかった瞬しゆん間かん、女子二人はころっと表情を変えて、とびきりの笑え顔がおになった。可愛らしく媚こびた挨あい拶さつをして、食堂へ入っていく。

「外そと面づらが、とか言わないようにしよう。ポータ、俺たちも行くぞ」

「はい！……うぅぅ、ちょっと緊きん張ちようですぅ……」

　さりげなく、ポータの頭の寝ね癖ぐせを直してやりながら、真人も食堂に入った。

　真々子の隣に真人。向かい側にワイズとポータとメディ。席に着いて。

「「「「「よい、しょ」」」」」

　五人揃そろって、椅い子すの上に正座して、準備ＯＫだ。

「それでは皆みなさん。普ふ段だん通り、リラックスして、朝食をとってください。用意……アクション！」

「それじゃ、いただきます、しましょうね。手を合わせて」

「「「「いただきます！」」」」

　シラーセの合図と共に、撮影が始まった。

　すかさず、カメラが真人に向けられた。

「（きた！　いきなりきた！……緊張せず、リラックスして！）」

　主役の座を摑むチャンス到とう来らい！　この演技に全てを賭かける！　真人は、真人は……！

　茶碗を手に取り、ずずっと啜すすった。

「母さん！　今日の味噌汁も、結構なお手前でござりますな！」

「うふふ。ありがとう。でもねマー君、それはお味噌汁じゃなくて、ご飯よ」

「くっ……我ながら、あり得ねぇ……」

　真人は、緊張のせいで色々と間ま違ちがった指示を出した頭を抱かかえた。

　無言で見つめてくるシラーセの視線が痛い。向かいの席から聞こえてくる、女子二人のくすくす笑いが、もっと痛い。ムカつく。

　だが次の瞬間、カメラが、ワイズたちへ向けられた。

「んひょっ!?　こっち来た!?……えっと、その……んまーい！」

　ワイズは、拳こぶしを高らかに突つき上げた！

　直後、大失敗だと気付いたらしい。真っ赤な顔で俯うつむいて、動かなくなった。

「ワイズさん、まだ何も食べていないではありませんか。ちゃんとしてください。私のように、冷静に。……ポータちゃん。おソースを取っていただけますか？」

「ふぇ？　焼き鮭にソースですか？」

「……お醬しよう油ゆで」

　痛つう恨こんのミスを犯おかしたメディは、おしとやかな美少女スマイルを維い持じしたまま、完全に停止した。こちらも終わった。

　早くも三人が撃げき沈ちんした食事風景を眺ながめて、シラーセが深々と嘆たん息そくした。

「壊かい滅めつ的ですね。編集でなんとか、どうにかこうにかするとして、朝食風景の撮影は以上としましょう。……撮影班の方々も、休きゆう憩けいにしてください。また後程、お願いいたします」

　言って、シラーセは密ひそかにウィンクする。

　撮影班の黒子が小さく会え釈しやくして、忍にん術じゆつのように印を結び、どろんと消えた。そういう特とく殊しゆな人たちらしい。

「撮影は休憩なのね。だったら、シラーセさんも一いつ緒しよにどうかしら」

「喜んで、お相しよう伴ばんにあずかります」

　食事を勧すすめられたシラーセは、真人の隣となりに、優ゆう雅がに正座して、竜たつ巻まきでも発生しそうな速度で朝食を平らげていく。

　真人、ワイズ、メディの三人は視線を交かわし、お互たがいのため、直前の失態などなかったということでアイコンタクト合意して、食事を再開した。

「……んで、シラーセさん。いきなり撮影とか、なんなんですか」

「皆さんにご参加いただいている、このゲームの宣伝用ＰＶを製作するため、皆さんの生活風景を撮影させてもらっていますと、お知らーせいたします」

「宣伝用ＰＶですか……というか、一言で説明が済んでるじゃないですか。小一時間かかるとか言ってたくせに」

「詳しく説明すると時間を要する、と申し上げた次し第だいですが……真人君は長話がお嫌きらいなようですので、私が得をする社内コンペげふんげふんについては、割かつ愛あいするとしましょう。あしからず」

「後半部分が、よく聞こえなかったんですけど……とにかく、そういうことで……母さんが、俺たちになんの相談もなく、引き受けたわけか」

　真人は、多少の不満を込めて、真々子をじっと見み据すえた。

　真々子は箸を置き、申し訳なさそうに俯いている。

「やっぱり、最初に言うべきだったわよね。勝手なことをして、ごめんなさい」

「謝ればいいってわけじゃないと……」

「真人君。内ない緒しよにするようお願いしたのは、私ですよ。普段通り、飾かざらない姿を撮さつ影えいしたかったのです。真々子さんは、こちらの要望を聞き入れてくださっただけです」

「というわけよ、真人。お願いされちゃったら、断れないわよね。真々子さんは人がいいから。しょーがないわよね」

「そうですよ、真人君。急な話で驚おどろきましたけど、問題ありません。少なくとも私は、日ひ頃ごろから、誰に見られても恥ずかしくない振ふる舞まいを心がけていますから」

「真人さん！　自分も、内緒だったからって、怒おこったりしてないです！　自分は大だい丈じよう夫ぶです！」

　シラーセに続き、ワイズとメディ、さらにはポータまで。

　真々子のための援えん護ご射撃が全ぜん弾だん、真人の中に湧わき上がっていた嫌いやな気持ちに命中し、粉々に打ち砕くだいていく。

　むしゃくしゃして、爆ばく発はつしそうなところを、仲間たちに助けられてしまった。真人は密かに感謝した。

「……うん、まあそうだな。普段通りの姿を撮りたいってことなら、最初から全部、説明してたらよくないよな。撮影だとわかったら、緊張して、あの様ざまだったわけだし。知らない方が正解だった気がする」

「マー君……お母さんを許してくれるの？」

「許すとか、許さないとか、そういうことじゃなくて。なんつーか……むしろ助かったというかさ。そういうことにしておくってことだ。以上」

「マー君……！」

　不安で曇くもっていた真々子の表情が、ぱぁっと明るくなって。

　同時に、全身から光が放たれる！

「マー君、ありがとう！」ピッカーッ！

「うわ眩まぶしっ！　おい母さん！　いきなり母親スキル【母の光】はやめろってば！」

「だってお母さん、とっても嬉うれしいんだもの。嬉しすぎて光っちゃうわ。もうマー君を、ぎゅーぎゅーしちゃうから」

「喜びを行動で表してくれなくていいって！　んぎゅっ!?」

　伸のびてきた真々子の手が、真人の頭を抱だきしめて、一気に胸むな元もとへ。「おいいっ!?」「うふふ。優やさしい息子むすこ」むにむに、撫なで撫で。お母さんは大喜び。

　傍はたから見ている仲間たちは、眩しさに目を細めながら、ホッと安あん堵どしている。親子の危機は去ったようだ。

「それじゃ、あたしたちとしても撮影ＯＫってことで。……でもさ、ちょーっとばかし、気き掛がかりな点があるのよね」

「そうですね……活かつ躍やくの場が多い人ほど、撮影される場面が多くなるわけで……最も焦しよう点てんを当てられるのは、どなたなのか、すでに明白ですからね」

「はい！　ママさんが一番だと思います！」

「だよねー。……結局、そういうことなんでしょ。白瀬さん？」

「いいえ。そう断定してしまうのは軽けい率そつです。真々子さん以外の方も、努力次第で、主役に抜ばつ擢てきされる可能性があります」

「え、それマジで？」

「真々子さんは既すでに、数多くの宣伝活動にご協力いただいています。ということは？　ええそうです。そろそろ別のキャラクターを前面に押し出してもいい頃合いかなと、思ったりもしなくないわけでもない気がする次第なのですよ」

「「「ほう」」」

　ワイズとメディ、真々子のハグから脱だつ出しゆつした真人も、ピクリと反応した。

「てことは、俺たちにも充じゆう分ぶんにチャンスがあるってことか。これは面おも白しろくなってきたな」

「上手うまくやれば、主演の座を射止めちゃう可能性があるわけね。くっくっく」

「私が正ヒロインとしての扱あつかいを受ける時が来てしまいました。ふふふ」

「えっと、よくわからないですけど……自分も頑がん張ばります！」

「お子さんたちのやる気に、火がついたようですね。よいことです。……休憩などと言いつつ、実は、撮影班は姿を隠かくし、カメラを意識させない状態で撮影中ですので、どんどんアピールなさってください。どうぞ」

「マジですか！　それ先に言ってくださいよ！」

　戦いは、既に始まっている。打だ倒とう真々子。仲間たちも全員ライバル同士。

　熾し烈れつなトップ争いから一歩抜ぬけ出すため、華か麗れいなスタートダッシュを決めるのは！

「よし、それじゃ……！」

「それじゃ、みんなやる気になったところで、今日も楽しく冒ぼう険けんしましょうね。おー！」

「ちょ、母さん！　そういう号令は俺の役目だって、いつも言ってるだろ！……撮影班の人！　今の部分は撮とり直しで！　お願いします！」

　やっぱり真々子に先を越こされながらも、不ふ屈くつの闘とう志しで、勇者親子と仲間たちは冒険に出発する。







「マー君、お待たせ。着き替がえに時間がかかっちゃって、ごめんなさいね」

「着替え？……普段通りの恰好みたいだけど……」

「このシラーセがご用意した、見えないところのお着替えですよ。さあ参りましょう」

　一行は宿屋を後にした。シラーセを伴ともない、どこかに潜ひそんでいる撮影カメラは気にしないように、冒険者ギルドへ向かう。

　冒険者の活動は、まず冒険者ギルドに顔を出すことから。そこでクエスト依い頼らいを精査して受注し、クリアして報ほう酬しゆうを得るのだ。基本中の基本である。

「みんな！　今日も一日、熱い冒険をしようぜ！　俺たちが力を合わせれば、高難易度クエストだって余よ裕ゆうだ！　気合い入れて行こう！」

「はいカット。カメラさーん。これ普ふ段だんの真人じゃないわよー。やらせでーす」

「あざといですね。なんて浅ましい勇者なのでしょう。見み損そこないました」

「確かに普段の俺は、こんなこと言わん。普段の姿という撮影テーマから逸いつ脱だつしてるよ。……でもさ……頼たのむから、足の引っ張り合いで勝負するのだけは、やめようぜ？」

「わわっ！　真人さん、大変です！」

「おっと、どうしたポータ！　事件か！　勇者の出番か！　よしわかった任せろ！」

　いきなり見せ場だ。真人はとっさに、まず軽く髪かみ形がたを整えて、剣けんの柄つかに手を添そえて身構えた。

　表情をきりりと引き締しめて、ポータが指さしている方向へ、目を向けると……！

「あら、抜き打ちモーニングセールですって。あらあら、生せい鮮せん食品がお安いのね」

「子供たちの食生活を万ばん全ぜんにするため、お得な情報は絶対に見み逃のがさない。流石さすがですね」

「おい母さん！　そういうところは普段通りじゃなくていいから！　シラーセさんまで一緒になって、何やってんですか！　二人とも、戻もどって！　目的地は冒険者ギルド！」

　食材店にふらふらと吸い寄せられ、冒険そっちのけで買い物しようとした真々子を連れ戻し、なんとか事なきを得た。ある意味、大変な事件だった。

　商店が立ち並ぶ通りを進んでいくと、一いつ般ぱん的な服装をした町の人々の姿が減り、武器と防具を身に付けた冒険者の姿が増えてくる。

　そうして冒険者ギルドが見えてきた。

「カーサーン王都の冒険者ギルド……聞くところによると、真々子さんが〝ガツン〟となさったとか……」

「メディ。その話は、やめよう。な？」

「ちなみに、その一件を受けて、ガイドブック内の表現が改められ、〝ガツン〟としなくても舐なめられないようになりましたと、お知らーせいたします」

　聖剣の一撃で破は壊かいされた跡あとなんて、どこにもない、カフェのような佇たたずまいの立派な建物に入った。

　カウンターにいる受付嬢じようへ、軽く会釈して、真人たちは依頼が張り出されているコーナーへ向かう。

「よし、クエスト選びだな。天空に選ばれし勇者である俺が活躍するクエスト……空系のモンスターと戦えそうなのは……お、あった！」

【空の怪かい物ぶつを撃げき破はせよ】と題された、賞金首の討とう伐ばつ依頼がある。

　ここは見せ場だ。真人は、第一発見者として、撮影を意識して依頼書を指さす……

「おっと急に眩暈めまいが」

　唐とう突とつに、シラーセがさりげなく前に割り込んできて、掲けい示じ板ばんに手を突いた。

　真人が指さしていた依頼書が、シラーセの手の中で、くしゃくしゃにされて握にぎり潰つぶされていく。

「ちょっ、シラーセさん！　いきなり何を……！」

「私の身を案じてくれるとは、なんと心優しい勇者でしょう。素す晴ばらしい。ここは是ぜ非ひとも映像に残したい場面ですね」

「え？　あ、はい！　俺はシラーセさんが心配で……じゃなくて！　俺が依頼書を見つけて目立つ場面だったのに、なんで邪じや魔まするんですか！」

「はて、そのようなことをした覚えなど、ありませんが……」

　シラーセが、しれっと、すっとぼけていると。

「ふふん。真人はしくじったみたいね。チャンスよ。……あーっ！　これすごいわ！　古代遺い跡せきの宝ほう物もつ庫こ探たん索さくだって！　めちゃくちゃ面白そう！」

「くっ、ワイズさんの思い通りにはさせません……こちらの依頼こそ最適です！　美容に効果がある秘薬の素材を集める、収集クエストだそうですよ！　行かないわけにはいきませんね！」

　ワイズとメディが、気合いを込こめて、それぞれ気になる依頼書をアピールするが。

「おっとっと急に断続的な眩暈が」

　すかさず、シラーセが掲示板上を垂直にのたうち回って、両方の依頼書を体でガードした。不ふ可か抗こう力りよくで見せない姿勢だ。

　真人も、ワイズもメディも、なんとなくわかったかもしれない。

「……シラーセさん。つまり、どういうことですか。はっきり言ってくださいよ」

「もしかして、あたしたちに選ばせたくないわけ？」

「私たちが目立つと、何か不都合でもあるのですか？」

「さて、なんのことやら。私は唐突に体調不良を起こしただけで、気き遣づかわれるならまだしも、非難されるようなことは何も……」

「正直に言う気はないわけね。わかった。じゃあメディ。どっちがやる？」ポキポキ

「二人同時で構わないかと」……ゴゴゴ……

「ワイズさん、メディさん？　今は撮さつ影えい中ですよ？　粗そ暴ぼうな振る舞いは、よくありませんよ？　いけません。いけませんよ」

　ワイズは青筋を浮うかべて指ポキしながら、メディは鬱うつ々うつとした黒い力を体の節々から噴ふん出しゆつさせながら、ゆっくりとシラーセに近寄っていく。

　目立つため、活躍しようとする二人の意気込みは、本気だ。

　この期ごに及およんでなお平然とした顔つきのシラーセだったが、一筋の汗あせが、頰ほおを伝い落ちた……そんな時。

「あら？　これは何かしら」

　ポータと一いつ緒しよに掲示板を眺ながめていた真々子が、一枚の依頼書に注目した。

　依頼の見出しは、【オヤクソク湿しつ原げんの探索】となっている。

「これは、フィールド調査の依頼です！　初心者さんがやるような、とっても簡単なクエストですけど……どうしてママさんは、これが気になったんでしょうか！」

「ほら見て。この依頼書の、隅すみっこのところ。ちょっと小さいんだけど」

「隅っこのところ……むむむ……？」

　目め利ききのポータが、鑑かん定ていスキルを使用して、じっくり調べると。

　依頼書の隅に、米こめ粒つぶに書けるほど小さな文字で、【マー君】と記き載さいされている。

「わわっ！　真人さんの名前が書いてあります！　ママさん、すごいです！　自分は、言われるまで気付きませんでした！」

「うふふ。マー君のことだったら、どんな小さなことでも、気になっちゃうのよ。だってお母さんだから。……ああ、そうだわ。これはきっと、何かの縁えんね。このクエストをしてみるのはどうかしら。ね、マー君」

　真々子が満面の笑えみを浮かべて、依頼書を掲かかげて見せてくる。

　真人は、とても冷ややかな表情をシラーセに向けた。

「……シラーセさん。母さんの性質を利用して、小こ賢ざかしいことしてくれましたね。つまり仕込んでたわけですか」

「さて、なんのことやら。とにかく、真々子さんがお決めになったわけですから、それでいいのではありませんか？……おや、偶ぐう然ぜんにも、オヤクソク湿原の地図がここに」

「明らかに、偶然じゃないですよね」

　疑いの余地しかないほど怪あやしいクエストに、勇者たちが挑いどむ！







　カーサーン王都から、転送魔ま法ほうで最も寄よりの宿場町へ移動して、そこから徒歩で十分ほど。

　葦あしに似た植物が群生している、広大な湿地帯がある。ここがオヤクソク湿原だ。

「素敵なところね。湧わき出ているお水も綺き麗れいで、子供が水遊びしても大だい丈じよう夫ぶそうだわ」

「そうですね。ですが、ここはフィールド上です。モンスターも出現しますから、子供の一人遊びは、お勧すすめできませんと、お知らーせします。シラーセなだけに」

「あら大変。だったら、お母さんから離はなれないようにしないと。……というわけだから、マー君」

「ふざけんな」

　真々子が差し出してきた手を、軽く無視して、真人は先頭に立って歩き出した。

　湿原の入り口から、縦じゆう横おう無む尽じんに、まるで迷めい路ろのように渡わたされている木道を進んでいく。

　トコトコ、トコトコと、足音が実に暢のん気きだ。

「ただの散歩コースだな、これ。……なあポータ。フィールド調査ってことは、要するに〝マップ埋うめ〟だよな？」

「はい！　指定されたエリア内を歩くクエストです！」

　ポータが手にしている地図は、湿地帯の大部分が隠かくされた状態になっているが、進むにつれて、通過した部分が表示されていく。

　一定の踏とう破は率りつに到とう達たつしたら、クエストクリアだ。

「初心者クエ過ぎて、あくびが出そうなんだけど。……ふわぁ～……あー、出たわ」

「ワイズさん。気持ちはわかりますが、油断してはいけませんよ。モンスターもそうですが、何より……」

　メディはちらりと、シラーセをうかがった。

　シラーセは、心外だと言わんばかりに肩かたをすくめてみせた。

「やれやれ、疑うたぐり深いですね。……このクエストをお選びいただくよう仕込んだことは、認めます。ですがそれは、撮影上の都合によるものだと、お知らーせいたします」

「どういう都合なのか、お聞かせいただけますか？」

「簡単な話ですよ。今回、皆みなさんにお願いしているのは、宣伝用のＰＶ撮影。どなた様も、お気軽にご参加くださいと、お誘さそいするためのものなのです。ということは？」

「んー……軽めの内容にしとかないと、〝こんなハードなゲーム内生活は、自分たちには絶対に無理だ！〟って、思われたりするかも？」

「おっしゃる通りです。そうなってしまったら、元も子もありません」

「となると、例えば俺たちが、悲鳴を上げたり、激げき怒どしたりするような仕し掛かけについても、ＰＶ的に印象が悪いから、ＮＧということで？」

「もちろんです。昨今の情報社会の情勢を踏ふまえ、配信リテラシーに則のつとり、批判の対象となり得る表現は、特に意識して避さけなければなりません」

　明確な事情と、はっきりとした否定に、真人たちの中の疑心が解ほぐれていく。

「そういうことなら、信じていいかもな。俺たちは、俺たちの戦いに専念しよう。……二人とも、わかってるな？」

「もちろんよ。戦せん闘とうは確実に、真々子さん無む双そう。でも今日に限っては、そうさせるわけにはいかないわ。活かつ躍やくの場を確保するために！」

「この苦境を乗り切るため、仲間で協力することを誓ちかい合いましょう」にっこり

「メディの笑顔が一番信用できないわー」

「最も信用してはいけない顔だよな」

「ふふふ。失礼ですね」ぐりぐり

　間ま違ちがいのない美少女スマイルを浮かべているメディを、真人とワイズがジト目で見つめた。そして二人は、つま先をしっかり踏まれた。痛い。

　いきなり協力関係に亀き裂れつが走った、そんな時。

「あっ！　何かいるみたいです！　動いてます！」

　ポータがふと声を上げて、木道脇わきの水中を指さした。

　水深およそ十センチ程度の水中を、透とう明めいな、楕だ円えん形けいの何かが泳いでいる。

「あら、本当だわ。何かしら……ひゃっ」

　と、真々子が木道の脇に寄って、覗のぞき込んだ瞬しゆん間かんだった。その物体が、ぶぴゅーっと、大量の水を吹ふき付けた。

　真々子は、ずぶ濡ぬれだ。ワンピースが、ぺったりと肌はだに張り付いて……下着の輪りん郭かくが、薄うっすらと浮かび上がっている。

「あらやだ、お水をかけられちゃった。お母さん、びしょびしょだわ。ね、マー君。お母さん、びしょびしょ」

「いちいち俺に言わなくていいって！　寄って来なくてもいいから！……ポータ！　母さんにタオルを！」

「はい！　自分にお任せください！」

「拭ふいてしまうのですか？　それは少々、もったいないかと……」

「馬ば鹿かなこと言ってないで、シラーセさんも手伝ってやってください！」

　目のやり場に困る真々子の処置を、ポータとシラーセに任せて、見ないようにして。

　真人は剣けんの柄つかに手を添そえて、水中をそっと覗き込む。

「今の、なんだったんだ？　モンスターか？」

「わかんないけど、そうなんじゃない？　普ふ通つうに出るって話だし」

「だとしたら、先ほどの水は、攻こう撃げきだったのでしょうか。真々子さんは全くダメージを受けていないようでしたが」

　ワイズとメディも、真人と並んで、木道の端はしに立って辺りを見渡すと。

　三人の背後でパシャッと、水が跳はねる音がした。水中から飛び上がった物体が、木道の逆サイドに、ぷにょんっと降り立つ。

　青みを帯びた、透すき通る体の、スイカ玉サイズの物体。スライムだ。

「やっぱモンスターか！　よし、ここはワイズだな！」

「ワイズさんの見せ場ですね！　お任せします！」

「何よ二人とも。あたしに譲ゆずってくれるわけ？　いいとこあるじゃん！……って、え？」

　真人とメディは、二人でワイズの腕うでをがっしり摑つかんで、前に立たせた。

　スライムの攻撃。スライムは小刻みに体を震ふるわせた。不可解な振しん動どうが周囲に広がる。

　真人には効果がなかった。メディはちゃっかり異常状態を防ぐ魔法を使用している。

　ワイズは魔法を封ふうじられた。

「なん、だと……ちょっと真人！　メディ！　あんたたち、何さらしてくれてんの!?」

「悪いのはスライムだ。俺たちじゃない。……さて、これで競争相手が一人減ったわけだが……とはいえ、スライムか」

「見せ場を作るのは少々、難しいですね。非常に物足りない感じがします」

　真人とメディは、どうにもやる気が出ないのだが。

　スライムは気合い充じゆう分ぶんだ。威い嚇かくするように、体を大きく膨ふくらませて……！

「マー君、お待たせ。とりあえず拭いたから、もう大丈夫……ひゃっ」

　スライムはすかさず、駆かけ寄ってきた真々子に水を吹きかけた！

　またしても真々子は、ずぶ濡れだ。ぴったりと張り付いた服に、下着のラインがくっきりと浮かび上がっている。濡れ透け、再び。

「あらやだ。まただわ。ね、マー君。お母さん、びしょびしょ」

「だからいちいち報告すんなよっ！　駆け付けてくれたところを悪いけど、急いで下がってくれ！」

「あら、大丈夫よ？　水をかけられちゃっただけだから。お母さんはダメージを受けていないわ」

「そんな姿を見せられる息子むすこの方が、精神的に大ダメージを受けております！　はい回れ右！　駆け足！」

　真々子の背中を押して、タオルを用意して待ち構えているポータとシラーセに押し付けてやった。真々子ピットイン！

　と。

「真人！　そっちが済んだら、急いでこっち！」

「よろしくない状じよう況きようになってきましたよ！」

「おいマジかよ！」

　水中から、次々と、スライムが飛び出してくる。ワイズが蹴け飛とばし、メディが杖つえで叩たたき飛ばすが、駆く除じよが追い付かない。どんどん増える。

　瞬またたく間に、木道は大量のスライムで埋め尽つくされてしまった。

「やけに母さんばっか狙ねらうスライムが、大量に出現……おいおい、なんかヤバい感じがしてきたぞ」

「このままだと、はじめてのダンジョン探たん索さくの時みたいに、真々子さんと真人が大変なことになるかもね」

「そのお話は、私もうかがっています。……再びそのような事件が起きて、映像に収められ、あまつさえ配信されてしまったら……」

「我が大好家はお終しまいだ！　というわけだから、二人とも！　俺たち親子を、母さんを守るために、力を貸してくれ！」

「ほほう。真々子さんを守るためとか、随ずい分ぶんと素す直なおに言ったわね。よろしい。このあたしが、本気で力を貸してやるわ！」

「仲間の危機である以上、活躍の場争いなど、している場合ではありませんね。全力で支し援えんします」

「よし！　頼たのんだぞ！」

　真人は、自おのずと真々子を庇かばう位置に立ち、聖剣フィルマメントを構えた。

　守ると言ってくれた、その感動を嚙かみしめている母親に見守られ、息子勇者が戦う！

「ワイズさん。魔ま法ほうを封じられている場合ではありませんよ。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……解除リラーシオ！」

「ありがとメディ！　ほら真人、いいとこ見せなさいよね！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪風フオルテイ・ベント！」

「ナイス連れん携けい！　二人とも、不覚にも見直したぞ！」

　ワイズの魔法が発動。突とつ風ぷうが吹き荒あれ、スライムたちを次々に上空へ吹き上げていく。

　真人は、さりげなく、風で乱れた髪かみ形がたを直して。

「合体されて、本気でヤバいことになる前に、全部片付けてやる！……空中にいる敵は、空に選ばれし、この勇者真人の獲え物ものだああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、全力で剣を振ふり抜ぬいた。大いなる天空の力が秘ひめられている剣から、特大の斬ざん撃げき波はが放たれる。

　敵を自動追つい尾びする斬撃波が空を駆け、一匹ぴきのスライムを真っ二つに切り裂さいた。

「よしっ！　どうだ、俺の攻撃は！」

「すごい単体攻撃だったわ」ぱちぱち

「見事な一回攻撃でしたね」ぱちぱち

「間違ってないコメントがムカつく！　俺、やっぱお前ら嫌きらい！」

　撃破されたスライムから、換かん金きん素材であるジェムが一つ、真人の前にぽてっと落ちてきた。一個だけだ。とても寂さびしい。

「それじゃ、サービスはここまで。ここからは、超ちよう絶ぜつ賢けん者じやである、あたしのターンよ！　魔法でサクッと片付けてやるわ！」

「さて、それはどうでしょうか。ここに、ヒーラー職の次元を超こえた、特別な癒ゆ術じゆつ師しがいることをお忘れなく」

　魔法書を手にして身構えたワイズを差し置いて、「ちょっと！」「お先に」メディが突とつ撃げきした。吹き上げられたスライムが落下してきたところを、杖のフルスイングで、パッカーンと、かっ飛ばしていく。

「おー。やっぱすごいな、殴なぐり平ひら。全部ホームランだ」

「打撃力だけが、私の力ではありませんよ。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……死亡モールテ！」

　純白の癒術師が放つ、即そく死し魔法だ。死神の影かげが空中を駆け抜け、スライムたちをすり抜けて、片端から命を奪うばっていく。

「順調ですね。この様子だと、ワイズさんは、いらない子に……え、ワイズさん？　ワイズさんとは、どなただったでしょうか。ちょっと記き憶おくが」

「存在まで忘れようとするんじゃないわよ！　あたし、いるから！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……火フオーコ・炎フイアーマ！　さらに！　火フオーコ・炎フイアーマ！」

　二つの魔法を連続で発動するスキル、連続魔が発動。頭上に向けて放たれた灼しやく熱ねつの炎ほのおが、落下してくるスライムたちを、こんがり丸焼きにしていく。

　炎が消え去り、青さを取り戻もどした空から、大量のジェムが降ってくる。スライムの姿は見当たらない。

　スライムの群れを倒たおした！

「よし勝利！　なお一発の威い力りよくだったら、この中で俺が一番だからな。絶対そうだからな」

「はいはい。そういうことにしてあげるわよ」

「では、ここからは、可愛かわいい頑がん張ばり屋さんの出番ですね」

「ジェムの回収は、自分の仕事です！　自分にお任せください！」

　戦闘終しゆう了りようを合図に、ポータが駆け付けて、木道の上に散らばっているジェムを回収していく。木の実を集めるリスのように、非常に愛らしい光景だ。

　そして。

「マー君。それに、ワイズちゃんとメディちゃんも。みんな、よく頑張ったわね。とっても素敵だったわ」

「そして、出しゃばらず、慎つつましく後ろに控ひかえていた母親が、最後に労をねぎらってくる。そう。これが俺たち、勇者パーティの姿だ。噓うそじゃない。これが真実だ。だよな、みん……な？」

　理想的な戦せん闘とう風景に満足しながら、真人たちが振り返ると。

　歩み寄ってくる真々子の背後に、ぬぅっと、小山ほどの大きさの、巨きよ大だいスライムの姿がある。

　その体内に、誰だれかさんの棺かん桶おけが取り込まれているようだが、それはさておき。

「ちょっ、いつの間に!?　ていうか、あれヤバくない!?　すっごいデジャブなんだけど!?」

「真々子さん！　後ろです！　後ろをご覧ください！」

「ママさーんっ！　後ろですーっ！　後ろを見てくださいーっ！」

「あらあら、後ろがどうかしたのかしら……なんて、そういうのには引っ掛かからないわよ。うふふ」

「いや引っ掛けるとかじゃなくて！　早く逃にげ……ああっ!?」

　間に合わなかった。

　巨大スライムから吐はき出された謎なぞの液体が、どろべしゃっと、真々子の全身を包んだ。

　謎の液体は、肌はだや髪を一いつ切さい、傷付けることなく、服だけを溶とかしていく。ワンピースが溶け落ちて、瑞みず々みずしい肌が露あらわになり……

「いやあああああっ!?……って、あれ？　水着？」

　鎧よろいパーツと武器を残して、お母さん、ビキニ姿だ。

「『万が一の事故に備えて、対スライム用の装備で』って、シラーセさんがね」

「宿屋から出る前に着き替がえてたのは、それか。すべて計画通りかよ。ったく」

「それじゃ、ここからはお母さんの出番よ」

　真々子は、にっこりと微笑ほほえんで、巨大スライムと向き合った。

　ビクッと、怯おびえたように震えた巨大スライムは、どこからともなくピーピーと音を発した。湿しつ地ちのあちこちから、小さなスライムが飛び出してきて、巨大スライムのところへ集まっていく。

　さらに合体して、自身を強化しようとしているようだが。

「スライムさんたちの間には、連れん絡らく網もうとか、ないのかしらね。こういうのはダメよって、前にも言ったと思うんだけど」
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　右手には、灼熱色の剣けん、大地の聖剣テラディマドレ。

　左手には、濃のう蒼そう色しよくの剣、大海の聖剣アルトゥーラ。

　二振りの聖剣を、しっかりと握にぎりしめて。

「お母さんを脱ぬがしちゃう、悪いモンスターには、きついお仕置きよ！　えいっ！」

　真々子の攻こう撃げき。

　テラディマドレを振ると、大地から大量の石せき刃じんが突つき出し。

　アルトゥーラを振ると、無数の水すい弾だんが一いつ斉せい掃そう射しやされて。

　巨大スライムと小さなスライム、その全すべてに、全体攻撃の二回攻撃が炸さく裂れつした。

　みんなまとめて、切り裂かれ、貫つらぬかれて、一匹残らず、一いつ瞬しゆんでモンスター撃破だ。勝利を祝福するように、大量に出現したジェムが鮮あざやかに輝かがやいている。

　お母さんが、オヤクソク湿しつ原げんのボスを倒した！

　ジェム回収のため、ポータが元気よく現場に駆け付ける。その一方で、最高の場面を持っていかれた三名は、ちょっと切ない。

　しかしだ。

「やっぱ最後は真々子さん……でも、あたしだって活かつ躍やくしたわ！　チャンスはある！」

「私の見せ場は充じゆう分ぶんにありました。宣伝用ＰＶの主役と、正ヒロインの座は確実です」

「やれるだけのことは、やった。あとは運を天に任せる。……天よ！　俺は、お前が選んだ勇者だぞ！　そこんとこ、よろしく！」

　希望を胸に、理想の実現を信じてやまない真人たちは、ジェムに埋うもれた棺桶から聞こえてくる含ふくみ笑いに気付くことはなかった。







　撮さつ影えいのためのクエストから、数日後。シラーセから真人たちへ、一通の手紙が送られてきた。

　完成した宣伝用ＰＶの、先行試写会の招待状だ。

「ねえメディ。あたしの髪形、どう？　どこか変なとこない？」

「おかしくても、別に構わないと思いますよ。ワイズさんですから」

「うわー、腹立つわー。腹立つから、あんたのリップ、勝手に借りるわ。……ていうかこれ、あたしのじゃん！」

「おーい二人とも。いい加減にしろ。もう出発するぞ」

　普ふ段だんよりちょっと念入りに、時間にして二時間ほど、身だしなみを整えていた女子二人を引っ張って、真人たちは宿屋を後にした。

　試写会の会場は、カーサーン王都にある多目的ホール。神しん殿でんのように上品な建物の入り口に、来場者が列を成している。町の人や、冒ぼう険けん者など、百人以上いるだろうか。

「一いつ般ぱんの人も一いつ緒しよに見るのか……ヤバい。緊きん張ちようしてきたぞ」

「自分もですぅ……うぅぅ……」

「試写会に参加して、映像を見るだけよ。リラックスして行きましょう。おー」

　普段通りの真々子を先頭に、関係者用のゲートで受付を済ませると、待合ロビーに通された。

　周囲の関係者たちが全員、真人たちを見ている気がする……そんな感覚に翻ほん弄ろうされ、居ても立ってもいられなくなった頃ころ、シラーセが姿を現した。

「本日はお忙いそがしい中、ありがとうございます。皆みなさんのご活躍を収めた、珠しゆ玉ぎよくの映像作品を、どうぞお楽しみください」

「ど、どうもです……」

　なぜかシラーセにまで緊張しながら、真人たちはホール最後列の席へ。

　シラーセ、真人、真々子、ポータ、ワイズ、メディ。一列に並んで、その瞬間を待つ。

「さて、これから勇者パーティのご活躍を、多くの方に見ていただくわけですが……よろしければ、今の心境など、お聞かせいただけますか？」

「今の心境……えっと……」

「あたしの魔ま法ほうに魅み了りようされて、ファンクラブとかできちゃったら、なんか困っちゃうかなーって、ちょっと思うわ。ふふん」

「ワイズさん、安心してください。それは、あり得ません。ただ私に関しては、送られてくるプレゼント用の収集箱を、早めに用意する必要があるかと思いますが」

「自分は、えっと……ちょっとでも映ってたら、嬉うれしいです！」

「ポータちゃんは、たくさん頑張っていたもの。きっとたくさん映っているわよ。うふふ」

「では最後に、勇者であり、リーダーである真人君。どうぞ」

「締しめですね。わかりました。任せてください。ビシッと決めますよ」

　真人は、軽く咳せき払ばらいをして、胸を張って。

「俺が願うことは、一つです。冒険に挑いどむ俺たちの姿が、多くの人に夢や希望を……」

「おや、もう時間ですね。静せい粛しゆくに願います」

「くっ……すぐそういうことする……」

　場内が暗転し、前方のスクリーンに映像が映し出される。

　始まる。

「（俺たちの……いや、この俺の、主役級の活躍が、今ここに！）」

　大好親子と仲間たちの日常を撮影した、冒険ドキュメンタリー。その内容とは！




　まずは起き床しよう風景。

『朝よ。起きて。……なかなか起きてくれないわね。それじゃ、お母さんが、おはようの魔法を使っちゃおうかしら。んー……ちゅっ』

　真々子が部屋に入ってきて、ベッド脇わきにそっと立ち、目覚めのキスをするフリ。

　真人は、頭だけちょっと映り込んでいる。以上。

　次は朝食シーン。

『はい、どうぞ。たくさん召めし上がれ』

　ご飯の茶ちや碗わんを差し出す、真々子のにっこり笑顔のアップだ。

　続けて食事シーン。元気にモリモリ食べるポータの姿がある。ほっぺに付いてるご飯はん粒つぶが可愛い。ホント可愛い。

　朝の支し度たくが済んだら、まずは冒険者ギルドへ。

『あら？　これは何かしら』

　ワイズとメディの後頭部が映ったが、一瞬だけで。

　真々子とポータが、依い頼らい書しよを指さしながら、言葉を交かわしている。緊張感があるＢＧＭが流れて、会話の内容が聞き取れない。

　さあ、いよいよ冒険だ。湿地帯を攻こう略りやくする。

『素す敵てきなところね。湧わき出ているお水も綺き麗れいで、子供が水遊びしても大だい丈じよう夫ぶそうだわ』

『そうですね。ですが、ここはフィールド上です。モンスターも出現しますから、子供の一人遊びは、お勧すすめできませんと、お知らーせします。シラーセなだけに』

『あら大変。だったら、お母さんから離はなれないようにしないと』

【担当スタッフが親切丁てい寧ねいにサポート】などというテロップ表示が添そえられている、思いっきりカメラ目線のシラーセと並んで、真々子が木道を進んでいく。

　ママ友同士で散歩でもしているような、のんびりとした光景が……

　次の瞬間！

『あらやだ、お水をかけられちゃった。お母さん、びしょびしょだわ』

　水中から突とつ如じよとして噴ふん出しゆつした水を浴びて、真々子がびしょ濡ぬれの、透すけ透けに！

　立て続けに！

『後ろがどうかしたのかしら……なんて、そういうのには引っ掛からないわよ。うふふ』

　にっこり微笑んだ、次の瞬間、真々子は謎の液体を頭からかぶってしまい、服が徐じよ々じよに溶けて……

　水着姿の真々子が、両手に聖剣を握り、渾こん身しんの攻撃を放つ！

『お母さんを脱がしちゃう、悪いモンスターには、きついお仕置きよ！　えいっ！』

　巨きよ大だいスライムたちを、全体攻撃の二回攻撃で撃破だ。やった！　お母さんが勝った！

　そして。

『うふふ！　お母さん、頑がん張ばったわよー！』

　大喜びで飛び跳はねて、ぷるんぷるんしている真々子の前に、文字が表示される。

【通常攻撃が全体攻撃で二回攻撃のお母さんは好きですか？】

　無む駄だに長い、邪じや魔まな文字列が、揺ゆれる胸を見せないようにしやがって。

　壮そう大だいなファンファーレを最後に、ＰＶはフィナーレを迎むかえた。




　万ばん雷らいの拍はく手しゆが巻き起こり、先行試写会は終しゆう了りよう。

「あの長い文字、腹立つわー。イラッとしたわ」

「気持ちはわかるけど、しょうがないって。一般向けに必要な配はい慮りよだろ」

「でもさ、円えん盤ばんだったら、ワンチャンあるんじゃね？」

「ある。あるに決まってる。俺、絶対に買うわ」

　明るい表情の来場者たちが、口々に何かを言いながら退出していった。

　会場内には、真人たちだけが残った。

「あたしたち、完全に、エキストラだったわね」

「そうですね。まあ予想の範はん囲い内ではありました」

　ワイズとメディは、無表情で前を見つめている。

「自分、何度も映ってて、びっくりしました！」

「うふふ。よかったわね。このＰＶを見てくれた人たちが、親子で一緒に冒険してみたいわって、そう思ってくれたら嬉しいわね」

　ポータと真々子は、二人で顔を見合わせてにっこり。

　で。

「それでは真人君。締めの言葉をどうぞ」

「わかりました。皆様、どうぞご静せい聴ちようください」

　シラーセに促うながされた真人は、立ち上がり、仲間たちに軽く会え釈しやくをして。

　せーのっ。

「やっぱ母さんばっかりかよおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　真人の叫さけび声が、場内の隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたった。素晴らしい音おん響きよう効果の会場だった。

















第六章　おや、誰だれか来たようだ。誰だ？　知らないけど、知ってるような……？









　カーサーン王都を見下ろす高台に、一筋の光が差す。

　謎なぞの修道女シラーセが転送ポイントに降り立った。

「きたああああっ！　来たよ！　来てしまった！　こんにちは非現実！……などと、真まさ人と君が大おお騒さわぎしたこともありましたか。懐なつかしいですね」

　周辺を感かん慨がい深く眺ながめるシラーセの背後に、もう一つ、光が降りてくる。

　現れたのは、小こ奇ぎ麗れいな顔の少年。軽めの鎧よろいを身に付け、背中に大ぶりの剣けんを背負っている、十五歳ほどの若い剣士だ。

　少年剣士は、目をまん丸くして周囲を見み渡わたしている。

「これがゲーム世界の中ですか……話には聞いていましたが、本当にすごいですね。見るもの、触ふれるもの、匂においまで、全すべて現実と同じように存在しているなんて」

「一体誰がこんな技術を生み出したのか。世の中にはすごい方がいるものです。……そういえば、転送宮きゆう殿でんでの登録をスルーして来てしまいましたね。ゲーム内でのお名前はどうしましょうか」

「私の名前ですか？　そうですね……せっかくのＲＰＧですから……ここでは〝ホーク〟でお願いします。名前の一字を取って」

「ちなみに、〝隼はやぶさ〟はファルコンで、ホークというと鷹たかですが」

「え？　あれ？」

「しかしながら、一度登録すると変へん更こう不可というルールがありますので、ホークさんということにいたしましょう。さあホークさん、どうぞ」

「なんて恥はずかしい間ま違ちがいを……ちくしょう、こんちくしょう……！」

　地面をバシバシ叩たたいて悔くやしがるホークである。

　その様子を横目で眺めて、シラーセがかすかに微笑ほほえんだ。

「そういえば、初回アカウント登録でやらかした誰かさんも、全く同じスタイルで悔しがっていましたね。血は争えないものです」

「え？」

「独り言ですよ。フフフ。ではホークさん。早さつ速そくですが参りましょう。このシラーセがご案内しますとお知らーせします。このシラーセが」

「あ、はい。よろしくおねがーいします」

　シラーセとホークは高台を下りていく。

「ひとまずスタート地点であるカーサーン王都へ向かいます。そこで基本的な生活環かん境きようや習慣をご確かく認にんいただいた上で、視察を始めていただく予定です。どうぞ心行くまで、と申し上げたいところですが……」

「今夜は関係各位との会食の予定がありますから、それに間に合うように、ですね」

「ではご滞たい在ざいは夕方までということで。お時間になりましたらお知らーせいたします。……ちなみに、具体的な視察の内容については、何かお考えがおありですか？」

「いえ、特には。白しら瀬せさんのご案内にお任せしますよ。私が経営側としての判断を任されてしまいましたから、計画を実行していいかどうか、判断材料となるものを見せていただければと……」

「任せるなどとおっしゃらず、奥様とお子さんに会わせてくれと、はっきりお知らーせいただいても構いませんよ？　このシラーセに」

「それについては、どうーでしょうね……私は家内に隠かくし事ができない性た質ちなので、面と向かって会ってしまうと、色々と事情を説明してしまいそうで不安です」

「確かに、事前に情報をお知らーせするわけにはいきませんね。このシラーセであっても、それだけはお知らーせできません。シラーセにもかかわらず」

「白瀬さんがおっしゃる通りです。だからこそ、こうして、万が一にも正体がバレないように、変装しているわけですから……遠目で様子を確認する程度にして、直接は会わない方がいいかと思うのですが……」

「そうは言っても？」

　シラーセが悪戯いたずらっぽく尋たずねると、ホークは照れ笑いを浮うかべた。

「……まあ、そうですね。仕事と言いつつ、久しぶりに家族三人で過ごせたら幸せだろうなと、思っている部分はあります」

「なるほど公私混同ですね。重責を担になう者として、あるまじき行こう為いです」

　シラーセの容よう赦しやない言葉が、ホークにぶっ刺ささった。

「……あの、白瀬さん？　急に当たりがきつくなっていませんか？」

「さてなんのことやら。こちらが何度もシラーセと名乗ったにもかかわらず、全く気にせず白瀬呼ばわりされていることが不満ですとか、そんなことはありませんが……おや？」

　高台を下り、カーサーン王都へ続く道に踏ふみ出した、その瞬しゆん間かんだった。

　先に見える王都の一角で、煙けむりが膨ふくれ上がった。一いつ拍ぱく遅おくれて、爆ばく発はつ音が響いてくる。

　続け様に、別の場所でも、さらに別の場所でも。あちこちで爆発が発生しているようだ。

　呆ぼう然ぜんと見つめていた二人が、ふと我に返った。

「白瀬さ……い、いえ、シラーセさん！　一体何が起きているんですか！　お知らーせしてください！」

「残念ながら、私も何が何やら……ここは安全のため、ひとまず近付かないように……いえ……ああいった騒ぎの中心にこそ、お目当ての方がいらっしゃる可能性が高いように思います」

「そういうことでしたら、行きましょう！」

　ホークの真しん剣けんな視線を受けて、シラーセが頷うなずき返した。







　カーサーン王都内は戦場と化している。

　町の人々が建物の中に逃にげ込み、窓から不安そうな顔を覗のぞかせているその前を、武装した冒ぼう険けん者たちが血相を変えて駆かけていく。大きな通り、細い通り、建物の屋根の上や水路の中まで、あらゆる場所が戦せん闘とう区域だ。

　敵は、人間型、動物型、さらには缶かんバッジやキーホルダーのような雑貨型など、様々な形状をしている何か。影かげのように黒く、確かな実体を持たないそれが、町の中を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交い、人間を標的として手当たり次し第だいに襲おそい掛かかってくる。

　勇者真人も狙ねらわれている。

「くそっ！　なんだよ、こいつら！」

　挑ちよう発はつするように頭上を飛び回る人間型の影に狙いを定めて、真人は聖剣フィルマメントを思い切り振ふり抜ぬいた。

　渾身の斬ざん撃げき波はが放たれて、命中し、影は切り裂さかれて霧む散さんしたが……

　しばらくすると、影は元通りの姿で再発生して、奇き声せいを発しながら向かってくる。

「あーもう！　またかよ！」

「だったらあたしが、世界の果てまで吹ふき飛ばしてやるわ！……スパーラ・ラ・マジーア……！」

　颯さつ爽そうと駆け付けた賢けん者じやワイズが、必殺の連続魔を放つ……！

　影の先制攻こう撃げき。影は不可解な振しん動どうをまき散らした。だが真人には効果がなかった。

　ワイズは魔法を封ふうじられた。

「……クソふざけんじゃないわよ……」ずーん

「おーいワイズ。気持ちはわかるが、女子がそんなこと言ったらダメだと思うぞ」

「身も心も言葉使いも残念な人は、どうぞお下がりください。ここは私が。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……清化プリフイカーレ！」

　上品なヒップアタックでワイズを押し退のけて、癒ゆ術じゆつ師しメディが浄じよう化か魔法を使用した。掲かかげられた杖つえから、魔を滅めつする神聖な光が放たれる。

　影たちは光の中に消えていったが……しばらくすると、元の場所にまた現れた。

　埒らちが明かない。

「そんな馬ば鹿かな……私の魔法が効かないなんて……」

「ふふん。メディも残念で安心したわ。でも腹立つ！　ちょっと真人！　なんなのよ、こいつら！」

「俺が聞きたいよ！　こうなったら……母さん！」

「わかったわ。ちょっと自信ないけど、頑がん張ばってみるわね」

　真人たちが、ささっと道を譲ゆずり、真ま々ま子こが前に出る。

　右手に大地の聖剣テラディマドレ。左手に大海の聖剣アルトゥーラ。二振りの聖剣が力いっぱい振られた。

　地面から大量の石せき刃じんが突つき出し、空中に生まれた水から無数の水すい弾だんが射出されて、目に見える範囲全ての影に攻撃が命中……したものの、やはり影は復活する。

「あらまあ。やっぱりダメね」

「ああもう！　母さんの攻撃も効かないとか、どうなってんだよ！」

「本気でムカつくわー！　けど、あれ、なんかヤバくない!?」

　母なる力で攻撃された影たちが、妙みようにいきり立ち、一いつ斉せいに襲い掛かってくる！

「ひとまず下がってください！　早くこちらへ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大障壁アルト・バリエーラ！」

　メディが魔法の防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを全面に展開し、安全な領域を作り上げた。真人たちは大急ぎで飛び込んだ。間かん一いつ髪ぱつセーフ。

　影たちは猛もう烈れつな体当たりを仕掛けてくる。まるで記録的短時間豪ごう雨うのような勢いだ。障壁はなんとか耐たえているが、真っ黒な飛ひ沫まつで徐じよ々じよに視界が奪うばわれていく。

「おい怖こわすぎだろ！　これ、いわゆる災害級ってやつなのか!?」

「わかんないけど！……ていうか、あれ？　ポータは？」

「ポータちゃんでしたら、私の後ろにちゃんといますよ」

「うぅぅ……自分、モンスターは大だい丈じよう夫ぶですけど、お化けは苦手ですぅ……」

　旅商人ポータは、メディの背中にしがみついて、顔を埋うずめて何も見ないようにしている。

　ポータでなくとも、目を覆おおいたくなるような光景だ。

　どこもかしこも、得体の知れない影だらけ。王都中の冒険者が総出で応戦しているが、明らかに劣れつ勢せい。

　敵は攻撃力が低いものの、人に取り憑ついて同士討うちを引き起こす。真人たちのすぐ近くでも、一人の男性魔法使いが操あやつられ、同じパーティの仲間に向かって火か炎えん魔法を放った。炎ほのおに包まれた戦士の男や盗とう賊ぞくの少女が、悲鳴を上げながら転げ回っている。

　耳を押さえて震ふるえているポータの背中を、真々子がそっと撫なでた。

「うぅぅ……な、何が起きてるんでしょうか……なんで、こんなことになっているんでしょうか……自分、わけがわかりません……」

「わからないわ。いつも通り、みんなで朝食を食べて、支し度たくして、クエストするために出かけようと思ったら、いきなり外から悲鳴が聞こえて……あ、ちょっと待って」

「なんだよ母さん。何か気付いたことがあるのか？」

　真々子は真剣な表情で頷いた。

「そういえば今日は、半年に一度の廃はい品ひん回収日だったわ。バタバタしてたから、出し忘れちゃったけど」

「はっはっは。なあ母さん。今はそんなこと言ってる場合じゃないよな」ピキピキ

「そ、そうね。マー君の顔を青筋だらけにしちゃって、ごめんなさい。お母さん的には大事なことだから、ちょっと気になっちゃったんだけど……あら？」

　いつの間にか、静かだ。無数の影による体当たり攻撃が止やんでいる。

　煤すすけた防御障壁の向こう側へ、目を凝こらしてみると……近くに影は見当たらない。

「どうなったのでしょうか……」

「わかんないけど……とりあえず、出ても大丈夫そう？　ねえ真人、ちょっと外に出てみてよ」

「俺を実験台にするのはやめろ」

「だったら、お母さんが勇気を出して様子を見てみるわ」

「え？　いや待て！　やっぱり俺が、勇者として勇気あるところを……ああ……」

　遅おそかった。真人が尻しり込ごみしている間に、真々子がひょいっと、防御障壁をすり抜けて外側へ出た。体に付いた煤を払はらいながら、その辺を歩き回って様子をうかがう。

　地面や建物の壁かべに、黒い跡あとが無数に残されているが、動き出すようなことはない。近くには何もいないようだ。

　真々子は真人たちの方へ振り返り、両手で大きく丸を作って、大丈夫だと……

「ちょっ、母さん！　後ろだっ！」

「え？」

　きょとんとしている真々子の背中をめがけて、一ひと際きわ大きな人間型の影が一体、空から猛もうスピードで突とつ進しんしてくる。

　真人は慌あわてて飛び出し、斬撃波を放って迎げい撃げきしようと剣けんを振りかぶった。だが間に合わない……！

　刹せつ那な。




「その人に手出しはさせない！」




　建物の屋根の上から、一人の少年剣士が華か麗れいに飛び降り、大剣の強きよう烈れつな一撃で影を叩たたき切った。影は散り散りになって消えていく。

　突然の出来事に、真人は瞬まばたきすることさえ忘れて、呆然として見つめるばかりで。

　着地の衝しよう撃げきがかなり足に響ひびいたのだろう。うずくまって悶もん絶ぜつしていた少年剣士だったが、急いで立ち上がり、真々子に駆け寄った。

「だ、大丈夫かい!?　怪け我がしてないかい!?」

「ええ。大丈夫よ。助けてくれて、ありがとう……あら？」

　にっこり笑え顔がおでお礼を言った真々子だったが、少年剣士の小こ奇ぎ麗れいな顔をじーっと見つめて、ふと小首を傾かしげた。

「あらあら。あなた、もしかして？」

「え？」

「もしかしなくても、そうよね。そうよね？」

「え？　わかるのかい？　あ、いや、ダメだ！　話せることは何もないから……！」

　じりじりと後退する少年剣士に、真々子がぐいぐい迫せまる。じっくり観察する。

　そうして真々子は、確信を得たように頷き、口を開いた。

　刹那。

「ホークさんに身バレはさせない！　とうっ！」

　建物の屋根の上から、謎なぞの修道女が華麗に飛び降り、着地と同時に棺かん桶おけに納まった。







　とりあえずメディが蘇そ生せい魔法を使用した。

　ジト目で見守っている真人たちへ、〝やっほー〟と暢のん気きに手を振りながら、シラーセが起き上がった。

「お手数をおかけしました。その場のノリで無茶をしてはいけませんね」

「まったくですよ。よい子が真ま似ねしたらどうするんですか。反省してください。……で、どういうことなんですか？『ホークさんに身バレはさせない！』とか言ってましたけど」

[image: ]

「ひとまず、あちらの方がホークさん、ということでよろしいですか？」

　少年剣士は、真人たちから距きよ離りを置いたところにいて、特に真々子の視線を避さけるように背を向けている。

　メディの質問に、シラーセは首しゆ肯こうで答えた。

「実は少々事情がありまして、お名前以外のことについては、お知らーせしない方が面おも白しろいかと……」

「シラーセさん。あたしが笑っている内に、ちゃんと説明した方がいいわよ」ぽきぽき

「殴なぐる気満々で指を鳴らしてはいけませんよ。指の関節を鳴らしすぎると、指が太くなるという俗ぞく説せつもあります。まあ落ち着きましょう。……真ま面じ目めな話、ホークさんについては、業務上の理由でお伝えできない部分が多いのです」

「業務上の理由って、どういうことでしょうか！　自分、気になります！」

「おやおやポータさん。ダメだと言っているのに、ぐいぐい来ますね……さて、どうしたものでしょうか……」

　シラーセは、それとなくホークへ目を向けた。

　視線に気付いたホークは、思案して、観念したように頷うなずき、真人たちに近寄ってきた。

「私はホークという名の剣士です。年ねん齢れいは十五歳。運営さんのご厚意により、テストプレイヤーという形式でゲーム世界を見学させてもらっています。説明できることは、これだけです。すみません」

　丁てい寧ねいに告げて、綺き麗れいな姿勢で頭を下げてくる。

　その完かん璧ぺきすぎる所作が、むしろ怪あやしく思えたのか。「メディ系ね」「どういう意味ですか」ワイズとメディはますます疑いを強めている。ポータは純じゆん粋すいに、そんなこと言わずに説明してほしいと、期待を込こめた眼まな差ざしでじっと見つめているが……

「わかった。それでいいよ」

　真人は言った。

「ちょ真人。何言ってんのよ。よくないでしょ」

「いいんだって。見た感じ、悪い人じゃなさそうだしさ」

「それはそうですが……」

「嗚あ呼あ！　なんと懐ふところが深い方なのでしょう！　その寛かん容ようこそ勇者の証あかし！　素す晴ばらしい！」

　いきなりドラマティックな演劇モードになったシラーセが、不満そうなワイズとメディを押し退のけて、真人の手を取った。

「真人君。様々な冒ぼう険けんを乗り越こえて、本当に成長なさいましたね。私は感動しました」

「どーもです」

「ゲームを始めたばかりの頃ころは、どうして母親が一いつ緒しよなのか説明しろと、内緒にされていることに腹を立ててギャンギャン泣き喚わめいたというのに。変われば変わるものですね」

「泣き喚いた覚えはありませんよ。……でもまあ、そういう経験から学んだのかなって、ちょっと思いますけどね」

　苦い思い出ほど、意外と役に立つのかな、なんて。大人びたことを考えたりしつつ。

　若じやつ干かんムカつくことを言ってくれたシラーセの手を、やんわり押し返して、真人はあらためて仲間たちの理解を得ようと……

「真人……いつの間にか立派になって……ううっ」感かん涙るい

「信じて育ててきた甲か斐いがありました……ううっ」感涙

「なんで母親目線だよ。こっちも俺を弄いじらないと気が済まないのか」

「マー君がいい子に育ってくれて、お母さん嬉うれしいわ！　ううっ！」感涙！

「実の母親が被かぶせてきたし。しかもマジ泣きだし」

「真人さん、すごく大人に見えます！　尊敬です！」キラキラ！

「そうそう、これこれ。やっぱポータの純粋な瞳ひとみが最高のご褒ほう美びだな。じゃあみんな、ご理解いただけたってことで、勝手にそう解かい釈しやくさせてもらうぞ。……というわけで」

　真人はホークと向き合った。

「剣士のホークだな。よろしく。俺は真人。そっちと同じくテストプレイヤーだ。というかタメ口でいいか？　同い年なんだけど」

「あ、ああ。構わないけど……」

「じゃあ、まずは言っておきたいことがある。……さっきは母さんを助けてくれて、ありがとう」

「え？」

　真人はしっかりと頭を下げて礼を言った。

　顔を上げると、ホークがきょとんとしている。

「ちゃんとお礼を言えるなんて……立派になったんだな！　ううっ！」感涙！

「お前まで被せてこなくていいよ！　無む駄だに空気読める奴やつだな！」

「ははは。すまない。つい嬉しくて」

「何が嬉しいのか、意味わからんけど。……とにかく、そっちには何か事情があるんだよな。だったら深くは聞かないから。気楽にいこうぜ。ほら」

「……ありがとう」

　真人が拳こぶしを突つき出すと、ホークは感かん慨がい深そうに見つめて、こつんと、拳を突き返した。

　そうしてホークは、真々子へ目を向けた。

　優やさしさに満ちた二つの視線が行き交かい、真々子がにっこりと微笑ほほえんだ。

「何か話せない事情があるのよね。大だい丈じよう夫ぶよ、ホークさん。私は聞かないわ。出しゃばり過ぎちゃいけないって、ここでの生活で学んだから」

「二人とも、冒険を通じて成長したんだな！　ううっ！」感涙！

「そうなの！　特にマー君の成長が著いちじるしくて！　ううっ！」感涙！

「もういい加減にしろっ！　話が進まねーよっ！　はい全員注目！　今は何より、この状じよう況きようをどうにかしないとだろ！　周りをよく見ろ！」

　建物の壁や地面に、影かげの痕こん跡せきが黒く染しみついている。直前まで戦せん闘とう状態が続き、確実に倒たおしたわけでもないのに敵が消えた状態だ。

　カーサーン王都は引き続き謎の脅きよう威いに晒さらされている。

　全員が表情を引き締しめた。

「シラーセさんが来たということは、何かお知らせしてくれるんでしょうか！」

「ではご要望にお応こたえして……と言いたいところなのですが、申し訳ありません。残念ながら、私は何も把は握あくしていません」

「シラーセさんも知らないの？　てことはガチの事件なのね。何が起きてるのか、まずは調べないと」

「再び影が発生すれば、自由に身動きできなくなってしまいます。急ぎましょう」

「とにかく手て掛がかりが欲ほしい。他ほかの冒険者とも連れん携けいして、町中を捜そう査さだな」

「だったら、私も一人の冒険者として、協力させてもらっていいだろうか」

　ホークは申し出て、シラーセをうかがった。

　シラーセは軽く思案して、頷き返す。

「冒険者の活動を知るいい機会かと思います。ただ、万が一にもホークさんに怪我などされては困りますから、頼たよりになる冒険者パーティと一緒に行動なさってください。これを条件とします」

「頼りになる冒険者パーティ、というと……」

「ぶっちゃけ、あたしたちよね。ふふん」

　勇者パーティを代表して、ワイズがずいっと、一歩前に出た。

「残念な賢けん者じや様を除き、頼りになるメンバーが揃そろっていますからね」

「あたしも頼りになるから！　魔ま法ほうさえ封ふうじられなければ超ちよう火力だから！」

「真人さんも、ワイズさんも、メディさんも、すっごく強いです！　自分も頑がん張ばってお手伝いします！」

「さらに母さんもいるから、お化けが出ても安心だな」

「はい！」

　真々子の腰こしにしっかりとしがみつきながら、ポータが力強く頷いた。

「というわけで、ホークさえよければ一緒に行こうぜ」

「私からもお誘さそいするわ。一緒に冒険しましょ、ホークさん」

「……わかりました。お言葉に甘えます」

　真人と真々子の笑顔に迎むかえられて、ホークが仲間に加わった。

　三人の様子を満足そうに見つめたシラーセが、そっと踵きびすを返す。

「ではホークさん。ご案内はここまでとします。制限時間まで、どうぞごゆっくり。私は、その辺で適当にお茶してサボっていますので、お帰りの際はお声をおかけください」

「え？　サボるって、そんな堂々と……」

「大丈夫だって。適当なことを言いつつ、俺たちとは別ルートで調べを進めてくれるつもりだから。そういう人なんだよ」

「なるほど……」

　もちろんそのつもりです、頼りにしてください、とでも言いたそうにガッツポーズをして、シラーセはすぐ近くにあった喫きつ茶さ店てんに入っていった。悪い意味で有言実行だった。







　真人たちはひとまず、王都内を見回ることにした。

　煤すす汚よごれが目立つ通りを進み、すれ違ちがう冒険者たちと情報交こう換かんをしつつ、原因を探さぐっていく。

「俺たちが聞いた話によると、影はあちこちで同時多発的に出現したらしいぜ」

「午前中の、割りと早い時間に、一いつ斉せいにぶわっと現れたみたいね。何かきっかけでもあったのかしら」

「なるほど。参考にさせてもらいます。こっちからの情報としては、あの影は防ぼう御ぎよ魔法で攻こう撃げきを防いだり抑おさえ込んだりできるみたいだ、ってことくらいですね」

「そういや、うちもそんな感じだったな。防御魔法が必ひつ須すってことで確定か」

「他の連中にも知らせておくわ。じゃあね」

　二十代後半くらいだろうか。戦士の男と魔法使いの女は去っていった。

　立ち話を終えて、真人が歩き出すと、ホークがそっと隣となりに並んだ。

「今のは、真人君の知り合いかい？」

「いや、特に知り合いってわけじゃないけど」

「そうなのか……見ず知らずの相手に声をかけて、気さくに話ができるなんて……立派な社交性を身に付けたんだな。ううっ」

「別に普ふ通つうだって。誰だれかから話を聞くことは、ＲＰＧの基本だ。人見知りなんかしてたらクエストを進められないからな。つーか、そのネタもういいから。いい加減にしないと、本気で殴るぞ」

「ゲームを進める上で必要なこととして、人との接し方を学んでいったわけか……うん。いいことだ。素晴らしいよ」

　物もの怖おじせず声をかけて回る真人に、ホークは感心しきりだ。

　その隣で真々子もしきりに頷うなずいている。「マー君、立派になって……ううっ」「ママさん、涙なみだを拭ふいてください！」ポータが渡わたしたハンカチは、速そつ攻こうでびしょびしょになった。

　ホークと真々子が発生源である、ほっこりとした雰ふん囲い気きに包まれながら、真人はものすごくやりにくそうな顔で先頭を行く。

　ワイズとメディは最さい後こう尾び。少し距きよ離りを置いている。二人とも、なんとも言えない表情だ。

「……ねえメディ。あのホークって人、どう思う？」

「そうですね……真人君が言う通り、悪い人ではなさそうですが……やはり素す性じようが気になるところですよね」

「業務上の理由とか、運営さんのご厚意とか、言ってたじゃん？　てことは、たぶん運営の関係者だと思うんだけど。どう？」

「確かに。親子二人一組で参加のルールがあるにもかかわらず、子供一人だけで来ていますから……ポータちゃんのように……いえ、逆に親おや御ごさんだけでいらっしゃった可能性もありますね。あの落ち着いた物腰は、大人びているというより、大人そのもののように感じられますから」

「じゃあ、うちのママみたいに、変身魔法で姿を変えてる感じ？　あんな爽さわやかイケメンに変身するとか、いい度胸してるわ……」

　女子二人のヒソヒソ話と疑ぎ惑わくの視線が、ホークの背中にチクチク刺ささる。

　たまらずホークが振ふり返った。

「え、えっと。ワイズさんと、メディさん、だったよね」

「あー、はい、そうですけどー」

「何かご用でしょうか？」

「特にご用というわけじゃないけど、お二人とも仲良く話ができたらなと、思った次し第だいで……ああ、そうだ。つかぬことをおうかがいしますが」

「なんですかー」

「君たちのどちらかが、真人君とお付き合いしてたりするのかな？」

「「「えぇ……？」」」

　ワイズとメディ、そこに真人も加わって、三人が一斉に眉まゆを顰ひそめた。

「え？　あれ？　ど、どうしてそんな難しい顔をするのかな？　君たちくらいの年ねん齢れいだったら、もっとこう、色々な意味でわーっと盛り上がる話題だと思うんだけど……」

「ホーク。悪いけどな。うちのパーティには、そういうテンプレが存在しないんだ」

「え？」

「別に真々子さんが悪いとかじゃないんだけど。真人が大活かつ躍やくして〝きゃー恰かつ好こいい！〟みたいなこと、一いつ切さいないのよね。そもそも、あたしそういう感じじゃないし」

「私は密ひそかに真人君を狙ねらっていますよ。ただイメージとして、真人君とワイズさんが接近したところに、さりげなく割り込んで奪うばっていく、というロマンスな展開を望んでいますから……前提となる部分が発生しないことには、どうにも動きづらいんですよね」

「さすがメディだ。いい根こん性じようしてるぜ」

「今どきの女の子は複雑なんだね……はは……」

「てなわけで、恋こいバナとかされても困っちゃうんだけど……でもまあ、一つだけ言えることはあるかな」

　ワイズは真人をチラ見して、自然に微笑んだ。

「真人といると、すっごい楽よ」

「確かに。一いつ緒しよにいて、これほど楽な人はいませんね」

　メディも真人を横目で見て、穏おだやかに微笑んだ。

　真人は、盛せい大だいなため息を吐はき出した。

「二人とも、残念もダークパワーも丸出しで、好き勝手やってくれてるからな。まあ俺としても、いつも自然体の二人といるのは楽だから、それでいいと思っているけど」

　正しよう真しん正しよう銘めい、正直な気持ちだ。

「楽に過ごせてよかったわね。真人、あたしに感謝しなさいよね」

「感謝の気持ちを行動や物品で表していただいても構いませんよ」

「はっはっは。……ポータ！　俺の癒いやしはお前だけだ！」

「ひゃわわっ」

　真人はポータを抱かかえ上げて、高い高いした。「癒しを感じる！」純じゆん粋すいな存在との触ふれ合いは素す晴ばらしい。小生意気と腹黒に疲つかれた心が潤うるおっていくようだ。

　と。

「一緒にいると楽なのね……だったら、二人とも脈ありね。うふふ」

　不意に真々子が、何か言った。

「おい母さん。脈ありって、なんだよ」

「お付き合いの時は、ドキドキする気持ちばかり気になっちゃうけど、結けつ婚こんして一緒に暮らすことになったら、その〝楽〟っていう感覚が一番大事になるわ。これはお母さんの、経験上のお話。だから、ワイズちゃんとメディちゃんは、マー君と結婚したら幸せになれそうだわって、思ったの」

「結婚とか、そんな先の話をされてもなぁ……」

「一緒にいると楽で、幸せか。いやぁ、参ったなぁ。あはは」てれてれ

「なんでホークが照れてんだよ。意味わかんねーよ。母さんも変なこと言い出すなよ。……二人とも、気にしなくていいからな。まあ気にしないだろうけど」

　気にするわけがない。いい根性しているワイズとメディだ。真人が安心して目を向けると。

　二人とも、両手で必死にぱたぱたと、赤みが差した顔を扇あおいで冷ましている。

「おい……」

「べ、別に意識してるわけじゃないからね！　勘かん違ちがいしないでよね！」

「ある意味、交際はうたかたの夢のようなもので、結婚後の生活こそ現実的な話ですよね……先を見み据すえて、優良物件は早めに押さえておく必要があるかもしれません」

「今なら保護者の同意もついてくるよ。この場で確定できるからお得だよ。ははは」

「おいホーク！　いい加減にしろ！　お前が何目線なのか、本気でわかんねーよ！……余計な話は終わり！　今は非常時だ！　情報収集を急ぐぞ！　はい出発！」

「そうね。話の続きは、事件を解決してからにしましょう。うふふ」

「そんなつもりはないんだけど！」

「あら？　ねえマー君。ちょっと見て？」

　真々子がふと気付いた。

　通りの少し先に、ゴミ収集場所があり、十代前半から後半くらいの子供たちが数人、集まって立ち尽つくしている。横顔がとても悲しい。

　真人が近寄って声を掛かけようとすると、子供たちは濡ぬれた目を伏ふせて、その場から走り去ってしまった。

「今の子たち、泣いていたみたいだったね……」

「だな。ここで何かあったのか？」

　少なくとも、特とく殊しゆな事態が発生した場所なのは確かだ。ゴミ収集場所にも、先ほど猛もう威いを振るった影かげの痕こん跡せきが付着している。しかも周囲に比べて明らかに多い。

「子供たちとの関連性は不明ですが、この場が影の発生源である可能性はあるかと」

「あたしもメディと同じこと考えてた。……あっちにも収集場所があるわね。ポータ、見える？」

「はい！　向こうにも、その向こうにも、通りに沿って点々とあります！」

「とりあえず、一通り見てみるか」

　真人たちは駆かけ足で移動を開始した。







　手当たり次第に見て回ったところ、その他の場所と比べて、ゴミ収集場所に最も多くの痕跡が残されていることが確かく認にんされた。

　だが、わかったのはそれだけだ。そこが発生源だと特定できるものは何もなく、発生原因についても不明のまま。

　歩き回って疲れた真人たちは、お母さん屋で休きゆう憩けいを取ることにした。

「こうなったら、さっき見た子供をどうにか探し出して、話を聞くしかないのかな……っと。ひとまず休憩所に到とう着ちやくだ」

　静かな通りの一角に、【お母さん屋】の看板を掲かかげているカフェのような店がある。

　店員の少女モーネが、デッキブラシでごしごしと、外がい壁へきに付いた影の痕跡を掃そう除じしているところだ。

「おーいモーネ。邪じや魔まするぞ」

「あれ、真人君たちだ。ちょっとこれ見てよー。なんか変なのが飛び回ってさー、もう大変で……あれ？　見たことない人がいる。わかった。その人が原因なんだね」

「え？」

「余計な仕事を増やしてくれるとかさー、許せないよねー。というわけで……私の真の力を解放して、成敗してくれるわ！　ふはははは！」

「やめろ」

　魔ま神じん化しそうになったモーネの脳天に、ずびしと、チョップを叩たたき込んで落ち着かせて。真人は簡単にホークのことを紹しよう介かいした。

　ホークの小こ奇ぎ麗れいな顔をしげしげと見つめていたモーネは、「私はイケメンとか興味ないから、こっちがいい」「何気に失礼だな」真人に抱だき付いて、胸にすりすり頰ほおずり。甘え成分を補給だ。

「真人君たちのことだから、いきなり事件の犯人を捕つかまえて、それからどうしようか相談するために来たのかなって、思ったんだけど」

「だとよかったんだけどな」

「今のところ、ほぼ手掛かりなし。歩き回って疲れたから、一休みしに来たわけよ」

「なるほどね。じゃあどうぞ。私は掃除しなきゃだから、セルフでお茶でも飲んでってよ。先客もいるから」

「先客、と言いますと……」

　メディが玄げん関かんを開けて、中を覗のぞき込むと。

「ようこそ。私が先客のシラーセですとお知らーせします」

　カウンター席で優ゆう雅がにお茶している修道女がいる。

「俺たちに情報提供するために、いいタイミングで現れたのか、それともサボってただけか。どっちだろうな」

「自分は、いい方の予感がします！　シラーセさんは、やる時はやる人です！」

「よし。ポータの予感を信じよう」

　真人たちはお母さん屋に入り、適当にテーブル席に着いた。

　シラーセが用意してくれたお茶とクッキーを軽く堪たん能のうして。

「……さて。それじゃシラーセさん。お知らーせをどうぞ。期待してますよ」

「お任せください。事件解決のため、皆みなさんが必死に駆け回っているにもかかわらず、私だけ仕事をサボって暢のん気きに過ごしていたわけではありません。……これをご覧ください」

　シラーセは、お茶ちや請うけとして配られたクッキーを指さした。

「このクッキーが、どうしたんですか？　まさか事件と何か関係が？」

「実はこのクッキー……なんと……私の手作りです」

「な、なんだって!?」ガタッ！

　真人は驚きよう愕がくして立ち上がった。

　そして、もうこんな人知らないと、お母さん屋からさっさと出て行こうと「真人君、落ち着きましょう。まあ落ち着きましょう。ふざけたことは謝りますから」シラーセがやんわり止めてきた。

　気を取り直して。

「ご覧いただきたいのは、こちらです」

　シラーセはカウンター奥から数枚の書類を持ってきて、真人たちのテーブルに並べた。

　お母さん屋で使用されている調書だ。家庭から寄せられたお悩なやみ相談の内容が記録されている。

【子供部屋の掃除をして以来、子供が口をきいてくれなくなりました。悲しいです】

【ママが勝手に、僕の宝物をゴミ袋ぶくろに入れた。ゴミじゃないのに。絶対に許さない】

　他ほかの調書も全すべて、子供の私物の取り扱あつかいに関するものだ。

「ここ数日、こういった内容の相談が多く寄せられていたそうです。聞くところによると、今日は半年に一度の廃はい品ひん回収日だったそうで。それに合わせて家の掃除をした結果、親子の間でトラブルが発生してしまったようですね」

「廃品回収日……そういえば、母さんもそんなこと言ってたな……」

「廃品回収か……そういえば昔、真人が使ってたベビーカーを回収に出すかどうかで、ちょっと口論になったことがあったな……」

「え？　俺がなんだって？」

「あっ、いや、なんでもない、独り言だよははは!?」

　挙動不ふ審しんなホークはさておき。

　じっくり思案していたメディが、おもむろに口を開いた。

「シラーセさん。廃品回収がどのように行われているのか、詳しよう細さいはご存知ですか？」

「至って普ふ通つうですよ。専門の業者が、ゴミ収集場所に出されている廃品を回収して、リサイクル資源の集積場に運ぶ、という流れです」

「なるほど。つながってきましたね」

「ふむふむ。あたしもわかってきたわよ。廃品が出されていたのは、ゴミ収集場所。てことは……」

「そこに集まっていた子は、宝物を出されちゃったから泣いていたんだと思います！」

「そうね。そうなんだと思うわ。だから、とても悲しそうにしていて……」

「例えば、人の悲しみや怒いかりが、影みたいになって大暴れするとか。ゲーム世界ではあったりするのかい？」

　ホークの問いかけに、誰だれも返事をしない。確証が持てないのだ。

「あり得ない話じゃないと思うけど、どうだろうな……」

　子供たちの負の感情が具現化……どうだろうか……

　その時だ。

「ごめんください！　ちょっといいかしら！」

「よくない！　わたしのおにんぎょう、かえして！　たからものなの！　ママのばか！」

「こら！　親に馬ば鹿かなんて言っちゃダメでしょ！　大事なものは、ちゃんとおもちゃ箱にしまいなさいって、ママ言ったわよね！　なのにお片付けしなかったのは自分でしょ！　ああ、こんなこと言ってる場合じゃなくて！」

　子連れの中年女性が、血相を変えてお母さん屋に飛び込んできた。

　何かご用ですか、なんて聞くまでもない。中年女性に手を引かれてやってきた、やたらと不ふ機き嫌げんな女の子の体から、見覚えがある影がもわもわと立ち昇のぼっている。

　女の子の体を離はなれた影は、着せ替かえ人形のような形状になり、真人をめがけて突とつ撃げきしてきた。

「マジでそういうことかよ！　つか、いきなりかよ！」

「真人！　頭を下げろ！」

　素す早ばやく大たい剣けんを構えたホークが、水平切りで影を両断した。

　やはり影はすぐ復活してしまうが、再び向かってくることはなく、お母さん屋から飛び出していく。

「ありがとな、ホーク！」

「どういたしまして。ちゃんとお礼を言えるなんて……ううっ……なんて、やっている場合じゃないね」

「そいうこと！」

　真人たちも急いで店の外に出た。

　影の行ゆく方えを捜さがすと、影だらけだ。あちらこちらの建物から、様々な形状をした影が次々に飛び出し、一定の方向に向かって飛んでいく。

　お母さん屋から出た影とぶつかったのだろうか。煤すすけた顔のモーネが、真人に抱き付いて、「すりすりー！」甘えるフリして顔を拭ふいた。

「おい」

「いいからいいから。というかさ、なんなの！　また変なのが大発生してるじゃん！」

「みたいだな。あっちは俺たちがなんとかするから、モーネはお客さんへの対応を頼たのむ。……みんな、追いかけるぞ！」

「ちょっと真人。追うのはいいけど、どうするつもり？　あれ、いくら倒たおしてもキリがないじゃん。というか倒せないじゃん」

「攻こう撃げきしても効果がないようですからね。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで相手の攻撃を防ぐことは可能ですが、守るばかりではジリ貧になるかと」

「まあ、そうなんだけど……なんとかなるかなって……」

「なるの？」

「信じていいのですね？」

「自分、真人さんならなんとかしてくれると思います！」

「え？……あー、えっと……いや、それは……」

　ワイズとメディ、さらにはポータも、じーっと見つめてくるが、真人は目を合わせられない……

　と。

「ご安心ください。私に企たくらみが、ではなく、考えがありますとお知らーせします」

　シラーセが自信満々に進み出た。

「影かげの正体は、子供たちの悲しみや怒り。すなわち怨おん念ねんのようなものです。ならば浄じよう化かすることで、打ち払はらうことができるかと」

「残念ながら、浄化魔法は効かなかったのですが……」

「浄化魔法は通常の攻撃方法に含ふくまれますので、通常ではない手段を用いる必要があるでしょう。……というわけで、真々子さんを少々お借りできますか？　準備が必要ですので」

「母さんを？」

　怪あやしげな薄うす笑わらいを浮うかべているシラーセと、きょとんとしている真々子を交こう互ごに見て、真人はなんとなく嫌いやな予感がしたものの。

「（また母さん……いや、そうだな。母さんなら、きっと）」

　自分が勇者でリーダーという虚きよ栄えい心しんより、反はん抗こう的な気持ちよりも、素直な期待感が勝まさった。成長の賜たま物ものだ。

「俺たちは先に影を追う。母さんは準備を整えてから来てくれ。期待してるぞ」

「わかったわ。どこにいてもマー君のことはわかるから、急いで追いかけるわね」

　親子で頷うなずき合って、「行くぞ！」真人はワイズたちと共に走り出した。

　ホークだけ少し出で遅おくれてしまったが。

「ホークさん。くれぐれもマー君をお願いね」

「……はい。育いく児じ休きゆう暇かの時のような失敗はしないよう、気を付けます」

　真々子に優やさしく背を叩かれて、ホークも走り出した。







　空を流れる黒い川のような影の群れを追い、カーサーン王都を駆かけ抜ぬけて、真人たちは中心部から最も離れた場所までやってきた。

「あれがリサイクル資源の集積場みたいです！」

　ポータが指さした先に、紙や鉄てつ屑くずや瓶びんなど、リサイクル可能な廃はい棄き物ぶつが種類ごとに山積みされている場所がある。

　注意深く奥まで進んでいくと、大きな倉庫が見えてきた。入り口が大きく開かれていて、まだ使えそうな家具などが無造作に置かれている。再利用品を集めておく倉庫のようだ。

　飛来した影は、その倉庫に吸い込まれるように入っていく。

「自分の宝物を取り返したい一心で、気配を辿たどってここまで来た、って感じか？」

「となると、廃品回収に出されたものは、あの中にあると思って間ま違ちがいなさそうだね。……待って。嫌な予感がする。気を付けて」

　倉庫に近寄ろうとした真人を制して、ホークは大剣を構えた。

　倉庫の中は、日の光が差し込んでいるはずの場所まで、真っ暗だ。影が充じゆう満まんしているようで……

　次の瞬しゆん間かん、倉庫の窓という窓からおぞましい手が伸のびて、一いつ斉せいに摑つかみかかってきた。

　ポータが慌あわててワイズとメディの後ろに隠かくれた。

「わわわっ!?　す、すごく怒おこってるみたいです！」

「あたしたち、宝物を奪うばいに来たわけじゃないんだけど！」

「言ったところで、わかってもらえそうにありませんね！　ひとまず防御を固めましょう！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大障壁アルト・バリエーラ！」

「ぶっ飛ばしてやりたいとこだけど、うっかり宝物を壊こわしたら恨うらまれそうだからね！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……障壁バリエーラ！　さらに！　障壁バリエーラ！」

　三重に展開された全方位防御障しよう壁へきに、影の張り手がまとめて襲おそい掛かかる。

　まずは受け止められたが、握にぎり潰つぶされそうだ。ミシリ、ミシリと、嫌な音がして、防御障壁に亀き裂れつが走った。

「何こいつ！　強いんだけど！　ちょっ、ヤバい！」

「このままでは押し負けてしまいます！　真人君も防御障壁を……！」

「いや！　相手の攻撃を減らした方がいいだろ！　いってくる！」

「あっ！　真人さん！」

　真人は防御障壁を抜け出して、影の手の腕うで部分を三本ほど、まとめて切り払った。

　影の手は散り散りになって消えていく……

「よし！　いけるぞ！　この調子で……！」

「調子に乗って飛び出すな！　右を見て！　左も！」

「え？」

　真人の左右から、影の張り手が一気に迫せまってくる。右見て左見て、もう一度、右を見て、「ちょぉっ!?」真人があたふたしていると。

　駆け付けたホークが、真人の襟えり首くびを摑んで下がらせて、大おお振ぶりの一撃で左右からくる影の手をまとめて叩たたき切った。怒りを感じさせる強きよう烈れつな一撃は、勢い余って地面までえぐった。

「危なかった……ホーク、ありが……」

「『ありがとう』じゃないよ。まったく。周りをよく見ずに飛び出すなんて……それで怒られた覚えはないのかい？」

「飛び出して、怒られたこと……えっと……」

　真人の脳のう裏りに、ふと昔の記き憶おくが過よぎった。

　それは、珍めずらしく真々子が家にいなかったある日のこと。

　真人が父親の目を盗ぬすんで、家から飛び出すと、横からいきなり自転車が来て……駆け付けた父親がとっさに引き寄せてくれたおかげで難を逃のがれた。そんな記憶だ。

「怒られたこと、ある。あります。ごめんなさい。もうしません」

　真人が素直に謝ると。

　顰しかめ面つらだったホークが、ふと表情を緩ゆるめて、真人の頭をくしゃくしゃっと撫なでてきた。

「（……あれ？）」

　撫でられた感覚に、覚えがあるような、ないような。不思議な感じだ。

　実の父親とは似ても似つかない、イケメンで同い年のホークが、穏おだやかに笑いかけてくる。

「戦せん闘とう中だ。やれるかい？」

「あ、ああ！　やれる！」

「よし。それじゃ、私たちで力を合わせて！」

「おう！　男同士、力を合わせて！」

　二人で力を合わせて恰かつ好こ良よく倒したい敵の手が、三十本くらいまとめて襲い掛かってきた。「「それはさすがに多すぎる！」」真人とホークは大急ぎで防御障壁の内側に逃にげ込んだ。

「「あ、危なかった……」」

「ったく。活かつ躍やくするチャンスなのに、締しまらない二人ね。うぷっ」

「似た者同士ですね。赤の他人とは思えないシンクロ率です。うぷっ」

「ワイズさん、メディさん！　ＭＰが尽つきたら大変です！　どんどん補給してください！」

　ポータが二人にＭＰポーションをぐびぐび飲ませている。防御障壁はもうしばらく維い持じできそうだが。

　影の手による攻撃は激しさを増している。防御障壁に影がこびりつき、外からの光が遮さえぎられ、内部が徐じよ々じよに暗くなってきた。

「おい、勘かん弁べんしろよ……」

「これはマズい状じよう況きようだね……」

　じわじわと闇やみに飲まれていく。自身を奮い立たせようとしても、心細さに勝てず、真人たちは自おのずと身を寄せ合った。

　すると。

「ん？　真人君、何か聞こえないかい？」

「何か……ああ、聞こえるな」

　カランカランと、鐘かねの音だ。徐々に近付いてくる。音が近付くにつれて、防御障壁を覆おおっていた影が薄うすれていく。

　そうして暗さが消え去ると、猛もう烈れつな眩まぶしさが訪おとずれた。倉庫とは逆の方向から、白い輝かがやきが静しず々しずとやってくる。

「あれは……母さん？」

　真々子だ。純白の聖衣を身に付け、聖母さながらの姿でやってくる。

　私が第一の使徒です、とでも言わんばかりに、修道女姿のシラーセが鐘を鳴らしながら後に続き、その後ろには大勢の女性たちが続いている。真人が母親判定スキルを使用して確かく認にんすると、反応あり。女性たちは全員、母親だ。

　聖母真々子は真人たちに微笑ほほえみを向けて、通り過ぎ、母親たちと共に倉庫の前に立った。

「荒あらぶる怨念さん。どうか聞いて。お母さんたちは、悪気があったわけじゃないの。お部屋の片付けをしたかっただけ。……こうなってしまった原因は、ちょっとした気持ちの行き違い。もっとちゃんとお話しすればよかったって、お母さんたちは反省しているわ。だからこうして、子供たちの宝物を迎むかえに来たの。子供たちともう一度、今度こそちゃんと向き合うために。だから、一いつ緒しよにお家に帰りましょう。ね？」

　伝えたい想おもいが溢あふれ出し、そっと両りよう腕うでを広げた聖母真々子の体が浮かび上がる。その姿はもはや神。心からの言葉が波動となり、どこまでも広がっていく。

　母親特とく殊しゆスキル【母の再生】発動。

　もう一度やり直したい……その想いに、周辺のリサイクル資源たちが呼応して、眩しく輝く転生の力を放出した。

　舞まい上がった光は真人たちの上空に集まり、リサイクルマーク状に渦うずを巻いた。

「何が起きるんだ……？」

「見て！　倉庫の中の影かげが！」

　窓という窓から漏もれ出ていた影の端はしが、転生の力の渦に向けて一斉に手を伸ばし、吸い上げられていく。悲しみや怒いかりの塊かたまりが、どこか嬉うれしそうに。……その矛む盾じゆんは、反発しつつも親を求める子供の気持ちそのもの。

　そうして、負の感情は転生の渦の中で浄じよう化かされ、喜びへと生まれ変わり、宿るべき場所へと舞い戻もどる。

　倉庫の中に光が差し、人形やぬいぐるみ、フィギュアやキーホルダーなど、子供たちの宝物が美しく照らし出された。

　奇き跡せきが起きた。「「「ありがたや、ありがたや」」」ワイズとメディとポータは跪ひざまずき、神こう々ごうしい聖母真々子に祈いのりを捧ささげている。合がつ掌しよう。

　真人は呆あきれるばかりだ。その隣となりでは、ホークが愕がく然ぜんとしている。

「あの、真人君。ちょっといいかな……真々子、さんが、空に浮いているんだけど……」

「あー。うちの母さん、基本的に滅め茶ちや苦く茶ちやだから。まあよくあることだよ」

「よくあること……そうなのか……」

「そうなんだよ。あんな感じで、母さんはすごすぎてさ……母さんばっか活躍して、俺はちっとも活躍できなくて、すげームシャクシャしたこともあるけど……よくよく考えてみると、母さんがすごいのは当然だよなって、ちょっと思う」

「どうしてだい？」

「だってさ、俺という子供を産んで育てたんだぜ？　今の俺じゃ、どう考えてもできないことを、やってのけたんだ。それだけで充じゆう分ぶんすごいだろ」

「なるほど。確かにね。その通りだ」

「だろ？……まあ、こんなこと言いつつ、やっぱ密ひそかに悔くやしく思ったりもするけどさ」

「そうか……」

　苦く笑しようする真人の横顔を見つめたホークは、「ううっ」「なんで泣く!?」幸せそうに笑いながら、目の端から零こぼれた涙なみだを拭ぬぐった。
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「じゃあ俺は、宝物の回収を手伝ってくるから。ホークは適当に休んでいてくれ。ゲーム世界に来ていきなり事件で疲つかれただろ」

　すでに倉庫へ向かっている仲間たちの後を追い、真人は走り出した。

　静かに見送るホークの隣に、聖母真々子がそっと並んだ。

「あんな気き遣づかいまでできるようになるなんて……母親の育て方がよかったんだね」

「私は何もしていないわ。マー君がそう育ってくれたの。私は見守っていただけ」

「そう言いつつ、真人がムシャクシャするほど活躍していたようだけど。まあいいとしよう。子育てを全すべて任せきりだった私から一言、言わせてもらうよ。……ありがとう」

「うふふ。どういたしまして」

　どちらも同じ、深い慈いつくしみが込こめられた目で、ホークと聖母真々子は真人の背中を見つめ続けていた。







　大おお騒さわぎだった一日が、穏やかに暮れていく。

「これ、わたしのおにんぎょう！　ママがつれてきてくれたの！」

「うんうん、よかったねー。今日からはちゃんと、おもちゃ箱にしまおうねー」

「うん！」

「それじゃ、お世話になりました。本当にありがとうございました」

　元気良く手を振ふる女の子に、モーネも元気良く手を振って応こたえて。お母さん屋を訪ねてきた親子が、仲良く手をつないで帰っていく。

　他ほかの母親たちも、子供の宝物を抱かかえて家路についた。

　影の痕こん跡せきが消え去った街並みを眺ながめて、真人たちは大きく一息吐ついた。事件は無事解決だ。

「さてと。それじゃお母さんは、お夕飯の準備ね」

「よろしくお願いします。ああ、いつもより一人分、多めにな。シラーセさんは普ふ段だんから想定内として、ホークも食べてくだろ？」

「願ってもないことだよ。じゃあ遠えん慮りよなく……」

「と思いきや、ここでホークさんに残念なお知らーせです」

　シラーセは腕うで時ど計けいをはめていない腕を指さして、お時間です、とジェスチャーした。

　この世の終わりを見たような顔で地面に這はいつくばったホークだったが、なんとか立ち上がった。

「そうだったね。今回は時間制限ありの視察、いや、ゲーム世界を見学するために来たんだった。本当に残念だけど、仕方ない。私はこれで失礼するよ」

「そっか。……それじゃ」

「ああ。また会おう」

　真人とホークは握あく手しゆを交かわした。

　長い握手だ。真人がホークを見つめたまま放さない。

「……どうかしたかい？」

「いや、なんかさ、上手うまく言えないけど……本気でまた会いそうな気がしてさ」

「そうか。奇き遇ぐうだね。私もそんな気がしているよ」

　離はなれた手で、真人の肩かたを軽く叩たたいて、ホークはさも楽しそうに笑った。

　ワイズたちに軽く会え釈しやくをして、真々子とはゆっくりと視線を交わして、ホークがシラーセと共に去っていく。

「あたしさ、ちょっと思ったことがあるんだけど」

「自分も、ちょっと思ったことがあります！」

「私も、ワイズさんとポータちゃんと同じことを思っている気がします。ですが、野や暮ぼなことは言わないようにしましょう」

　女子チームが集まって、ひそひそと何か言っているようだが。さて。

　真人はホークの後ろ姿を眺めて、小首を傾かしげた。

「なあ母さん。なんか、ホークってさ……」

「何かしら」

「……いや、なんでもない。早く買い物に行こうぜ。荷物持ちくらいするからさ」

　急に鳴き出した腹の虫に急せかされて、真人は軽い足取りで歩き出した。








エピローグ









　転送ポイントがある高台から、無数の温かい光が灯ともるカーサーン王都を眺めて、ホークは少し寂さみし気に笑った。

「久しぶりの手料理を食べそこなってしまいましたね」

「まったくです。今回の視察で最もショックだった出来事は、まさにそれですよ」

「ですがご安心ください。ホークさんをお送りした後、私が戻って代わりに食べておきますので」

「シラーセさん……あなたという人は……」

「いい性格をしていますねと、よく言われます。言われても反省はしないタイプです」

　しれっと言って。

　シラーセは運営の一員としての表情になり、静かに尋たずねる。

「真まさ人と君と真ま々ま子こさんを挑ちよう戦せん者とし、最終テストを開始してよいものかどうか……参考程度に、うかがってもよろしいでしょうか」

　尋ねられたホークは、一息吐いて、星が瞬またたき始めた空に目を向けた。

「私の判断は、このゲームの経営を担になう企き業ぎようからの回答として扱あつかわれ、全体的な決定事じ項こうとされます。ですから正式な文章にてご報告させていただくべきかと思います」

「そうですか。では……」

「ですので、これはあくまで独り言なのですが」

　ホークは背負っていた大たい剣けんを地面に突つき刺さした。

　大剣は変色し、変形し、見るものに恐おそれを抱いだかせる魔ま剣けんへと姿を変えていく。

「いつだったか、家内が泣きながら、息子むすことの接し方がわからないと電話してきたことがありました。それが今では……ふふ……今の二人なら何も心配ありません」

「では、よろしいのですね？」

「ええ。仲なか睦むつまじい母と子に、最後の試練を与あたえましょう……父として、この私が」

　魔ま王おうの証あかしと化した剣の柄つかを握にぎり締しめて、ホークはそっと目を閉じた。

　その男、名を大おお好すき隼はや人とという。








あとがき









　お世話になっております。井い中なかでございます。

　ついに十巻。二ふた桁けたの巻数まで書かせていただけるとは……シリーズ開始当初は夢にも思いませんでした。とても感かん慨がい深いものがあります。

　それもこれも、皆みな様さまのご支し援えんあってこそ。〝アニメを見て原作を買いました！〟というお手紙をくださった方、本当にありがとう！　感謝感謝です。

　さて本作には、ドラゴンマガジンに掲けい載さいしていただいた短編と書き下ろし一編が収録されております。

　この書き下ろしは、次巻のプロローグともいうべき内容。今後の展開で大きな役割を担う人物が登場する、非常に重要な物語です。どうぞご覧くださいませ。




　この度も、飯いい田だぽち。さん、担当編集Ｋさん、編集部に出版社に販はん売ばい店の方々など、多くの方にお力ちから添ぞえいただきました。毎度、変わり映えがしない挨あい拶さつでお恥はずかしい限りですが、篤あつく御おん礼れい申し上げます。




　挨拶といえば。

　先日、無事に放送終しゆう了りようしたアニメの打ち上げでも、拙つたないながらもご挨拶させていただきました。会場入りした途と端たん、もう気が気でない状態でしたけどね……冥めい茶ちやさんが話し相手になってくれたおかげで、なんとか逃にげ出さずに済みましたぜ。

　やはり口頭より文章が得意ということで、あらためまして。プロデューサーさん、監かん督とくさん、キャストの皆みなさん、製作スタッフの皆さん、そして恐おそるべきビンゴ当選率だったスピラ・スピカさん。本当にお世話になりました。井中は今、幸せです。皆さんの今後益ます々ますのご活かつ躍やく、ご健康とご多幸をお祈いのりいたします。




　最後に。誠まことに勝手ながら、本作が刊行される頃ころには次巻の作業に着ちやく手しゆしているであろう自分自身へ。

　これまでの全ては、この時のために。やってやれ井中。





二〇一九年・暮秋　井中だちま
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